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今
か
ら
約
三
百
年
前
、
江
戸
幕
府
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
、
元
禄
・
宝
永
の
世
の
江
戸
幕
府
を
動
か
し
た
一
人
の
政
治
家
が
い
ま
し
た
。

甲
斐
源
氏
に
ル
ー
ツ
を
持
っ
た
柳
沢
吉
保
で
す
。

　

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）、
吉
保
は
、
綱
吉
か
ら
幕
府
政
治
に
お
け
る
功
績
を
賞
さ
れ
、
先
祖
の
地
で
あ
る
甲
斐
国
を
拝
領
し
て
、
甲
府
城
と
そ
の
城
下
町

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
保
は
、
戦
国
武
将 

武
田
信
玄
を
崇
拝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
継
者
と
な
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
武
田
の
伝
統
を
受
け
継

ぐ
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
吉
保
の
事
績
は
、
今
も
な
お
、
県
都
甲
府
市
の
街
づ
く
り
や
信
玄
を
慕
う
山
梨
県
民
の
気
風
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
沢

家
が
甲
斐
国
を
統
治
し
た
時
代
は
、
二
十
年
間
と
い
う
比
較
的
短
い
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
山
梨
に
は
、
そ
の
足
跡
を
物
語
る
資
料
が
、
十
分
に
遺
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
館
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
、
企
画
展
「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
を
開
催
し
、
吉
保
に
関
わ
る
資
料
を
一
堂
に
会
し
て
展
示
し
ま
し
た
が
、

こ
の
準
備
の
過
程
で
、
柳
沢
家
の
移
封
先
で
あ
る
奈
良
県
大
和
郡
山
市
に
調
査
の
た
め
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
甲
斐
国
統
治
時

代
の
柳
沢
家
に
関
わ
る
資
料
を
多
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
館
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
共
同
調
査
・
研
究
「
大
和
郡
山
市
所
在 

柳
沢
家
関
係
資
料
に
関
す
る
研
究
」
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
の
資
料

を
改
め
て
調
査
し
て
、
吉
保
と
甲
斐
国
と
の
関
係
の
解
明
を
め
ざ
す
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
共
同
調
査
・
研
究
の
報
告
書
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
・
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
御
所
蔵
品
の
調
査
を
御
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
御
所
蔵
者
の
方
々
を
は

じ
め
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
三
月

山
梨
県
立
博
物
館　
　

館
長　
　

平　

川　
　

南
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例

・�

本
書
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
同
二
十
六
年
度
ま
で
実
施
し
た
山
梨
県
立
博
物
館�

共
同
調
査
・
研

究
「
大
和
郡
山
市
所
在�

柳
沢
家
関
係
資
料
に
関
す
る
研
究
」
の
調
査
・
研
究
報
告
書
で
あ
る
。

・�

釈
文
・
銘
文
等
の
表
記
に
お
い
て
、
欠
損
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。
ま
た
、

印
を
「　

」
内
に
表
記
し
た
。
な
お
、
翻
刻
し
た
古
文
書
の
改
行
箇
所
は
／
で
表
し
た
。

・�

柳
沢
吉
保
は
房
安
・
保
明
ほ
か
を
、
ま
た
吉
里
は
安
暉
・
安
貞
ほ
か
を
名
乗
っ
た
が
、
本
書
で
は
吉

保
・
吉
里
に
統
一
し
た
。
な
お
、
苗
字
は
正
式
に
は
「
柳
澤
」
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
原
則
と
し
て

柳
沢
と
表
記
し
た
。

・�

本
書
の
編
集
は
、
西
川
広
平
、
近
藤
暁
子
（
当
館
学
芸
員
）
が
行
っ
た
。
ま
た
、
執
筆
は
、
巻
末
の

執
筆
分
担
の
と
お
り
で
あ
る
。

・�
掲
載
写
真
は
、
金
井
杜
男
氏
、
竹
本
春
二
氏
が
撮
影
し
た
。
ま
た
、
調
査
写
真
は
、
当
館
職
員
に

よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。

�

（
表
紙
）
絹
本
著
色�

柳
沢
吉
保
像
（
永
慶
寺
蔵
）

�

（
裏
表
紙
）
旗
指
物
図
（
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
蔵
「
豊
田
家
史
料
」）



− 1−

調査・研究の経緯と方針

調
査
・
研
究
の
経
緯
と
方
針

（
１
）
名　

称

　
　

共
同
調
査
・
研
究
「
大
和
郡
山
市
所
在　

柳
沢
家
関
係
資
料
に
関
す
る
研
究
」

（
２
）
期　

間

　
　

平
成
二
十
四
年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度

（
３
）
担
当
職
員

　
　

髙
橋　

修
（
学
芸
員
、
平
成
二
十
四
年
度
の
み
）

　
　

西
川
広
平
（
学
芸
員
）

　
　

近
藤
暁
子
（
学
芸
員
）

（
４
）
活
動
記
録

・�

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
（
火
）　

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
豊
田
家

史
料
」
を
調
査

・�

同　

十
二
月
十
一
日
（
火
）　

永
慶
寺
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
に
お
い
て
、『
龍
華
山

御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
を
調
査

・�

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日
（
金
）　

永
慶
寺
に
お
い
て
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書

留　

一
』
を
も
と
に
、
同
書
に
記
載
さ
れ
た
什
物
の
所
在
確
認
調
査

・�

同　

三
月
八
日
（
土
）　

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
（
奈
良
市
）
に
お
い
て
、
明
治
二
十
四

年（
一
八
九
一
）生
駒
郡
役
所
「
神
社
明
細
帳
」
等
を
調
査
し
、
柳
澤
神
社
の
什
物
を
確
認

（
５
）
活
動
内
容

　

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
か
け
て
の
二
十
年
間
、
甲
斐

国
は
柳
沢
吉
保
・
吉
里
父
子
を
藩
主
と
す
る
甲
府
藩
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
吉
保
に
つ
い
て

は
、
幕
閣
と
し
て
の
活
動
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
が

（
1
（

、
こ
の
時
代
に
、
甲
府
城
と
城
下
町

の
整
備
や
検
地
の
実
施
、
新
甲
金
の
鋳
造
、
用
水
路
の
築
造
な
ど
、
近
世
甲
斐
国
の
基
盤
整

備
が
進
ん
だ
こ
と
は
、
先
行
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
既
に
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る

（
（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
吉
里
が
甲
府
か
ら
大
和
国
郡
山
（
奈
良
県

大
和
郡
山
市
）
に
転
封
と
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
柳
沢
家
の
甲
斐
国
の
統
治
を
物
語

る
資
料
も
藩
主
・
家
臣
と
と
も
に
郡
山
へ
と
移
さ
れ
た
こ
と
等
の
事
情
に
よ
っ
て
、
当
時

の
甲
斐
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
的
状
況
は
必
ず
し
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
開
催
し
た
企
画
展
「
柳
沢
吉

保
と
甲
府
城
」
展
に
際
し
て
、郡
山
に
移
封
と
な
っ
た
柳
沢
家
の
旧
家
臣
の
子
孫
に
伝
わ
っ

た
古
文
書
群
で
あ
る
「
豊
田
家
史
料
」（
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
蔵
）
や
、
吉
保
の
菩
提

寺
永
慶
寺
（
大
和
郡
山
市
）
所
蔵
の
絵
画
等
の
調
査
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
過
程
で
、
こ

れ
ま
で
学
界
に
お
い
て
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
調
査
・
研
究
を
実
施
し
、
県
内
外
の
方
々
に
そ
の
成
果
を

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
調
査
・
研
究
に
着
手
し
た
。

　

初
年
度
と
な
る
平
成
二
十
四
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
等
を

と
お
し
て
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
・
研
究
が
実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
資
料

の
調
査
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
豊
田
家
史
料
」
の
う
ち
、
幕
府
法
令
の
覚
書
や
六
代

将
軍
に
内
定
し
て
い
た
徳
川
家
宣
（
前
甲
府
藩
主
徳
川
綱
豊
）
へ
の
献
上
品
の
目
録
な
ど

を
調
査
し
た
。

　

ま
た
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
は
、
永
慶
寺
の
由
緒
と
什
物
な
ど
を
挿

図
入
り
で
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
公
益
財
団
法
人�

郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文

庫
保
存
会
（
以
下
「
柳
沢
文
庫
」
と
い
う
）
に
収
蔵
さ
れ
た
当
該
資
料
の
み
が
確
認
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
、
永
慶
寺
に
も
同
様
の
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
、

改
め
て
当
該
資
料
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

続
い
て
平
成
二
十
五
年
度
に
は
、
同
二
十
四
年
度
に
調
査
お
よ
び
写
真
撮
影
を
行
っ
た

『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』（
永
慶
寺
蔵
）
を
基
に
し
て
、
同
書
に
記
さ
れ
た

甲
府
に
お
け
る
永
慶
寺
創
建
当
時
の
仏
像
や
什
物
が
現
在
の
永
慶
寺
に
現
存
す
る
か
の
有



− （−

調査・研究の経緯と方針

無
を
確
認
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
、

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
生
駒
郡
役
所
が
作
成
し
た
『
神
社
明
細
帳
』
等
を
調
査
し
、

そ
れ
に
吉
保
・
吉
里
関
係
の
什
物
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
、
吉
保
の
没
後
三
百
年
に
あ
た
る
平
成
二
十
六
年
度
は
、「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」

展
も
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
調
査
・
研
究
成
果
を
本
報
告
書
に
ま
と
め
る
作
業

を
行
っ
た
。
こ
の
中
で
は
、特
に
吉
保
の
由
緒
や
肖
像
の
分
析
に
焦
点
を
当
て
て
対
応
し
た
。

（
６
）
総　

括

　

本
調
査
・
研
究
の
結
果
、
吉
保
の
肖
像
（
画
像
お
よ
び
彫
像
）
や
柳
沢
家
の
系
図
類
、

永
慶
寺
の
什
物
の
状
況
等
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
結
果
を
次
に
ま
と
め
る
。

　

ま
ず
、
第
一
部
「
柳
沢
吉
保
の
肖
像
に
つ
い
て
」
で
は
、
吉
保
を
像
主
と
し
た
画
像
四

幅
（
一
蓮
寺
所
蔵
本
・
常
光
寺
所
蔵
本
・
柳
沢
家
所
蔵
本
［
柳
沢
文
庫
保
管
］・
永
慶
寺
所

蔵
本
）、
お
よ
び
彫
像
二
躯
（
恵
林
寺
像
・
永
慶
寺
像
）
を
確
認
し
、
各
像
相
互
の
関
係
性

や
そ
れ
ら
が
作
成
さ
れ
た
動
機
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
、
今
回
初
め
て
詳
細
を
確
認

で
き
た
永
慶
寺
所
蔵
本
を
含
め
て
、
吉
保
像
の
作
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

次
に
、
第
二
部
「
吉
保
の
由
緒
に
つ
い
て
」
で
は
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」

（
柳
沢
文
庫
蔵
）を
は
じ
め
と
す
る
柳
沢
家
系
図
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、

吉
保
に
よ
る
恵
林
寺
（
山
梨
県
甲
州
市
）
へ
の
什
物
寄
進
を
と
お
し
た
、
武
田
信
玄
に
対

す
る
崇
拝
や
遺
制
継
承
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
結
果
、
新
規
に
大
名
家
と
し

て
成
立
し
た
柳
沢
家
を
武
田
家
の
後
継
者
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
吉
保
は
家
中
お
よ
び

幕
府
に
お
け
る
権
威
を
高
め
る
効
果
を
意
図
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
第
三
部
「
永
慶
寺
に
つ
い
て
」
で
は
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』

を
も
と
に
し
て
、
開
創
時
に
お
け
る
永
慶
寺
什
物
の
所
在
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
開
創

か
ら
郡
山
移
転
に
至
る
ま
で
の
同
寺
の
変
遷
過
程
と
移
転
の
理
由
な
ど
を
考
察
し
た
。
こ

の
結
果
、
甲
斐
国
で
の
開
創
当
時
以
来
、
永
慶
寺
に
伝
来
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
什
物

が
、
仏
事
に
よ
る
使
用
で
消
耗
し
て
し
ま
う
も
の
を
除
き
、
現
在
に
お
い
て
も
比
較
的
多

く
同
寺
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
の
結
果
、
吉
保
は
、
甲
斐
国
お
よ
び
先
祖
で
あ
る
甲
斐
源
氏
・

武
田
家
と
の
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
、
甲
府
藩
主
と
し
て
、
自
ら
が
甲
斐

国
を
統
治
す
る
正
統
性
を
示
す
た
め
の
淵
源
と
な
る
よ
う
図
っ
て
い
た
こ
と
が
、
改
め
て

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
本
調
査
・
研
究
で
は
、
吉
保
の
肖
像
や
由
緒
の
分
析
を
中
心
と
し
た
た
め
、
柳

沢
家
に
よ
る
甲
斐
国
統
治
の
状
況
、
特
に
吉
里
の
時
代
に
お
け
る
甲
斐
国
と
の
関
係
の
解

明
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
研
究
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

近
年
、
山
梨
県
内
で
も
、
発
掘
調
査
等
に
よ
る
甲
府
城
の
整
備
状
況
や
、
県
内
寺
院
が

所
蔵
す
る
吉
里
ゆ
か
り
の
建
築
物
・
工
芸
品
の
所
在
が
明
ら
か
と
な
る
な
ど
、
柳
沢
家
に

よ
る
甲
斐
国
統
治
の
足
跡
に
関
す
る
資
料
の
発
見
が
相
次
い
で
お
り
、
今
後
、
こ
れ
ら
を

含
め
た
調
査
・
研
究
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
平
成
二
十
六
年
度
は
、
吉
保
没
後
三
百

年
の
節
目
に
あ
た
り
、
吉
保
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
る
が
、
本
調
査
・
研
究
の
成

果
が
、
今
後
の
吉
保
を
対
象
と
し
た
企
画
展
や
研
究
発
表
の
中
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

　

最
後
に
、
本
調
査
・
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

註（
1
）
森
田
義
一
『
柳
沢
吉
保
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
五
年
）、
福
留
真
紀
『
徳
川
将
軍
側
近
の

研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
『
将
軍
側
近
柳
沢
吉
保
｜
い
か
に
し
て
悪
名
は
作
ら
れ

た
か
｜
』（
新
潮
新
書
、
二
〇
一
一
年
）
ほ
か
。

（
（
）『
柳
沢
吉
保
と
元
禄
文
化
』（
財
団
法
人
武
田
信
玄
公
宝
物
保
存
会
、一
九
七
五
年
）、『
甲
府
市
史
』

通
史
編
二
近
世
（
甲
府
市
役
所
、
一
九
九
二
年
）、『
山
梨
県
史
』
通
史
編
三
近
世
一
（
山
梨
県
、

二
〇
〇
六
年
）
ほ
か
。
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第一部　柳沢吉保の肖像について

第
一
章　

画
像
の
調
査
と
考
察

は
じ
め
に

　

柳
沢
吉
保
は
、
自
ら
の
姿
を
画
像
や
彫
像
と
し
て
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
た
。
山
梨
県

立
博
物
館
に
よ
る
調
査
等
を
ふ
ま
え
、
現
在
、
画
像
を
四
幅
（
一
蓮
寺
所
蔵
本
・
常
光
寺

所
蔵
本
・
柳
沢
家
所
蔵
本
［
柳
沢
文
庫
保
管
］・
永
慶
寺
所
蔵
本
、
以
下
「
一
蓮
寺
本
」「
常

光
寺
本
」「
柳
沢
家
本
」「
永
慶
寺
本
」
と
言
う
）、
ま
た
彫
像
を
二
躯
（
恵
林
寺
像
・
永
慶

寺
像
）
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
大
名
の
中
で
、

こ
れ
だ
け
の
数
の
肖
像
を
遺
し
た
人
物
は
稀
有
で
あ
る
。

　

山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
の
開
催
に
際
し
て
、
所
蔵
者
よ
り

こ
れ
ら
の
肖
像
を
出
品
い
た
だ
き
展
示
す
る
と
と
も
に
、
調
査
を
行
う
機
会
を
得
た

（
1
（

。
こ

の
結
果
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
ほ

か
、
彫
像
の
像
内
銘
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
章
で
は
、
現
存
す
る
吉
保
の
肖
像
の
う
ち
、
画
像
を
対
象
と
し
た
調
査
の
結
果
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
各
像
相
互
の
関
係
性
や
そ
れ
ら
が
作
成
さ
れ
た

動
機
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
１
）
吉
保
像
の
種
類

　

前
述
の
と
お
り
、
柳
沢
吉
保
の
画
像
は
、
一
蓮
寺
本
（
山
梨
県
甲
府
市
）・
常
光
寺
本
（
山

梨
県
韮
崎
市
）・
柳
沢
家
本
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）・
永
慶
寺
本
（
同
）
の
四
幅
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
従
来
よ
り
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
一
蓮
寺
本
・

常
光
寺
本
・
柳
沢
家
本
の
三
幅
で
あ
り
、
永
慶
寺
本
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
よ
る
調
査

の
結
果
、
初
め
て
そ
の
内
容
を
詳
し
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
画
像
で
あ
る

（
（
（

。

　

こ
う
し
た
吉
保
の
画
像
に
関
す
る
記
録
は
、
江
戸
時
代
に
遡
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
保
の

公
用
日
記
で
あ
る
『
楽
只
堂
年
録

（
（
（

』
第
百
二
十
一
巻
の
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月

二
十
六
日
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
【
資
料
１
】

　
　
　

去
秋
、
画
工
狩
野
常
信
に
吉
保
が
寿
影
三
幅
を
画
し
む
。
今
日
自
其
上
に
題
す
。

一
幅
は
束
帯
し
て
太
刀
を
帯
、
前
に
文
台
を
置
、
上
に
古
今
和
歌
集
を
載
す
。
題
し

て
い
は
く
。
尾
に
吉
保
と
羽
林
次
将
と
云
へ
る
二
印
を
用
ゆ
。

　
　
　

仙
洞
叡
覧
、
吉
保
所
詠
名
所
百
首
の
内

　
　
　
　

御
長
點
着
歌

　
　
　
　

あ
ら
し
吹
い
こ
ま
の
や
ま
の

　
　
　
　

秋
の
雲
く
も
り
み
は
れ
み

　
　
　
　

月
そ
更
行

　
　
　
　

朝
日
影
さ
ら
す
手
つ
く
り

　
　
　
　

つ
ゆ
ち
り
て
か
き
ね
に
み
た
す

　
　
　
　

玉
河
の
里

　
　
　

ま
た
一
幅
は
烏
帽
子
・
直
垂
を
着
て
小
さ
刀
を
指
、
手
に
払
子
を
持
つ
。
題
し
て

い
は
く
。
首
に
新
羅
三
郎
廿
世
後
胤
と
云
へ
る
印
。
尾
に
吉
保
と
羽
林
次
将
と
云
へ

る
二
印
を
用
ゆ
。

　
　
　

汝
是
我
我
非
汝

　
　
　

何
用
分
假
分
眞

　
　
　

腰
佩
金
剛
寶
剱

　
　
　

掃
退
野
鬼
閑
神

　
　
　
　
　
　
　

吉
保
自
題

　
　
　

ま
た
一
幅
ハ
束
帯
し
て
太
刀
を
帯
、
前
に
文
台
を
置
、
上
に
軍
令
を
載
す
。
題
し

て
い
は
く
。
印
前
に
同
し
。
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雲
籌
帷
幄

　
　
　

決
勝
千
里

　
　
　

還
笑
子
房
錯
費
工

　
　
　

韜
畧
從
来
寥
郭
裏

　
　
　
　
　
　
　

吉
保
自
題

　
　
　

文
台
に
載
た
る
詞
は
、

　
　
　

軍
令

　
　
　

法
性
院
殿
軍

　
　
　

令
弐
拾
九
箇

　
　
　

條
悉
在
家
傳

　
　
　

今
令
増
減
新

　
　
　

定
軍
令
畢
各

　
　
　

各
當
守
此
旨

　

資
料
１
に
よ
る
と
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月
、
吉
保
は
、
前
年
秋
に
狩
野
常

信
が
描
い
た
三
幅
の
自
ら
の
画
像
に
対
し
て
、
賛
を
記
し
た
。
こ
れ
ら
三
幅
の
画
像
は
、

①
束
帯
姿
で
前
方
の
文
机
に
『
古
今
和
歌
集
』
を
置
い
た
画
像
、
②
直
垂
・
烏
帽
子
姿
で

手
に
払
子
を
所
持
し
た
画
像
、
③
束
帯
姿
で
前
方
の
文
机
に
「
法
性
院
殿
」
す
な
わ
ち
武

田
信
玄
ゆ
か
り
の
「
軍
令
」
を
置
い
た
画
像
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
る
。
な
お
、

狩
野
常
信
（
寛
永
十
三
年
〜
正
徳
三
年
［
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
］）
は
、
幕
府
の
奥
絵
師

を
務
め
た
狩
野
家
の
内
、
木
挽
町
狩
野
の
当
主
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
資
料
１
に
記
述
さ
れ
た
吉
保
像
の
特
徴
に
基
づ
き
、
三
幅
の
画
像
が
、

現
存
す
る
ど
の
吉
保
像
に
該
当
す
る
の
か
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
上
記
①
が

一
蓮
寺
本
、
ま
た
②
が
柳
沢
家
本
、
③
が
常
光
寺
本
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
三
像
の
概
要
を
記
す
（
寸
法
の
単
位
は
い
ず
れ
も
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

（
4
（

）。

○
一
蓮
寺
本
（
絹
本
著
色
、
縦
一
四
〇
・
八　

横
九
二
・
八
、
山
梨
県
指
定
文
化
財
）

　
【
巻
頭
図
版
２
】

　

像
主
は
、
四
位
以
上
の
正
装
で
あ
る
黒
袍
の
束
帯
姿
で
、
右
手
に
笏
を
持
ち
、
左
腰
に

太
刀
を
佩
き
、
高
麗
縁
の
上
畳
に
坐
る
。
像
主
の
前
に
は
、
若
松
文
の
蒔
絵
が
ほ
ど
こ
さ

れ
た
黒
漆
の
文
机
が
あ
り
、
そ
の
上
に
青
表
紙
に
金
泥
で
梅
と
小
禽
が
描
か
れ
た
『
古
今

和
歌
集
』二
冊
が
置
か
れ
て
い
る
。
太
刀
に
は
花
菱
、平
緒
に
は
四
花
菱
の
柳
沢
家
の
家
紋
、

袖
口
か
ら
は
朱
の
単
が
の
ぞ
く
。

　

画
像
の
上
部
に
は
吉
保
が
詠
ん
だ
和
歌
二
首
が
自
賛
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
吉
保

が
名
所
を
詠
ん
だ
和
歌
百
首
の
う
ち
、
霊
元
上
皇
（
仙
洞
）
か
ら
秀
作
と
の
評
価
を
受
け

た
和
歌
で
あ
る

（
5
（

。

　
　

【
賛
文
】

　
　

仙
洞
叡
覧
吉
保
所
詠
名
所
百
首
之
内
／
御
長
點
之
歌

　
　

あ
ら
し
ふ
く
伊
駒
の
山
の
／
秋
の
雲　

く
も
り
み
は
れ
み
／
月
そ
ふ
け
ゆ
く

　
　

朝
日
影
さ
ら
す
て
つ
く
り
／
つ
ゆ
ち
り
て　

か
き
ね
に
み
た
す
／
玉
河
の
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
（
印
）「
吉
保
」「
羽
林
次
将
」

○
柳
沢
家
本
（
絹
本
著
色
、
縦
一
〇
六
・
七　

横
九
〇
・
三
、
大
和
郡
山
市
指
定
文
化
財
）

　

像
主
は
、
深
緑
の
狩
衣
に
烏
帽
子
を
身
に
着
け
、
右
手
に
払
子
を
持
ち
、
腰
に
刀
を
差
す
。

狩
衣
の
文
様
に
は
四
花
菱
、
払
子
の
柄
に
は
花
菱
が
使
わ
れ
て
い
る
。
像
主
の
面
貌
の
賦

彩
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
比
較
す
る
と
や
や
本
図
が
淡
く
、
ま
た
像
主
の
瞼

を
二
重
で
表
現
し
て
い
る
点
が
異
な
る
。

　
　

【
賛
文
】

　
　
（
関
防
印
）「
新
羅
三
郎
廿
世
後
胤
」
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汝
是
我
我
非
汝
／
何
用
分
假
分
眞
／
腰
佩
金
剛
寶
剱
／
掃
退
野
鬼
閑
神

　
　
　

吉
保
自
題

　
　
　
（
印
）「
吉
保
」「
羽
林
次
将
」

○
常
光
寺
本
（
絹
本
著
色
、
縦
一
四
七
・
七　

横
九
二
・
八
、
山
梨
県
指
定
文
化
財
）

　
【
巻
頭
図
版
３
｜
１
】

　

像
主
の
面
貌
・
像
容
・
衣
服
・
太
刀
・
平
緒
の
細
部
の
装
飾
は
、
一
蓮
寺
本
と
一
致
し
、

同
じ
粉
本
を
用
い
て
い
る
。
像
主
の
前
に
は
素
地
の
唐
様
の
文
台
が
置
か
れ
、「
軍
令
」
が

書
か
れ
た
文
書
一
巻
が
開
か
れ
て
い
る
。
賛
文
は
『
史
記
』
の
高
祖
本
紀
か
ら
引
用
し
た

漢
詩
で
あ
る
。

　
　

【
賛
文
】

　
　

��

（
関
防
印
）「
新
羅
三
郎
廿
世
後
胤
」

　
　

雲
籌
帷
幄
／
決
勝
千
里
／
還
笑
子
房
錯
費
工
／
韜
畧
從
来
寥
廓
裏

　
　
　

吉
保
自
題�

　
　
　
（
印
）「
吉
保
」「
羽
林
次
将
」

　
　

【
軍
令
詞
】

　
　

�

軍
令
／
法
性
院
殿
軍
／
令
二
十
九
箇
／
條
悉
在
家
傳
／
今
令
増
減
新
／
定
軍
令
畢
各

／
各
當
守
此

　

こ
の
よ
う
に
、
資
料
１
の
内
容
に
沿
っ
た
上
記
の
吉
保
像
三
幅
の
存
在
が
、
既
に
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
で
は
、
吉
保
は
冠
に
束
帯

と
い
う
朝
廷
の
正
装
を
纏
う
一
方
、
柳
沢
家
本
で
は
、
吉
保
は
烏
帽
子
に
狩
衣
と
い
う
幕

府
の
正
装
を
身
に
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
一
蓮
寺
本
で
は
、
古
今
和
歌
集
お
よ
び
霊
元
上
皇
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
吉
保
の

和
歌
が
描
写
さ
れ
、
公
家
文
化
に
造
詣
が
深
い
吉
保
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
常
光
寺
本
で
は
、「
法
性
院
殿
軍
令
二
十
九
箇
條
」
と
記
さ
れ
た
武
田
信
玄
（
法

性
院
殿
）
が
定
め
た
と
伝
わ
る
軍
勢
の
規
則
、
お
よ
び
『
史
記
』
の
一
節
が
描
写
さ
れ
、

武
家
文
化
を
継
承
し
た
吉
保
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
吉
保
像
は
、
幕
閣
の
中
心
を
担
い
つ
つ
も
朝
廷
と
の
親
交
が

深
く
、
公
武
に
渡
っ
て
影
響
力
を
発
揮
し
た
吉
保
を
象
徴
す
る
描
写
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る

（
6
（

。

（
２
）
表
具
か
ら
見
た
伝
来
の
状
況

　

と
こ
ろ
で
、
吉
保
像
の
う
ち
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
に
つ
い
て
、
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）
に
柳
沢
家
重
臣
の
薮
田
重
守
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立

次
第

（
（
（

』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
２
】

　
　

左
之
両
寺
者
御
本
国
、
其
上
御
由
緒
御
座
候
付
、

　
　

永
慶
寺
様
深
キ　

御
思
召
ニ
而　

御
画
像
御
納
置

　
　

被
遊
候
、　

�

御
束
帯
御
装
束
被
為
召
、
狩
野
養
朴
奉
御
写
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
国
時
宗

　
　

一
、
御
画
像　
　

御
一
幅　
　
　
　
　
　

一
蓮
寺

　
　
　
　
　
　

御
掛
地

　
　
　
　
　
　

長
七
尺
八
分

　
　
　
　
　
　

巾
三
尺
五
寸
三
分

　
　
　
　

御
束
帯　
　

狩
野
養
朴
法
眼
書

　
　
　
　
　
　

御
前　

御
文
台
古
今
集

　
　
（
和
歌
中
略
）
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同
国
青
木
村
禅
宗

　
　

一
、
御
画
像　
　

御
一
幅　
　
　
　
　
　

常
光
寺

　
　
　
　
　
　

御
掛
地

　
　
　
　
　
　

長
七
尺
八
分

　
　
　
　
　
　

巾
三
尺
五
寸
三
分

　
　
　
　

御
束
帯　
　

狩
野
養
朴
法
眼
書

　
　
　
　
　
　

御
前　

御
軍
令

　
　
（「
軍
令
」
中
略
）

　
　

一
、
御
表
具
上
下
白
地
雲
や
り
金
入

　
　

一
、
中
紺
地
、
若
松
、
割
菱
御
紋
金
入

　
　

一
、一
文
字
風
帯
茶
地
、
若
松
、
割
菱
金
入

　
　

一
、
御
軸
し
た
ん

　
　

一
、
御
内
箱
島
桐
き
て
う
め
ん
、
縁
金
粉
い
つ
か
け

　
　

一
、
御
金
物
赤
銅
、
紐
茶
ね
り
く
り

　
　

一
、
御
外
箱
溜
ぬ
り
、
鉄
錠
前

　
　
　

御
二
幅
共
同
御
仕
立
也

　
　

右

　
　
　

御
画
像
、
常
々
御
箱
之
儘
安
置
、
若
上
下
誰
人
ニ
よ
ら
す

　
　
　

拝
し
申
度
と
申
面
々
有
之
者
、
拝
さ
せ
可
申
旨

　
　
　

御
意
ニ
付
、
懸
両
寺
江
其
趣
申
渡
ス
、

　
　
　

然
所
御
国
替
之
節
、
柳
沢
権
大
夫
存
寄
ニ
而
有
之
哉
、

　
　
　

御
画
像
御
二
幅
共
ニ
龍
華
庵
ニ
御
納
リ
御
座
候

　

資
料
２
に
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
に
つ
い
て
、
資
料
１
と
同
様
に
描
か
れ
て

い
る
内
容
の
記
載
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
画
像
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
具
の
仕
様
が
説
明

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
本
と
も
に
、
上
下
は
白
地
に
雲
や
り
、
仲
廻
し
は
紺
地
に

若
松
割
菱
、
一
文
字
・
風
帯
に
は
茶
地
に
若
松
割
菱
、
軸
は
紫
檀
、
内
箱
は
桐
箱
で
面
取

り
し
た
角
に
金
泥
が
引
か
れ
、
金
物
は
赤
銅
、
紐
は
茶
色
、
外
箱
は
溜
塗
り
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

現
状
の
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
の
表
具
や
箱
を
実
見
す
る
と
、
両
本
と
も
に
、
上

下
は
白
地
に
雲
や
り
、
ま
た
仲
廻
し
は
紺
地
、
一
文
字
・
風
帯
は
茶
地
で
そ
れ
ぞ
れ
若
松

割
菱
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
、
図
２
、
巻
頭
図
版
３
｜
２
参
照
）。
そ
し
て
、
一

蓮
寺
本
の
内
箱
は
、
白
木
に
金
泥
で
縁
取
り
さ
れ
て
い
る
一
方
（
図
３
参
照
、
な
お
常
光

寺
本
は
内
箱
が
欠
失
）、両
本
の
外
箱
は
、朱
の
漆
塗
で
花
菱
紋
が
二
つ
描
か
れ
て
い
る
（
図

４
、
図
５
参
照
）。

図１　一蓮寺本の表具裂

図２　常光寺本の表具裂
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こ
の
よ
う
に
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
に
つ
い
て
は
、
資
料
２
の
記
述
ど
お
り
の

仕
様
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
資
料
２
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
信
憑

性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
資
料
２
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
柳
沢
家
本
に
用
い
ら
れ
た
表
具
は
、
一

蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
の
表
具
の
仕
様
と
一
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
柳
沢
家
本
を
実

見
す
る
と
、
上
下
・
仲
廻
し
・
一
文
字
・
風
帯
と
も
に
一
蓮
寺
本
・
常
光
寺
本
と
は
異
な
り
、

上
下
・
仲
廻
し
は
紺
地
お
よ
び
茶
地
と
思
わ
れ
る
裂
が
向
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

黒
漆
塗
り
の
外
箱
に
は
、
花
菱
紋
が
二
つ
配
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
柳
沢
家
本
は

一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
は
異
な
る
表
具
お
よ
び
外
箱
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
少
な
く
と
も
、
現
状
の
柳
沢
家
本
の
表
具
は
、
資
料
２
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
蓮
寺
本
・
常
光
寺
本
と
は
区
別
さ
れ
る
柳
沢
家
本
の
特
異
性
が
見
受

け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
一
方
、
平
成
二
十
二
年
度
、
翌
年
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
に
関
わ
る
資
料
調
査
の
た
め
、
筆
者
が
永
慶
寺
を

訪
問
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
に
詳
細
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
吉
保
像
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
概
要
を
以
下
に
記
す

（
8
（

。

○
永
慶
寺
本
（
絹
本
著
色
、
縦
一
一
九
・
九　

横
九
二
・
三
）【
巻
頭
図
版
１
】

　

像
主
は
、
深
緑
の
狩
衣
に
烏
帽
子
を
身
に
着
け
、
右
手
に
払
子
を
持
ち
、
腰
に
刀
を
差

し
て
い
る
。
狩
衣
の
文
様
に
は
四
花
菱
、
払
子
の
柄
に
は
花
菱
が
使
わ
れ
て
い
る
。
描
か

れ
て
い
る
内
容
は
、
柳
沢
家
本
と
一
致
し
て
お
り
、『
楽
只
堂
年
録
』
に
記
載
さ
れ
た
「
烏

帽
子
直
垂
を
着
て
小
さ
刀
を
指　

手
に
仏
子
を
と
る
」
容
姿
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
像
主

の
面
貌
の
賦
彩
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
図
の
表
具
は
、
柳
沢
家
本
と
は
異
な
り
、
仲
廻
し
に
茶
地
、
一
文
字
・
風
帯

に
紺
地
の
若
松
割
菱
文
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
６
参
照
）。
こ
の
一
方
、
箱
の

仕
様
に
つ
い
て
は
、
内
箱
は
白
木
に
金
泥
で
縁
取
り
（
図
７
参
照
）、
ま
た
外
箱
は
朱
の
漆

塗
で
花
菱
紋
が
二
つ
描
か
れ
て
お
り
（
図
８
参
照
）、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
一
致

し
て
い
る
。
内
箱
の
蓋
に
記
さ
れ
た
箱
書
に
よ
る
と
、
か
つ
て
本
図
は
黄
檗
宗
の
大
本
山

で
あ
る
萬
福
寺
（
京
都
府
宇
治
市
）
の
塔
頭
真
光
院
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　

【
賛
文
】

　
　

�

（
関
防
印
）「
新
羅
三
郎
廿
世
後
胤
」

　
　

汝
是
我
我
非
汝
／
何
用
分
假
分
眞
／
腰
佩
金
剛
寶
剱
／
掃
退
野
鬼
閑
神

　
　
　

吉
保
自
題

　
　
　
（
印
）「
吉
保
」「
羽
林
次
将
」

　
　

【
内
箱
蓋
箱
書
】

　
　

甲
斐
前
国
主
源
保
山
老
居
士
尊
像　

黄
檗
真
光
院
供
鎮

　

上
記
の
と
お
り
、
永
慶
寺
本
は
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
が
柳
沢
家
本
と
一
致
す
る
と
と

も
に
、
表
具
や
箱
か
ら
独
自
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
表
具
裂
に
注
目
す

図３　一蓮寺本の内箱

図５　常光寺本の外箱

図４　一蓮寺本の外箱
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る
と
、
永
慶
寺
本
の
仲
廻
し
に
用
い
ら
れ
て
い
る
茶
地
の
若
松
割
菱
文
は
、
一
蓮
寺
本
お

よ
び
常
光
寺
本
の
一
文
字
・
風
帯
で
使
用
さ
れ
て
い
る
裂
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
永

慶
寺
本
の
一
文
字
・
風
帯
で
用
い
ら
れ
て
い
る
紺
地
の
若
松
割
菱
文
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ

び
常
光
寺
本
の
仲
廻
し
で
使
用
さ
れ
て
い
る
裂
と
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
永
慶
寺
本
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
具
の
裂
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光

寺
本
の
表
具
の
裂
と
対
照
的
に
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
永
慶
寺
本
の
像
主
が
幕
府
の
正
装
で
あ
る
狩
衣
姿
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
蓮
寺

本
お
よ
び
常
光
寺
本
の
像
主
が
そ
れ
と
対
照
的
に
朝
廷
の
正
装
で
あ
る
束
帯
姿
で
あ
る
こ

と
と
も
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
永
慶
寺
本
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
関

連
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
同
時
に
制
作
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
、
永
慶

寺
本
は
、
資
料
１
に
記
さ
れ
て
い
る
、
元

禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
制
作
さ
れ
た

吉
保
画
像
三
幅
の
う
ち
の
一
幅
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
内
箱
の
蓋
に
記
さ
れ
て
い
る
箱

書
に
よ
る
と
、
永
慶
寺
本
は
、
永
慶
寺
が

所
持
す
る
以
前
に
、
黄
檗
宗
の
大
本
山
で

あ
る
萬
福
寺
の
塔
頭
で
あ
る
真
光
院
に
伝

来
し
て
い
た
と
い
う
。
真
光
院
は
、
吉
保

の
正
室
定
子
夫
人
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
甲

府
時
代
の
永
慶
寺
の
塔
頭
と
し
て
建
立
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

に
お
け
る
吉
保
の
子
吉
里
の
大
和
国
郡
山

移
封
に
際
し
て
、
萬
福
寺
の
も
と
に
移
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
慶
寺

本
は
、
吉
保
の
存
命
中
も
し
く
は
没
後
に
吉
保
の
菩
提
寺
で
あ
る
永
慶
寺
の
管
轄
下
に
寄
進

さ
れ
、
吉
保
を
供
養
す
る
た
め
の
寿
像
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
一
方
、
永
慶
寺
本
と
描
か
れ
て
い
る
内
容
が
一
致
し
て
い
る
柳
沢
家
本
の
伝
来
過

程
に
つ
い
て
は
、
同
本
が
柳
沢
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
吉
保

の
存
命
中
も
し
く
は
没
後
に
、
柳
沢
家
が
永
慶
寺
本
を
同
寺
に
寄
進
す
る
に
際
し
て
、
永

慶
寺
本
を
正
確
に
模
写
す
る
と
と
も
に
吉
保
の
印
を
捺
し
て
、
柳
沢
家
歴
代
が
受
け
継
ぐ

家
伝
の
画
像
と
し
て
重
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
永
慶
寺
本
お
よ
び
柳
沢
家
本
の
伝
来
過
程
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
ま
ず
、
吉
里
の
公
用

日
記
『
福
寿
堂
年
録

（
9
（

』
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
三
月
十
八
日
条
に
は
、
一
蓮
寺
本
の

伝
来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

図８　永慶寺本の外箱

図７　永慶寺本の内箱

図６　永慶寺本の表具裂
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【
資
料
３
】

　
　

永
慶
寺
殿
の
遺
命
に
よ
り
て
、
甲
州
稲
久
山
一
蓮
寺
へ
狩
野
中
務
卿
法
眼
養
朴
が
画

け
る
そ
の
影
像
の
掛
物
一
幅
并
に
念
仏
図
説
掛
物
一
幅
を
寄
附
す
。
影
像
ハ
束
帯
に

て
前
に
古
今
和
歌
集
を
図
す
。（
省
略
）

　

ま
た
、
資
料
３
の
翌
日
に
あ
た
る
同
書
の
正
徳
五
年
三
月
十
九
日
条
に
は
、
常
光
寺
本

の
伝
来
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

【
資
料
４
】

　
　

永
慶
寺
殿
の
遺
命
に
よ
り
て
、
甲
州
青
木
村
武
隆
山
一
蓮
寺
へ
狩
野
中
務
卿
法
眼
養

朴
が
画
け
る
其
影
像
の
掛
物
一
幅
、
同
筆
達
广
の
像
掛
物
一
幅
、
并
に
念
佛
図
説
掛

物
一
幅
を
寄
附
す
。（
省
略
）

　

資
料
３
お
よ
び
資
料
４
に
よ
る
と
、
吉
保
の
没
後
四
か
月
に
あ
た
る
正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）
三
月
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
が
、
吉
保
の
遺
命
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

両
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
３
に
よ
る
と
、
一
蓮
寺
に

は
本
図
と
と
も
に
念
仏
図
説
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
が
、
該
当
す
る
資
料
は
、
一
蓮
寺
に
現

存
し
な
い
。
一
方
、
資
料
４
に
よ
る
と
、
常
光
寺
に
も
本
図
と
と
も
に
狩
野
常
信
（
養
朴
）

筆
の
達
磨
図
と
念
仏
図
説
が
寄
進
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
現
在
も
同
寺
に
伝
来
し

て
い
る
。

　

一
蓮
寺
は
、
柳
沢
家
の
本
流
に
あ
た
る
一
条
家
の
先
祖
一
条
忠
頼
の
菩
提
寺
と
し
て
建

立
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、
鎌
倉
時
代
に
一
条
時
信
に
よ
っ
て
時
宗
寺
院
に
改
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
常
光
寺
は
、
時
信
の
孫
で
江
戸
時
代
の
旗
本
青
木
家
お
よ
び
柳
沢
家
の
先
祖
に
あ
た

る
青
木
常
光
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
寺
は
、
い
ず
れ
も
甲
斐

源
氏
の
一
条
家
お
よ
び
青
木
家
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
り
、
吉
保
に
と
っ
て
は
先
祖
の
菩
提

寺
に
該
当
す
る
。

　

資
料
２
に
よ
る
と
、
吉
保
は
、
画
像
を
拝
み
た
い
と
望
む
者
が
い
れ
ば
身
分
を
問
わ
ず

応
じ
る
よ
う
命
じ
て
お
り
、
甲
斐
源
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
に
お
い
て
、
人
々
に
そ
の
末
裔
で

あ
る
自
ら
の
姿
を
印
象
づ
け
る
目
的
で
、
吉
保
は
画
像
を
寄
進
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
資
料
２
に
よ
る
と
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
お
け
る
吉
里
の
大
和
国
郡
山

移
封
の
際
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
は
、
破
却
さ
れ
た
永
慶
寺
の
後
身
で
あ
る
龍
華

庵
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
資
料
２
の
編
纂
者
で
あ
る
薮
田
重
守
は
、
こ

の
措
置
を
柳
沢
家
家
老
の
柳
沢
権
大
夫
保
格
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

　

実
際
に
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
も
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

院
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
資
料
２
の
と
お
り
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
画
像
の
伝
来
に
は
、
柳
沢
保
格
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
う
か

が
わ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
画
像
が
、
本
来
的
に
は
一
体
と
し
て
伝
来
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
が
、
当
時
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
吉
保
を
描
い
た
画
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
。
こ
の
結
果
を
下

記
に
ま
と
め
る
。

〇�

『
楽
只
堂
年
録
』
第
百
二
十
一
巻
の
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
八
月
二
十
六
日
条
に
記

載
さ
れ
た
三
幅
の
吉
保
像
は
、
一
蓮
寺
本
・
常
光
寺
本
・
永
慶
寺
本
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〇�

新
た
に
詳
細
を
確
認
し
た
永
慶
寺
本
は
、
吉
保
の
存
命
中
も
し
く
は
没
後
に
吉
保
の
菩

提
寺
で
あ
る
永
慶
寺
の
管
轄
下
に
寄
進
さ
れ
、
吉
保
を
供
養
す
る
た
め
の
寿
像
と
し
て

伝
来
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇�

一
方
、
柳
沢
家
本
は
、
永
慶
寺
本
を
正
確
に
模
写
す
る
と
と
も
に
吉
保
の
印
を
捺
し
て
、
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柳
沢
家
歴
代
が
受
け
継
ぐ
家
伝
の
画
像
と
し
て
重
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

〇�
ま
た
、
一
蓮
寺
本
・
常
光
寺
本
は
、
甲
斐
源
氏
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ
る
一
蓮
寺
お
よ
び

常
光
寺
に
お
い
て
、
人
々
に
そ
の
末
裔
で
あ
る
自
ら
の
姿
を
印
象
づ
け
る
目
的
で
、
寄

進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
1
）
企
画
展
の
内
容
は
、『
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
』
展
示
図
録
（
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）『
山
梨
県
史
』
文
化
財
編
（
山
梨
県
、
一
九
九
九
年
）
六
六
号
「
絹
本
著
色　

柳
沢
吉
保
像
（
自

賛
）」
の
解
説
に
は
、
一
蓮
寺
本
お
よ
び
常
光
寺
本
と
同
様
の
画
像
が
、
柳
沢
文
庫
お
よ
び
「
宇

治
市
黄
檗
真
光
院
」
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
画
像

の
内
容
に
関
す
る
説
明
の
記
述
は
な
く
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
（
）
柳
沢
文
庫
蔵
。

（
4
）
各
像
の
概
要
は
、
註
（
1
）
展
示
図
録
の
資
料
解
説
に
拠
る
。

（
5
）
柳
沢
文
庫
が
所
蔵
す
る
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
「
和
歌
百
首　

霊
元
院
加
点
」
に
は
、

霊
元
上
皇
が
添
削
を
し
た
吉
保
の
詠
歌
百
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
巻
末
に
は「
點
二
十
六
首
、

内
長
二
」
と
あ
り
、
二
十
六
首
の
詠
歌
が
秀
作
と
さ
れ
、
特
に
二
首
が
最
も
優
れ
た
詠
歌
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
と
は
、
秋
二
十
首
の
内
「
生
駒
山
」
と
題
さ
れ
た
「
あ
ら
し
吹
い
こ
ま

の
山
の
秋
の
く
も　

く
も
り
み
は
れ
み
月
そ
更
行
」、
お
よ
び
雑
二
十
首
の
内
「
玉
河
の
里
」
と

題
さ
れ
た
「
朝
日
か
け
さ
ら
す
手
つ
く
り
露
ち
り
て　

か
き
ね
に
み
た
す
玉
河
の
里
」
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
二
重
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
註
（
5
）
の
「
和
歌
百
首　

霊
元
院
加
点
」
に
添
え
て
、
七
月
十
八
日
付
で
正
親
町
公
通
が
吉

保
に
宛
て
た
添
状
に
は
、「
事
多
勤
之
内
、
哥
道
之
儀
ヶ
程
迄
習
練
之
志
、
誠
以
奇
特
成
儀
、
殊

哥
之
躰
正
路
」
と
あ
り
、
吉
保
が
勤
務
多
忙
の
中
で
歌
道
に
習
練
し
た
志
を
、
霊
元
上
皇
が
高

く
評
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
和
歌
の
才
能
を
認
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）
永
慶
寺
蔵
。

（
8
）
註
（
1
）
展
示
図
録
の
資
料
解
説
に
拠
る
。

（
9
）
柳
沢
文
庫
蔵
。
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第
二
章　

彫
像
の
調
査
と
考
察

は
じ
め
に

　

柳
沢
吉
保
は
、
肖
像
画
の
ほ
か
、
彫
刻
に
よ
る
自
身
の
寿
像
も
遺
し
て
い
る
。
永
慶
寺

と
恵
林
寺
に
伝
来
す
る
二
躯
の
吉
保
像
、
な
ら
び
に
永
慶
寺
伝
来
の
定
子
夫
人
像
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
制
作
背
景
等
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
述
べ
た

い
。（

１
）
永
慶
寺
像
に
つ
い
て

①
像
の
概
要

ⅰ�

木
造
柳
沢
吉
保
坐
像
（
巻
頭
図
版
4
、
図
１
・
３
）

【
形　

状
】

　

四
位
以
上
の
正
装
で
あ
る
黒
袍
を
ま
と
っ
た
束
帯
姿
に
、
冠
を
被
る
。
右
手
は
全
指
を

軽
く
曲
げ
て
笏
を
持
ち
、
左
手
は
左
膝
上
に
置
い
て
、
左
足
を
外
側
に
し
て
坐
す
。
冠
、

笏
は
別
材
製
。
頭
頂
に
髷
を
結
う
。
相
貌
は
、
二
重
瞼
の
線
や
目
尻
の
皺
、
小
鼻
両
端
か

ら
口
唇
両
端
を
結
ん
で
さ
ら
に
左
右
下
方
へ
と
至
る
線
、
な
ら
び
に
顎
の
両
脇
に
線
を
彫

出
す
る
。
鼻
下
に
人
中
線
を
刻
み
、
鼻
孔
を
穿
つ
。

　

垂
纓
の
冠
を
被
り
、
装
束
は
束
帯
。
縫
腋
袍
を
ま
と
い
、
膝
上
の
畳
み
込
む
よ
う
な
表

現
は
、
袍
の
裾
に
あ
た
る
欄
の
表
現
か
。
内
側
に
単
等
を
着
し
、
首
元
や
袖
口
に
の
ぞ
か

せ
る
。
表
袴
、
大
口
袴
に
、
襪
を
履
く
。
石
帯
、
平
緒
を
つ
け
、
背
面
に
は
下
襲
の
裾
を

つ
け
る
。

【
品
質
構
造
】

　

檜
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
材
製
の
寄
木
造
で
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
表
面
彩
色
が
よ
く
残

り
底
板
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
は
首

穴
よ
り
観
察
し
た
状
況
な
ど
か
ら
、
概

略
を
記
す
。
頭
体
は
別
材
製
で
、
挿
し
首
と
す
る
。
頭
部
は
耳
半
ば
辺
り
で
一
材
を
前
後

に
割
り
放
ち
、
内
刳
り
の
上
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
体
幹
部
は
前
後
二
材
を
寄
せ
、
前
面

材
は
地
付
中
央
を
刳
り
、
左
右
を
束
状
に
彫
り
残
す
。
頚
部
内
側
周
縁
に
は
前
後
と
も
小

材
を
矧
ぎ
、
首

受
け
も
前
後
か
ら
別
材
を
寄
せ
る
。
両
肩
よ
り
先
は
、
左
右
各
臂
辺
り

ま
で
一
材
、
そ
の
外
側
に
各
一
材
を
寄
せ
、
上
下
に
割
り
放
っ
て
内
刳
り
を
施
す
か
。
前

膊
半
ば
よ
り
先
は
、
袖
先
を
含
ん
で
左
右
各
横
一
材
を
矧
ぎ
、
内
側
よ
り
補
材
を
あ
て
る
。

両
脚
部
も
横
一
材
を
寄
せ
、
像
底
に
は
底
板
を
あ
て
る
。
両
手
首
先
、
石
帯
、
平
緒
、
下

襲
の
裾
は
そ
れ
ぞ
れ
別
材
で
作
る
。

　

表
面
は
、
全
体
に
布
貼
り
を
施
し
、
白
下
地
に
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
肉
身
は
肌
色
に

仕
上
げ
、
髪
・
眉
は
地
を
薄
く
墨
で
塗
り
、
濃
墨
の
細
線
で
表
す
。
単
は
朱
に
、
朱
の
具

で
格
子
状
に
繁
菱
文
を
表
し
、
袍
は
墨
で
塗
り
、
全
体
に
模
様
（
輪
無
唐
草
か
）
を
描
く
。

表
袴
は
白
色
で
、
大
口
袴
は
朱
、
石
帯
は
墨
、
下
襲
の
裾
は
上
面
が
白
色
で
下
面
を
墨
と

す
る
。
平
緒
は
、
四
花
菱
に
唐
草
を
交
え
た
文
様
を
描
き
、
先
端
に
は
朱
や
緑
青
等
の
線

描
に
よ
っ
て
房
を
表
現
し
て
い
る
。

　

保
存
状
態
は
、
表
面
彩
色
、
右
手
首
よ
り
先
は
後
補
と
思
わ
れ
、
持
物
や
石
帯
は
後
補
、

冠
の
一
部
は
欠
失
す
る
。

【
法　

量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）】

　

像　

高　
　
　

八
四
・
〇　
　
　
　

頂
｜
顎　
　
　

二
五
・
七　
　
　

　

面　

幅　
　
　

一
五
・
一　
　
　
　

耳　

張　
　
　

一
六
・
七

　

面　

奥　
　
　

二
一
・
五　
　
　
　

胸　

奥　
　
　

三
三
・
二

　

腹　

奥　
　
　

五
一
・
八　
　
　
　

肘　

張　
　
　

七
〇
・
〇

　

膝　

張　
　
　

七
六
・
四　
　
　
　

膝　

高
（
左
）
一
八
・
七

　

裙
裾
張　
　

一
三
八
・
八　
　
　
　
　
　
　

（
右
）
一
八
・
五

ⅱ�

木
造
柳
沢
吉
保
夫
人
坐
像
（
巻
頭
図
版
5
、
図
４
）
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【
形　

状
】

　

髪
を
お
す
べ
ら
か
し
と
し
、
袿
を
重
ね
長
袴
を
着
用
し
て
坐
す
。
右
手
は
全
指
を
軽
く

曲
げ
て
檜
扇
を
持
ち
、
左
手
は
左
膝
上
で
内
側
を
向
く
形
を
と
る
。
頭
髪
は
、
頭
部
前
面

中
央
で
一
部
の
髪
を
束
ね
、
後
方
で
他
の
髪
と
共
に
垂
下
さ
せ
、
結
び
目
に
別
材
製
の
結

い
紐
を
つ
け
る
。
檜
扇
は
別
材
製
。
相
貌
は
、二
重
瞼
の
線
を
彫
出
し
、鼻
腔
に
孔
を
穿
つ
。

　

着
衣
は
、
衿
部
分
を
四
層
に
重
ね
、
袖
先
は
七
層
の
衣
が
の
ぞ
く
。

【
品
質
構
造
】

　

檜
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
材
製
の
寄
木
造
で
、
玉
眼
を
嵌
入
、
挿
し
首
と
す
る
。
頭
体
は

別
材
製
で
、
表
面
彩
色
が
よ
く
残
り
、
底
板
を
当
て
て
い
る
た
め
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

外
観
か
ら
類
推
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
頭
部
は
肩
に
か
か
る
頭
髪
部
分
ま

で
同
材
。
体
幹
部
は
前
後
二
材
か
。
両
肩
よ
り
先
、
袿
の
袖
半
ば
ま
で
含
ん
で
各
別
材
を

寄
せ
る
。
両
脚
部
は
袖
先
の
一
部
を
含
ん
で
横
一
材
を
矧
ぐ
。
袿
の
裾
は
、
左
右
お
よ
び

背
面
部
に
そ
れ
ぞ
れ
一
材
を
あ
て
る
か
。
像
底
に
は
底
板
を
あ
て
る
。

　

表
面
は
、
白
下
地
に
彩
色
仕
上
げ
。
肉
身
は
白
色
に
仕
上
げ
、
髪
は
墨
で
塗
り
、
眉
は

額
上
方
に
薄
く
表
し
、
唇
に
朱
を
施
す
。
袿
の
内
側
に
着
し
た
衣
（
小
袖
か
）
の
正
面
に

見
え
る
部
分
は
、
白
色
に
金
泥
で
描
い
た
格
子
状
の
文
様
を
地
文
と
し
、
菊
花
を
描
く
。

袿
の
一
番
外
側
の
衣
は
黒
色
の
地
に
、
金
や
白
で
描
か
れ
た
四
花
菱
文
様
に
、
緑
・
紫
・
赤
・

黄
・
青
色
で
、
大
振
り
の
唐
草
文
を
交
え
た
文
様
を
描
く
。

　

保
存
状
態
は
、
表
面
彩
色
を
後
補
と
す
る
。

【�

法　

量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）】

　

像　

高　
　
　

七
八
・
四　
　
　
　

髪
際
高　
　
　

七
一
・
五

　

頂
｜
顎　
　
　

二
五
・
二　
　
　
　

面　

長　
　
　

一
八
・
四　
　
　

　

面　

幅　
　
　

一
四
・
四　
　
　
　

耳　

張　
　
　

一
五
・
八　

　

面　

奥　
　
　

二
一
・
三　
　
　
　

胸　

奥　
　
　

三
二
・
二

　

腹　

奥　
　
　

四
〇
・
六　
　
　
　

肘　

張　
　
　

六
九
・
一

　

膝　

高
（
左
）
一
六
・
六　
　
　
　

裙
裾
張　
　

一
〇
八
・
五　

　
　
　
　

（
右
）
一
六
・
四

　
　
　

　

②
伝
来

　

両
像
と
も
に
、
永
慶
寺
内
、香
厳
殿
に
安
置
さ
れ
る
。
永
慶
寺
は
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）、

京
都
萬
福
寺
の
八
代
住
持
悦
峯
道
章
を
開
山
と
し
て
、
岩
窪
村
（
現
在
の
甲
府
市
内
）
に
、

吉
保
自
身
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
黄
檗
宗
寺
院
で
あ
る
。
享
保
九
年（
一
七
二
四
）、

柳
沢
家
の
大
和
国
郡
山
転
封
に
際
し
、
吉
保
夫
妻
の
墓
所
や
遺
品
は
永
慶
寺
か
ら
恵
林
寺

に
移
さ
れ
た
。
永
慶
寺
は
柳
沢
家
と
と
も
に
郡
山
に
移
転
、
現
在
ま
で
法
脈
を
保
っ
て
い

る
。

　

永
慶
寺
の
由
緒
を
記
し
た
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉）

に
は
、「
一
、
永
慶
寺
様　

御
廟
・
御
位
牌
・
御
木
尊
像　

甲
州
住
法
橋
常
慶
作
、
御
束
帯

御
彩
色
、
御
太
刀
御
脇
被
差
置
」、「
一
、
真
光
院
様
、
御
廟
・
御
位
牌
・
御
木
尊
像
御
彩

色　

右
同
人
作
、
御
す
め
ら
か
し
」
と
あ
る
。
永
慶
寺
様
は
吉
保
、
真
光
院
様
は
定
子
夫

人
を
指
し
、
本
像
が
甲
州
の
仏
師
、
法
橋
常
慶
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
本
寺
に
伝
来
し
た

こ
と
を
伝
え
る
。

　

同
書
に
は
ま
た
、「
御
木
尊
像
御
二
方
様
共
に
、
江
戸
表
龍
花
庵
御
安
置
、
両
御
位
牌
并

霊
樹
院
様
御
位
牌
者
郡
山
龍
花
庵
御
安
置
」
と
あ
り
、
御
木
尊
像
御
二
方
様
と
は
、
本
二

像
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
位
牌
は
郡
山
の
龍
華
庵
（
永
慶
寺
）

に
遷
さ
れ
た
も
の
の
、
夫
妻
像
は
ひ
と
ま
ず
江
戸
の
龍
華
庵
（
藩
邸
内
に
設
け
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
）
に
安
置
さ
れ
、
後
に
永
慶
寺
に
移
安
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
り
、
吉
保
像
内
、
体
幹
部
前
面
材
上
方
に
左
右
に
分
け
て
次
の

墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
像
が
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）、
吉
保
五
十
三

歳
の
姿
を
写
し
た
寿
像
で
、
そ
の
制
作
は
甲
府
在
住
の
仏
師
、
大
下
浄
慶
と
そ
の
一
門
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
前
述
の
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』
の
記
載
が
裏
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付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
吉
保
像
に
は
太
刀
（
銘
山
城
守
国
重
）、
定
子
像
に
は

鏡
が
そ
れ
ぞ
れ
付
属
し
て
い
る
。

【
墨
書
銘
】

〈
右
側
〉

　
　

寳
永
七

庚寅���
十
一
月
吉
日

〈
左
側
〉

　
　

京
七
條
大
佛
師
流
レ　

甲
陽
城
下
住
ス

　
　
　

大
佛
師
大
下
浄
慶

　
　
　
　
　
　

同　

治
郎
右
衛
門　

造
之

　
　
　
　
　
　

同　

杢
右
衛
門　

（
２
）
恵
林
寺
像
に
つ
い
て

木
造
柳
沢
吉
保
坐
像
（
巻
頭
図
版
5
、
図
２
・
５
）

①
像
の
概
要

【
形　

状
】

　

形
状
は
、
永
慶
寺
像
と
同
様
で
あ
る
。
改
め
て
記
す
と
、
束
帯
姿
で
冠
を
被
り
、
右
手

は
全
指
を
伸
ば
し
て
笏
を
持
ち
、
左
手
は
左
膝
上
に
置
い
て
、
左
足
を
外
側
に
し
て
坐
す
。

冠
、
笏
は
別
材
製
。
頭
頂
に
髷
を
結
う
。
相
貌
は
、
二
重
瞼
の
線
や
目
尻
の
皺
、
小
鼻
両

端
か
ら
口
唇
両
端
を
結
ん
で
さ
ら
に
各
左
右
下
方
へ
と
至
る
線
、
な
ら
び
に
顎
の
両
脇
に

線
を
彫
出
す
る
。
鼻
下
に
人
中
線
を
刻
み
、
鼻
孔
を
穿
つ
。

　

垂
纓
の
冠
（
纓
亡
失
）
を
被
り
、
装
束
は
束
帯
。
縫
腋
袍
を
ま
と
い
、
膝
上
の
畳
み
込

む
よ
う
な
表
現
は
、
袍
の
裾
に
あ
た
る
欄
の
表
現
か
。
内
側
に
単
等
を
着
し
、
首
元
や
袖

口
に
の
ぞ
く
。
表
袴
、
大
口
袴
に
、
襪
を
履
く
。
石
帯
、
平
緒
を
つ
け
、
背
面
に
下
襲
の

裾
を
つ
け
る
。

【
品
質
構
造
】

　

檜
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
材
製
の
寄
木
造
で
、
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
頭
体
は
別
材
製
で
、

挿
し
首
。
頭
部
は
一
材
か
ら
成
り
、面
部
を
頚
部
に
至
る
ま
で
割
り
放
ち
、内
刳
り
の
う
え
、

玉
眼
を
嵌
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
頚
部
後
方
に
一
材
を
寄
せ
る
。
表
面
彩
色

と
底
板
の
た
め
、
首

穴
よ
り
観
察
し
た
様
子
か
ら
、
概
略
を
記
す
。
体
幹
部
は
、
前
後

二
材
を
寄
せ
、
前
面
材
は
地
付
中
央
を
刳
り
、
左
右
を
束
状
に
彫
り
残
す
。
頚
部
内
側
周

縁
に
は
複
雑
に
小
材
を
寄
せ
、
首

受
け
も
前
後
各
別
材
を
寄
せ
て
つ
く
る
。
両
肩
よ
り

先
は
、
左
右
各
上
膊
半
ば
辺
り
ま
で
一
材
、
そ
の
外
側
、
両
袖
裾
先
ま
で
各
数
材
を
矧
ぐ
。

左
右
前
膊
袖
先
に
各
一
材
、
両
脚
部
は
横
一
材
を
寄
せ
る
。
像
底
に
は
底
板
を
あ
て
る
。

両
手
首
先
、
石
帯
（
欠
失
）、
平
緒
、
下
襲
の
裾
は
そ
れ
ぞ
れ
別
材
で
作
る
。

　

表
面
は
、
像
底
も
含
む
全
体
に
布
貼
り
を
施
し
、
白
下
地
に
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
肉

身
は
身
色
に
仕
上
げ
、
髪
・
眉
は
地
を
薄
く
墨
で
塗
り
、
濃
墨
の
細
線
で
表
す
。
単
は
朱

に
、
朱
の
具
で
格
子
状
の
文
様
を
施
し
、
袍
は
墨
で
塗
り
、
全
体
に
模
様
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
現
状
で
は
判
然
と
し
な
い
。
表
袴
は
白
色
で
、
大
口
袴
は
朱
、
石
帯
は
墨
、
下
襲

の
裾
は
上
面
が
墨
で
下
面
を
白
色
と
す
る
。
平
緒
は
、
四
花
菱
に
唐
草
を
交
え
た
文
様
を

描
き
、
先
端
に
は
朱
や
緑
青
等
の
線
描
に
よ
っ
て
房
を
表
現
し
て
い
る
。

　

保
存
状
態
は
、
持
物
は
後
補
。
冠
の
一
部
、
な
ら
び
に
石
帯
の
一
部
は
欠
失
す
る
。

【
法　

量
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）】

　

像　

高　
　
　

八
三
・
八　
　
　
　

頂
｜
顎　
　
　

二
五
・
七　
　
　
　
　

　

面　

幅　
　
　

一
五
・
二　
　
　
　

耳　

張　
　
　

一
六
・
九

　

面　

奥　
　
　

二
一
・
〇　
　
　
　

胸　

奥　
　
　

三
三
・
六

　

腹　

奥　
　
　

五
三
・
八　
　
　
　

肘　

張　
　
　

七
一
・
四

　

膝　

張　
　
　

七
九
・
八　
　
　
　

膝　

高
（
左
）
一
八
・
七

　

裙
裾
張　
　

一
三
九
・
一　
　
　
　
　
　
　

（
右
）
一
八
・
五
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②
伝
来

　

恵
林
寺
内
、
柳
沢
吉
保
公
廟
所
に
安
置
さ
れ
る
。
恵
林
寺
は
乾
徳
山
と
号
し
、
元
徳
二

年
（
一
三
三
〇
）、
二
階
堂
道
蘊
に
よ
り
夢
窓
疎
石
を
開
山
と
し
て
開
か
れ
た
、
臨
済
宗
寺

院
。
武
田
信
玄
の
篤
い
帰
依
を
受
け
、
そ
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）

に
織
田
信
長
に
よ
る
焼
き
討
ち
に
よ
り
灰
燼
に
帰
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
復
興
を
遂
げ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
吉
保
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
十
七
歳
で
没
す
る
と
、
甲
府
の
菩

提
寺
で
あ
る
永
慶
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
後
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
柳
沢
家
が
大
和
郡

山
に
転
封
と
な
る
に
あ
た
り
、
武
田
信
玄
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
恵
林
寺
に
改
葬
さ
れ
た
。

　

家
督
を
子
息
・
吉
里
に
譲
っ
て
後
、「
保
山
」
と
称
し
た
吉
保
が
恵
林
寺
の
東
方
和
尚
に

当
て
た
書
状
（
恵
林
寺
蔵�

柳
沢
保
山
〈
吉
保
〉
書
状
）
に
は
、
自
身
の
寿
像
を
恵
林
寺
に

奉
納
し
た
際
の
喜
び
の
思
い
が
記
さ
れ
る
が
、
文
中
に
登
場
す
る
寿
像
と
は
本
像
に
該
当

す
る
と
み
な
さ
れ
る
。（「
今
度
、
寿
像
安
置
／
本
望
之
至
候
、
／
信
玄
候
尊
像
被
遺
／
置

之
地
雖
可
恐
入
義
候
／
愚
存
有
之
故
不
顧
／
外
評
及
此
儀
候
、」）

　

な
お
、
本
像
を
安
置
し
た
堂
宇
に
つ
い
て
は
、
家
臣
薮
田
重
守
に
宛
て
た
年
不
詳
の
吉

保
書
状
（
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
蔵
「
豊
田
家
史
料
」�

四
〇
四
三
号
文
書
）
に
よ
れ
ば
、

永
慶
寺
の
吉
保
夫
妻
像
安
置
堂
宇
を
模
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（「
先
年
恵
林

寺
江
我
等
寿
像
一
躰
安
置
可
致
と
拵
置
候
、
先
達
而
恵
林
寺
ニ
置
所
も
出
来
有
之
候
、（
中

略
）
上
壇
之
寸
法
等
者
永
慶
寺
之
通
致
候
得
者
能
候
」）

　

こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
り
、
像
内
体
幹
部
前
面
材
上
方
に
、
左
右
に
分
け
て
次
の
墨
書

銘
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
像
が
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）、
吉
保
五
十
三
歳
の

姿
を
写
し
た
寿
像
で
あ
り
、
そ
の
制
作
は
甲
府
在
住
の
仏
師
、
大
下
浄
慶
と
そ
の
一
門
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
像
に
は
太
刀
（
銘
山
城
守
国
重
）

が
付
属
す
る
。

【
墨
書
銘
】

〈
右
側
〉

　
　

寳
永
七

庚寅　

十
一
月
大
吉
日

〈
左
側
〉

　
　

京
七
條
大
佛
師
流
レ

　
　

甲
陽
城
下
住
ス
大
下
浄
慶

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

治
郎
右
衛
門　

造
之

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

杢
右
衛
門　
　
　

（
3
）
制
作
背
景
に
つ
い
て

　

以
上
、
永
慶
寺
所
蔵
の
吉
保
夫
妻
像
、
恵
林
寺
所
蔵
の
吉
保
像
に
つ
い
て
、
概
要
を
述

べ
て
き
た
。
次
に
両
吉
保
像
に
つ
い
て
、
制
作
背
景
と
、
制
作
か
ら
奉
納
に
至
る
一
連
の

行
為
か
ら
察
せ
ら
れ
る
吉
保
自
身
の
意
図
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
述
べ
る
。

　

吉
保
像
二
躯
は
、
像
内
墨
書
に
よ
り
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
十
一
月
吉
保
五
十
三

歳
の
折
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
宝
永
七
年
は
永
慶
寺
落
慶
の
年
で
あ

り
、
八
月
十
日
に
悦
峯
道
章
に
よ
り
開
堂
の
儀
式
が
挙
行
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
の
、
同
一
の
仏
師
に
よ
る
制
作
で
あ
る
た
め
、
像
容
・

構
造
は
も
と
よ
り
、
法
量
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
等
し
い
の
も
、
自
然
な
こ
と
と
言
え
る
。

　
『
楽
只
堂
年
録
』
第
百
二
十
一
巻
に
は
、
吉
保
が
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
四
十
五
歳

の
時
に
、
幕
府
の
奥
絵
師
狩
野
常
信
に
三
幅
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
一
幅
は
甲
府
市
一
蓮
寺
、
も
う
一
幅
は
韮
崎
市
常
光
寺
に
伝
来
す
る
。

い
ず
れ
も
黒
袍
の
束
帯
姿
に
冠
を
被
り
、
右
手
に
笏
を
持
ち
、
左
腰
に
太
刀
を
佩
い
て
上

畳
に
坐
す
姿
で
、
平
緒
の
細
部
の
装
飾
に
至
る
ま
で
共
通
す
る
た
め
、
同
一
の
粉
本
を
元
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に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彫
像
に
お
い
て
も
、
太
刀
を
本
体
と
別
に
誂

え
た
た
め
に
左
手
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
足
の
組
み
方
が
左
右
逆
で
あ
る
こ
と
を
除
け

ば
、
服
装
や
細
部
の
彩
色
ま
で
こ
れ
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
特
に
平
緒
の
部
分
に
描
か
れ
る

四
花
菱
の
様
子
ま
で
共
通
し
て
お
り
、
彩
色
が
後
補
で
あ
る
可
能
性
を
踏
ま
え
て
も
、
そ

の
共
通
性
は
留
意
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
ん
じ
て
描
か
れ
た
肖
像
画
が
、
彫
像
の
制

作
に
お
い
て
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
と
言
え
よ
う
。

　

本
二
像
の
作
者
で
あ
る
大
下
浄
慶
は
、
甲
府
八
日
町
に
居
住
し
た
仏
師
で
、
代
々
そ
の

名
は
継
承
さ
れ
、
現
在
で
も
そ
の
名
を
記
し
た
作
例
は
、
県
下
に
多
く
確
認
さ
れ
る
。『
甲

斐
国
志
』
巻
一
〇
一
に
は
、
恵
林
寺
所
蔵
不
動
明
王
像
（
武
田
不
動
尊
）
の
作
者
で
あ
る
、

七
条
西
仏
所
系
統
の
仏
師
、
康
清
の
孫
と
し
て
、
浄
慶
の
名
が
登
場
す
る
。
以
来
仏
師
職

は
継
承
さ
れ
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
に
は
、
吉
保
の
命
に
よ
り
、
夫
婦
の
肖
像

を
息
子
で
あ
る
次
郎
右
衛
門
と
と
も
に
制
作
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

そ
の
時
期
は
永
慶
寺
落
慶
の
時
に
あ
た
る
。
安
置
す
べ
き
堂
舎
の
完
成
を
ま
っ
て
寿
像
の

制
作
は
開
始
さ
れ
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
後
の
十
一
月
に
完
成
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う

か
。
ま
た
、
そ
の
翌
年
三
月
に
は
、
浄
慶
は
法
橋
位
に
叙
さ
れ
た
と
い
う
。

　

吉
保
が
、
自
ら
の
出
自
で
あ
る
甲
斐
源
氏
や
、
同
じ
く
甲
斐
源
氏
の
後
裔
で
あ
る
武
田

信
玄
に
仕
え
た
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
肖
像
画
を
、

甲
斐
源
氏
の
一
族
で
あ
る
一
条
家
が
開
い
た
一
蓮
寺
や
、
甲
斐
守
護
一
条
時
信
の
後
裔
で

あ
り
、
柳
沢
家
の
先
祖
に
あ
た
る
青
木
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
常
光
寺
に
奉
納
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
二
像
の
制
作
を
、
武
田
不
動
尊
の
作
者
所
縁
の
浄
慶
に

依
頼
し
た
の
も
、
信
玄
に
対
す
る
強
い
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
吉
保
が
肖
像
画
を
依
頼
し
た
奥
絵
師
で
あ
る
狩
野
常
信
は
、
当
時
狩
野
派
の
実

力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
方
彫
像
は
、
当
時
の
造
像
活
動
に
お
い
て
隆
盛
を
誇
っ
た
七

条
仏
所
の
流
派
に
連
な
る
も
の
と
は
い
え
、
甲
府
在
住
の
浄
慶
に
制
作
を
依
頼
し
て
い
る
。

前
述
の
、
吉
保
が
恵
林
寺
の
東
方
和
尚
に
寿
像
の
奉
納
を
伝
え
た
書
状
に
は
、「
武
田
信
玄

の
尊
像
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
恵
林
寺
に
自
身
の
寿
像
を
奉
納
す
る
喜
び
が
記
さ
れ
る
が
、

「
武
田
信
玄
の
尊
像
」
と
は
す
な
わ
ち
、
信
玄
が
自
ら
の
姿
を
写
し
て
制
作
さ
せ
た
と
い
う

伝
承
を
も
つ
「
武
田
不
動
尊
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
武
田
信
玄
が
「
寿
像
」

を
奉
納
し
た
の
と
同
様
、
自
身
の
寿
像
を
恵
林
寺
に
奉
納
す
る
に
あ
た
り
、
武
田
不
動
尊

を
制
作
し
た
康
清
に
連
な
る
浄
慶
に
制
作
を
依
頼
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
吉
保
に
と
っ
て
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
吉
保
に
と
っ
て
、
本
二
像
は
制
作
そ
の
も
の
に
加
え
、
制
作
す
る
と
い
う

行
為
自
体
が
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
像
の
背
景
に
は
、
吉

保
自
身
の
出
自
へ
の
強
い
自
負
と
、
武
田
信
玄
に
対
す
る
深
い
意
識
、
さ
ら
に
は
自
ら
を

武
田
信
玄
に
擬
す
る
と
い
う
思
い
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
方
和
尚
に
あ

て
た
書
状
の
内
容
を
考
え
れ
ば
、
甲
州
に
お
け
る
自
身
の
政
治
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
高
揚
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
吉
保
の
信
玄
に
対
す
る
憧
憬
が
、
そ
の
背
後
に
垣
間
見
え
る
思
い

が
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
永
慶
寺
の
吉
保
夫
妻
像
、
な
ら
び
に
恵
林
寺
の
吉
保
像
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹

介
し
、
特
に
二
躯
の
吉
保
像
に
つ
い
て
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
本
二
像
は
、
墨

書
銘
を
有
す
る
江
戸
時
代
肖
像
彫
刻
の
基
準
作
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
制
作

が
、
武
田
信
玄
が
自
身
の
姿
を
写
し
た
と
さ
れ
る
不
動
尊
の
制
作
を
依
頼
し
た
仏
師
康
清

ゆ
か
り
の
甲
州
在
住
の
仏
師
浄
慶
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
身
の
菩
提
寺
で
あ
る
永

慶
寺
に
加
え
、
信
玄
の
菩
提
寺
で
あ
る
恵
林
寺
に
も
自
ら
の
寿
像
を
奉
納
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
吉
保
自
身
の
出
自
に
対
す
る
強
い
意
識
と
、
武
田
信
玄
へ
の
深
い
思
い
が
、
像
に

込
め
ら
れ
て
い
る
様
子
が
察
せ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
像
の
概
略
と
、
若
干
の
制
作
背
景

に
つ
い
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
制
作
者
や
、
当
時
の
武
家
の
肖
像
が
有
す
る
機
能
や
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図１  永慶寺吉保像　墨書銘

図２  恵林寺吉保像　墨書銘

役
割
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ら
に
考
察
す
べ
き
多
く
の
課
題
へ
の
布
石
と
し
て
、
今
後
の
研

究
の
進
展
を
期
し
た
い
。

【
主
要
参
考
文
献
】

（
１
）
田
邉
三
郎
助
『
江
戸
時
代
の
彫
刻
』（
日
本
の
美
術
№

�

506
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）�

（
２
）『
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
』
展
示
図
録
（
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）

（
３
）『
祈
り
の
よ
こ
が
お
｜
南
ア
ル
プ
ス
市
内
仏
像
等
悉
皆
調
査
報
告
書
｜
』（
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育

委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）

（
４
）『
没
後
三
〇
〇
年
記
念　

柳
沢
吉
保
と
そ
の
時
代
｜
柳
沢
文
庫
伝
来
の
品
々
を
中
心
に
｜
』
展
示

図
録
（
川
越
市
・
公
益
財
団
法
人�

郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
、
二
〇
一
四
年
）
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第一部　柳沢吉保の肖像について

図３  永慶寺　柳沢吉保坐像
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第二章　彫像の調査と考察

図４　永慶寺　柳沢吉保夫人坐像
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第一部　柳沢吉保の肖像について

図５　恵林寺　柳沢吉保坐像
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第二部　柳沢吉保の由緒について

第
三
章　

柳
沢
家
系
図
の
調
査
と
考
察

は
じ
め
に

　

柳
沢
家
は
、
武
田
家
の
一
流
で
あ
る
一
条
家
の
末
裔
を
称
し
、
戦
国
時
代
に
は
、
信
濃

国
と
接
す
る
甲
斐
国
北
西
部
の
土
豪
集
団
で
あ
る
武
川
衆
の
一
員
と
し
て
武
田
家
に
従
属

し
て
い
た

（
1
（

。
武
田
家
滅
亡
後
、
柳
沢
信
俊
が
徳
川
家
康
に
出
仕
し
、
近
世
初
頭
に
は
将
軍

家
旗
本
や
徳
川
忠
長
の
家
臣
と
な
っ
た
。

　

柳
沢
家
を
大
名
家
と
し
て
台
頭
さ
せ
た
の
が
、
信
俊
の
孫
に
あ
た
る
吉
保
で
あ
る
。
吉

保
は
将
軍
徳
川
綱
吉
の
側
近
と
し
て
幕
政
の
中
核
を
担
い
、
や
が
て
幕
府
大
老
格
、
武
蔵

国
川
越
藩
七
万
石
の
大
名
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）、
綱
吉
の
甥
で
あ

る
甲
府
藩
主
徳
川
綱
豊
の
将
軍
家
世
継
決
定
と
と
も
に
甲
府
城
を
与
え
ら
れ
、
先
祖
の
出

身
地
で
あ
る
甲
斐
国
山
梨
郡
・
八
代
郡
・
巨
摩
郡
十
五
万
石
を
統
治
し
た
。
そ
の
後
、
吉

保
の
子
息
吉
里
が
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
大
和
国
郡
山
に
転
封
と
な
り
、
以
後
幕
末
・

明
治
維
新
に
至
る
ま
で
大
名
家
と
し
て
存
続
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
名
家
と
し
て
の
柳
沢
家
の
始
祖
で
あ
る
吉
保
は
、
幕
府
内
部
に
お
け
る

自
ら
の
権
威
を
高
め
る
た
め
、
武
田
晴
信
（
信
玄
）
の
次
男
龍
芳
の
子
孫
を
高
家
武
田
家

と
し
て
復
活
さ
せ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
、
吉
保
や
吉
里
が
武
田
信
玄
を
崇

拝
し
た
事
例
を
確
認
で
き
る
ほ
か

（
（
（

、
柳
沢
家
が
家
中
制
度
の
淵
源
を
武
田
家
の
諸
制
度
に

求
め
て
い
た
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
4
（

。

　

す
な
わ
ち
、
吉
保
は
、
柳
沢
家
が
近
世
大
名
家
と
し
て
の
権
威
を
維
持
す
る
た
め
に
、

自
分
の
先
祖
が
仕
え
た
武
田
家
の
由
緒
を
利
用
し
た
様
子
が
わ
か
る
。
武
田
家
は
、
中
世

甲
斐
国
の
政
治
、
軍
事
、
文
化
の
主
な
担
い
手
と
な
り
、
戦
国
大
名
と
し
て
勢
力
を
拡
大

し
た
末
に
滅
亡
し
た
。
そ
の
系
譜
は
、
戦
国
時
代
ま
で
に
成
立
し
同
家
に
伝
来
し
た
で
あ

ろ
う
系
図
が
武
田
勝
頼
の
滅
亡
と
と
も
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
戦
国
時
代
末
期
か

ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
系
図
を
も
と
に
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
系

図
の
編
纂
に
は
、
武
田
家
の
後
継
者
を
称
し
た
一
族
の
穴
山
家
や
旗
本
川
窪
家
が
関
わ
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
武
田
家
系
図
に
は
、
武
田
家
に
つ
な

が
る
こ
と
を
強
調
し
た
、
彼
ら
の
由
緒
が
反
映
さ
れ
て
い
る

（
5
（

。

　

そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
柳
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
柳
沢
家
伝
来
の
系
図
な
ど
を
調

査
・
分
析
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
柳
沢
家
が
自
ら
の
由
緒
を
ど
の
よ
う
に
武
田
家
か
ら

引
き
継
ぎ
、
語
り
継
い
だ
の
か
を
考
察
す
る
。

（
１
）
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
柳
沢
家
系
図

　

近
世
に
作
成
さ
れ
た
柳
沢
家
系
図
の
中
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
系
図
は
、
幕
府
が
各
大

名
家
・
旗
本
家
か
ら
系
図
を
提
出
さ
せ
て
編
纂
し
た
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』（
寛
永
二
十
年

［
一
六
四
三
］
成
立
、
以
下
『
寛
永
譜
』
と
い
う

（
6
（

）
お
よ
び
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
文
化

九
年
［
一
八
一
二
］
成
立
、
以
下
『
寛
政
譜
』
と
い
う

（
（
（

）
所
収
の
柳
沢
家
系
図
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
図
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

①
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
所
収　

柳
沢
家
系
図
【
図
１
】

　
『
寛
永
譜
』
所
収
の
柳
沢
家
系
図
に
は
、
冒
頭
に
記
さ
れ
た
系
譜
に
「
初
ハ
青
木
を
姓
と

す
。
信
俊
が
代
に
い
た
り
て
、
柳
沢
と
称
号
す
。」
と
あ
り
、
同
家
が
も
と
も
と
青
木
を
名

字
と
し
て
い
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
武
田
信
縄
・
信
虎
に
仕
え
た
と
い
う
信
定
（
青
木
尾
張
守
）
を
初
代
と
し
、

以
後
四
代
に
わ
た
る
系
図
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
信
定
の
孫
信
俊
が
、
天
正

八
年
（
一
五
八
〇
）
に
上
野
国
膳
の
城
（
群
馬
県
）
に
お
け
る
合
戦
の
戦
功
に
よ
り
、
武

田
勝
頼
か
ら
柳
沢
家
の
跡
識
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

信
俊
は
武
田
家
滅
亡
後
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
徳
川
家
康
に
出
仕
し
て
本
領
を

安
堵
さ
れ
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
は
、
家
康
の
関
東
地
方
移
封
に
同
行
し
て
武
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蔵
国
鉢
形
（
埼
玉
県
）
に
所
領
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

の
関
ヶ
原
合
戦
の
際
に
は
、
徳
川
秀
忠
の
軍
勢
に
属
し
て
上
田
城
（
長
野
県
）
の
真
田
昌

幸
攻
撃
に
加
わ
り
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
没
し
た
と
い
う
。

　

信
俊
の
子
息
信
文
は
、
慶
長
十
八
年
に
秀
忠
に
出
仕
し
、
翌
年
父
信
俊
の
死
去
に
よ
り

遺
領
を
相
続
し
て
い
る
。
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
は
駿
府
藩
主
徳
川
忠
長
の
家
臣
と

な
っ
た
が
、忠
長
が
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
改
易
さ
れ
た
後
、寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

に
将
軍
徳
川
家
光
に
出
仕
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
信
文
の
弟
信
時
は
、
父
信
俊
の
死
去
に
よ
り
父
の
遺
領
を
継
い
だ
兄
信
文
の
所
領

を
継
承
し
た
が
、元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
徳
川
忠
長
に
属
し
、寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）

に
家
光
に
出
仕
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
寛
永
譜
』
所
収
の
柳
沢
家
系
図
は
、
同
家
が
青
木
家
か
ら
派
生
し
た
立

場
を
と
っ
て
い
る
。『
寛
永
譜
』
の
「
清
和
源
氏
義
光
流
武
田
流
」
の
項
目
に
は
、
青
木
家

系
図
が
三
系
統
に
分
か
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る

（
8
（

が
、
い
ず
れ
の
青
木
家
系
図
に
も
青
木
尾

張
守
を
称
し
た
と
い
う
信
定
に
該
当
す
る
人
物
の
記
載
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
寛
永
譜
』

に
お
い
て
信
定
以
前
に
遡
る
柳
沢
家
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

②
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
所
収　

柳
沢
家
系
図
【
図
２
】

　

続
い
て
『
寛
政
譜
』
所
収
の
柳
沢
家
系
図
に
つ
い
て
概
説
す
る
。『
寛
政
譜
』
の
柳
沢
家

系
図
冒
頭
の
略
伝
に
は
、「
寛
永
系
図
に
の
す
る
と
こ
ろ
は
、
兵
部
丞
信
俊
が
実
家
の
系
な

る
に
よ
り
、
い
ま
同
家
松
平
甲
斐
守
保
光
が
呈
譜
等
を
参
考
し
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
補

ふ
。」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
寛
永
譜
』
が
信
俊
の
実
家
で
あ
る
青
木
家
か
ら
派
生
し
た

立
場
で
柳
沢
家
系
図
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
、
柳
沢
家
自
身
の
系
図
を
記
載

す
る
立
場
で
再
度
編
纂
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

実
際
、『
寛
政
譜
』
の
柳
沢
家
系
図
は
、
青
木
尾
張
守
安
遠
の
二
男
で
巨
摩
郡
柳
沢
村

（
山
梨
県
北
杜
市
）
に
居
住
し
柳
沢
を
称
し
た
信
興
を
初
代
と
し
、
信
俊
ま
で
五
代
を
記

載
し
て
い
る
。
信
俊
の
父
と
さ
れ
て
い
る
信
兼
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）、
膳
の
城

に
お
け
る
合
戦
で
軍
令
に
背
き
、
勝
頼
か
ら
叱
責
を
う
け
自
害
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
信

俊
の
兄
と
さ
れ
る
信
久
は
、
信
兼
没
後
に
駿
河
国
に
逃
れ
穴
山
信
君
に
仕
え
、
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）、
信
君
と
と
も
に
山
城
国
宇
治
田
原
（
京
都
府
）
で
討
死
し
た
と
い
う
。

　

信
俊
に
つ
い
て
は
初
名
を
長
俊
と
し
、
青
木
尾
張
守
信
立
の
三
男
と
す
る
注
記
が
あ
る
。

な
お
信
立
は
、『
寛
永
譜
』
の
青
木
家
系
図

（
9
（

の
信
親
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

信
俊
は
武
田
信
玄
・
勝
頼
に
仕
え
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）、
駿
河
国
花
沢
城
（
静
岡

県
）
に
お
け
る
合
戦
に
て
討
死
し
た
実
兄
の
横
手
監
物
信
国
の
名
跡
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
天

正
八
年
の
膳
の
城
に
お
け
る
合
戦
の
功
績
で
、
柳
沢
信
兼
の
跡
職
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　

続
い
て
、
信
俊
の
子
息
で
あ
る
安
吉
（
初
名
信
文
）、
安
忠
（
初
名
信
時
）
ほ
か
を
あ
げ
、

安
吉
の
子
孫
で
あ
る
旗
本
柳
沢
家
の
系
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
項
目
を
分
け
て

安
忠
・
吉
保
・
吉
里
・
信
鴻
・
保
光
・
保
民
と
続
く
大
名
家
と
な
っ
た
柳
沢
家
（
正
式
に

は
松
平
を
呼
称
）
の
系
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
柳
沢
家
初
代
と
さ
れ
る
信
興
は
、
図
３
の
よ
う
に
『
寛
政
譜
』
所
収
の
青

木
家
系
図

（
（1
（

に
安
遠
の
子
、
義
虎
（
青
木
与
右
衛
門
信
孝
の
先
祖
）
の
弟
と
し
て
記
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
先
祖
は
武
田
甲
斐
守
時
信
の
六
男
と
い
う
時
光
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
時

信
は
鎌
倉
時
代
初
期
の
武
田
家
惣
領
で
あ
る
武
田
信
光
の
曽
孫
に
あ
た
り
、
一
条
の
名
字

を
称
し
た
武
田
家
の
一
族
で
あ
る
。

　

ま
た
信
俊
も
、図
３
の
よ
う
に『
寛
政
譜
』所
収
の
青
木
家
系
図

（
（（
（

に
信
親(

信
立
、与
兵
衛
、

尾
張
守)

の
子
と
し
て
記
載
さ
れ
、
曽
祖
父
は
信
興
の
兄
義
虎
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

信
親
は
先
述
し
た
よ
う
に
『
寛
永
譜
』
所
収
の
青
木
家
系
図

（
（1
（

に
記
載
が
あ
り
、父
信
種
（『
寛

政
譜
』
で
は
信
俊
の
祖
父
）
の
代
か
ら
系
図
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
寛
政
譜
』
所
収
の
柳
沢
家
系
図
は
、
信
興
と
信
俊
に
よ
っ
て
二
重
に

青
木
家
系
図
と
結
び
つ
き
、
そ
の
系
譜
を
武
田
家
の
一
族
で
あ
る
一
条
時
信
に
遡
ら
せ
る

立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
柳
沢
家
系
図
が
青
木
家
系
図
と
結
び
つ
か
ず
、
信
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俊
の
祖
父
信
定
の
代
よ
り
以
前
の
系
譜
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
『
寛
永
譜
』
所
収
の
柳
沢

家
系
図
と
対
照
的
な
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
た
『
寛
政
譜
』
所
収
の
柳
沢
家
系
図
は
、
先
述
し
た
冒
頭
の

系
譜
に
「
松
平
甲
斐
守
保
光
が
呈
譜
等
を
参
考
し
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
を
補
ふ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
大
名
家
と
な
っ
た
吉
保
の
子
孫
に
伝
わ
る
系
図
を
も
と
に
し
て
作
成
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
柳
沢
家
に
伝
来
し
た
系
図
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
、
項
を
改

め
て
考
察
す
る
。

（
２
）
柳
沢
文
庫
収
蔵
の
柳
沢
家
系
図

　

柳
沢
文
庫
に
は
、
郡
山
藩
主
柳
沢
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
が
一
括
し
て
収
蔵
さ
れ
て

お
り
、
複
数
の
柳
沢
家
系
図
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
に
は
年
記
が
な

く
、
編
纂
さ
れ
た
時
期
の
特
定
が
困
難
で
あ
り
、
未
だ
具
体
的
な
分
析
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
柳
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
二
点
の
系
図

を
と
お
し
て
、
柳
沢
家
に
伝
来
し
た
同
家
の
系
図
を
考
察
し
、
そ
の
編
纂
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
。

③
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図

（
（1
（

」【
図
４
】

　
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
は
巻
子
本
一
巻
か
ら
な
り
、
代
が
下
る
に
つ
れ
て

左
か
ら
右
に
名
前
を
書
き
連
ね
る
横
系
図
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
寸
法
は
、
縦
三
四
・
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
四
五
四
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
記
載
内
容
は
、
巻
頭
の

標
題
に
続
き
「
家
紋　

菱
」
と
あ
り
、
武
田
家
が
用
い
た
花
菱
の
家
紋
の
由
緒
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
清
和
天
皇
か
ら
柳
沢
吉
保
に
至
る
系
図
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
系
図
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ａ
清
和
天
皇
か
ら
貞
純
親
王
・
経
基
王
・
満
仲
・
頼
信
・
頼
義
・
義
光
・
義
清
を
経
て

清
光
に
至
る
系
図
。
歴
代
の
兄
弟
の
子
孫
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

ｂ
清
光
の
子
信
義
か
ら
信
光
・
信
政
・
信
時
・
時
綱
・
信
宗
を
経
て
信
武
に
至
る
鎌
倉

時
代
の
武
田
家
の
系
図
。
歴
代
の
兄
弟
の
子
孫
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
信
義

の
兄
弟
で
あ
る
光
長
・
遠
光
・
義
定
ほ
か
の
子
孫
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
二
代

ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ｃ
信
武
の
子
信
成
か
ら
信
春
・
信
満
・
信
重
・
信
守
・
信
昌
・
信
縄
・
信
虎
・
晴
信
・

勝
頼
を
経
て
信
勝
に
至
る
室
町
時
代
の
甲
斐
国
守
護
武
田
家
の
系
図
。
歴
代
の
兄
弟

の
子
孫
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ｄ
信
武
の
子
信
明
に
始
ま
る
大
井
家
の
系
図
。

ｅ
信
武
の
子
氏
信
に
始
ま
る
室
町
時
代
の
安
芸
国
分
郡
守
護
・
若
狭
国
守
護
武
田
家
の

系
図
。

ｆ
信
武
の
子
公
信
の
子
孫
の
系
図
。

ｇ
信
武
の
子
義
武
。

ｈ
信
光
の
子
信
長
か
ら
信
経
・
時
信
・
義
行
・
頼
行
を
経
て
隆
信
に
至
る
一
条
家
の
系
図
。

歴
代
の
兄
弟
は
原
則
と
し
て
二
代
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ｉ
時
信
の
子
義
行
・
白
須
・
慶
良
吉
・
牧
原
・
貞
連
・
時
光
・
信
方
・
鳥
原
・
両
境
。

ｊ
時
信
の
子
信
方
の
子
孫
の
系
図
。

ｋ
時
信
の
子
時
光
か
ら
常
光
・
信
連
・
貞
義
・
義
遠
・
安
遠
・
義
虎
・
信
定
・
信
立
・
信
時
・

信
安
・
信
就
・
信
幸
を
経
て
信
久
に
至
る
青
木
家
の
系
図
。
歴
代
の
兄
弟
は
原
則
と

し
て
二
代
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ｌ
安
遠
の
子
信
興
に
始
ま
る
柳
沢
家
の
系
図
。

ｍ
信
立
の
子
信
俊
か
ら
安
忠
を
経
て
吉
保
に
至
る
柳
沢
家
の
系
図
。

　

上
記
の
よ
う
な
構
成
の
系
図
の
う
ち
、
吉
保
の
直
系
の
先
祖
に
は
名
前
の
上
に
∴
と
い

う
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
系
図
は
吉
保
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
意
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図
か
ら
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
系
図
の
成
立
時
期
は
、
末
葉
に
記
載
さ
れ

て
い
る
吉
保
の
事
績
の
注
釈
が
な
く
、
父
安
忠
の
養
子
信
花
の
妻
と
な
っ
た
吉
保
の
姉
の

没
年
が
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
上
限
は

元
禄
十
三
年
、
下
限
は
吉
保
が
家
督
を
吉
里
に
継
承
し
た
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
間

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
吉
保
は
正
徳
四
年
［
一
七
一
四
］
に
死
去
）。

　

特
に
、
標
題
に
あ
る
「
甲
斐
国
主
」
に
注
目
す
る
と
、
本
系
図
の
編
纂
目
的
の
一
つ
と

し
て
、
柳
沢
家
に
よ
る
甲
斐
国
山
梨
郡
・
八
代
郡
・
巨
摩
郡
の
統
治
を
系
譜
上
か
ら
正
統

化
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
本
系
図
の
編
纂
時
期
は
、
柳
沢
家
が
甲
斐
国
三
郡

を
統
治
し
た
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
以
降
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
柳
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
系
図
の
う
ち
「
当
家
系
譜

（
（1
（

」
は
、
縦
帳
一
冊
か

ら
成
る
が
、
内
題
に
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

花
菱
紋
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
吉
保
の
下
に
「
万
万
歳
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
以
外
は
、
本
系
図
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
系
図
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
当

家
系
譜
」
は
本
系
図
を
筆
写
し
て
編
集
し
た
系
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
の
記
載
内
容
を
他
の
武
田
家
系
図
と

比
較
す
る
と
表
１
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
、
上
記
の
ａ
か
ら
ｍ
の
分
類
ご
と
に
次
の
よ
う

な
点
が
確
認
さ
れ
る
。

　
［
1
］�ａ
、
ｂ
、
ｈ
…
『
尊
卑
分
脈
』
に
所
収
さ
れ
た
清
和
源
氏
の
系
図
の
う
ち
、「
清
和

天
皇
孫
経
基
王
子
満
政
・
満
季
・
満
快
流
」
お
よ
び
「
義
家
長
子
義
親
并
二
男
義

国
流
」、「
頼
義
次
男
賀
茂
二
郎
義
綱
・
三
郎
義
光
流
」
に
類
似
し
た
系
図
。
但
し
、

武
田
信
光
の
子
の
世
代
、
同
信
時
の
子
の
世
代
に
は
、「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
［
（
］�ｃ
、
ｄ
、
ｅ
、
ｆ
、
ｇ
、
ｉ
、
ｊ
…
「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
を
基
本
に
し
て
、

高
家
武
田
家
の
歴
代
を
追
加
し
た
系
図
。

　
［
（
］�ｋ
、
ｌ
、
ｍ
…
近
世
初
頭
ま
で
に
成
立
し
た
他
の
系
図
と
の
類
似
点
を
確
認
で
き

な
い
。

　　

こ
の
よ
う
に
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
は
、
清
和
天
皇
か
ら
鎌
倉
時
代
末

期
・
南
北
朝
時
代
の
武
田
信
武
に
至
る
武
田
家
系
図
や
同
家
の
一
族
で
あ
る
一
条
家
系
図

を
、
基
本
的
に
『
尊
卑
分
脈
』
所
収
の
系
図
か
ら
引
用
し
て
い
る

（
（1
（

。『
尊
卑
分
脈
』
は
、
洞

院
公
定
が
公
家
・
武
家
の
各
家
の
系
図
を
集
成
し
て
南
北
朝
時
代
の
十
四
世
紀
後
半
に
編

纂
し
た
書
物
で
あ
り
、
中
世
に
成
立
し
た
代
表
的
な
系
図
集
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い

る
。

　

続
い
て
、『
尊
卑
分
脈
』
の
記
載
が
途
切
れ
る
室
町
時
代
以
降
の
武
田
家
系
図
な
ど
は
、

「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
は
、
戦
国
時
代

末
期
の
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
か
ら
同
十
五
年
（
一
五
八
七
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た

と
考
え
ら
れ
る
「
円
光
院
武
田
系
図

（
（1
（

」
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
永
九

年
（
一
六
三
二
）
か
ら
同
二
十
年
（
一
六
四
三
）
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
編
纂
に
は
、
武
田
信
玄
の
弟
信
実
の
子
孫
で
あ
る
旗
本
川
窪
家
の
周
辺
が
関
わ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る

（
（1
（

。

　

そ
し
て
、『
尊
卑
分
脈
』、「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
条
時
光
を
先

祖
と
し
て
、
時
光
の
子
常
光
か
ら
両
系
図
に
記
載
が
な
い
青
木
家
系
図
が
始
ま
り
、
さ
ら

に
信
興
お
よ
び
信
俊
か
ら
柳
沢
家
系
図
が
青
木
家
と
分
か
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
は
、『
尊
卑
分
脈
』
所
収
の
武

田
家
系
図
に
「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
を
連
結
さ
せ
た
系
図
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
に
青

木
家
系
図
を
結
び
付
け
、
さ
ら
に
青
木
家
系
図
を
介
し
て
柳
沢
家
系
図
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

記
載
の
順
序
に
つ
い
て
も
、
清
和
天
皇
に
始
ま
り
、
武
田
家
系
図
の
後
に
一
条
家
系
図
、

青
木
家
系
図
と
続
き
柳
沢
家
系
図
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
柳
沢
家
が
武
田
家
の
後
継
者
で

あ
る
と
す
る
立
場
を
視
覚
的
に
象
徴
化
し
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
は
、
柳
沢
吉
保
の
先
祖
が
武
田
家
に

結
び
付
く
こ
と
を
証
明
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
「
御
系
図
控

（
（1
（

」

　
「
御
系
図
控
」
は
、
柳
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
柳
沢
家
系
図
の
一
点
で
あ
り
、
縦
帳

一
冊
か
ら
な
る
。
系
図
の
内
容
は
、
清
和
天
皇
に
始
ま
り
信
光
・
信
長
・
時
信
・
時
光
ほ

か
を
経
て
信
俊
・
安
忠
・
吉
保
・
吉
里
・
伊
信
（
信
鴻
）・
保
明
に
至
る
歴
代
を
直
系
の
み

記
載
し
て
い
る
。
保
明
の
注
記
に
「
甲
斐
守
、
宝
暦
三
年
癸
酉
四
月
四
日
誕
生
、
和
州
郡

山
城
主
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
明
と
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
家
督
を
相
続
し
た

保
光
の
こ
と
で
あ
り
、
本
系
図
は
十
八
世
紀
後
半
頃
、
②
の
『
寛
政
譜
』
所
収
系
図
編
纂

の
直
前
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
「
御
系
図
控
」
に
は
、
柳
沢
家
に
伝
来
し
た
系
図
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。

大
屋
形
様
被　

仰
付
候

　

一
、
御
系
図　
　
　

一
巻

　
　
　

清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図

　
　
　

家
紋　

菱

　
　
　

花
菱
御
紋　
　

伝
記
有

　
　
　

（
系
図
記
載
）

屋
形
様
被　

仰
付
候

　

一
、
大
屋
形
様
よ
り
之
御
系
図　
　

一
巻

　

一
、
横
大
御
系
図　
　
　
　
　
　
　

一
枚

兵
部
丞
様

　

一
、
御
世
継　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
枚

　

一
、
武
田
御
系
図　
　
　
　
　
　
　

一
冊

　
　

但
武
田
一
流
御
系
図　

青
木
与
右
衛
門
尉
所
蔵
之
写

　

一
、
御
遠
類
壱
人
々
之
続
帳
面　
　

一
冊

　

一
、
御
遠
類
書　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　

一
、
御
小
系
図　
　
　
　
　
　
　
　

九
枚

　

一
、
承
糺
候
方
書
付　
　
　
　
　
　

一
袋

　

一
、
青
木
与
右
衛
門
殿

　
　
　

折
井
仁
左
衛
門
殿

　
　
　

石
原
新
左
衛
門
殿

　
　
　
　

右
御
三
人
よ
り
追
而
御
聞
合
之
御
小
系
図　
　
　

四
枚

　
　
　
　

右
五
色
一
箱
入

　

上
記
の
よ
う
に
、「
御
系
図
控
」
に
は
、
保
光
の
時
代
に
柳
沢
家
で
保
管
さ
れ
て
い
た
複

数
の
系
図
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
冒
頭
に
あ
る「
大
屋
形
様
」が
仰
せ
付
け
た「
御

系
図
」
一
巻
は
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
と
あ
り
、
③
の
柳
沢
家
系
図
に
該

当
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
「
大
屋
形
様
」
と
は
、
③
の
系
図
を
編
纂
し
た
吉
保

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
③
の
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
が
、
柳
沢
家
に
と
っ

て
最
も
重
要
視
さ
れ
る
系
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

続
い
て
「
屋
形
様
」
が
仰
せ
付
け
た
「
大
屋
形
様
よ
り
の
御
系
図
」
一
巻
お
よ
び
「
横

大
御
系
図
」
一
枚
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
柳
沢
文
庫
収
蔵
資
料
の
中
で
該
当
す
る
系
図
を
確

認
で
き
な
い
が
、「
屋
形
様
」
と
は
「
御
系
図
控
」
の
編
纂
時
の
当
主
で
あ
る
保
光
で
あ
り
、

前
者
は
「
大
屋
形
様
」
す
な
わ
ち
吉
保
か
ら
保
光
に
至
る
歴
代
を
記
載
し
た
系
図
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
「
兵
部
丞
様
」
の
も
と
に
は
「
御
世
継
」
五
枚
と
「
武
田
御
系
図
」
一
冊
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
御
世
継
」
が
柳
沢
家
の
家
督
相
続
を
証
明
す
る
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文
書
で
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
、「
兵
部
丞
様
」
と
は
保
光
の
嫡
子
で
、
家
督
相
続
前
の
寛
政

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
死
去
し
た
保
民
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

（
11
（

。

　

こ
こ
で
「
兵
部
丞
様
」
の
も
と
に
あ
る
「
武
田
御
系
図
」
に
注
目
す
る
と
、「
但　

武
田

一
流
御
系
図
、
青
木
与
右
衛
門
尉
所
蔵
之
写
」
と
注
記
が
あ
り
、「
武
田
御
系
図
」
＝
「
武

田
一
流
御
系
図
」
は
青
木
与
右
衛
門
尉
が
所
蔵
す
る
系
図
の
写
で
あ
る
と
い
う
。
青
木
与

右
衛
門
尉
と
は
、『
寛
政
譜
』
に
お
い
て
柳
沢
信
興
の
兄
と
さ
れ
る
青
木
義
虎
、
ま
た
柳
沢

信
俊
の
実
父
と
さ
れ
る
青
木
信
親
の
子
孫
で
あ
り
、
歴
代
が
与
兵
衛
も
し
く
は
与
右
衛
門

を
称
し
五
八
〇
石
を
知
行
し
た
旗
本
青
木
家
の
当
主
（『
寛
政
譜
』
編
纂
時
の
当
主
は
与
右

衛
門
信
孝
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

（
1（
（

。
ま
た
「
兵
部
丞
様
」
の
も
と
に
は
「
青
木
与
右
衛

門
殿
」、「
折
井
仁
左
衛
門
殿
」、「
石
原
新
左
衛
門
殿
」
の
三
人
よ
り
聴
取
し
て
作
成
し
た
「
御

小
系
図
」
四
枚
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
柳
沢
家
当
主
の
も
と
に
伝
わ
っ
た
柳
沢
家
系
図
に
は
、『
寛
政
譜
』
に
お
い

て
柳
沢
信
興
・
信
俊
の
先
祖
を
一
条
時
信
と
結
び
つ
け
た
旗
本
青
木
家
の
系
図
が
反
映
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
青
木
家
系
図
が
柳
沢
家
系
図
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

　

柳
沢
家
を
武
田
家
の
末
裔
、
後
継
者
と
す
る
立
場
を
系
図
上
で
明
示
す
る
た
め
に
青
木

家
系
図
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
②
の
『
寛
政
譜
』
所
収
の

系
図
や
、
柳
沢
家
当
主
の
も
と
に
継
承
さ
れ
た
③
の
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」

の
よ
う
な
柳
沢
家
系
図
が
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
章
で
考
察
し
た
結
果
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

○
柳
沢
家
が
幕
府
に
提
出
し
た
系
図
と
し
て
、
十
七
世
紀
前
半
の
『
寛
永
譜
』
お
よ
び

十
八
世
紀
後
半
の
『
寛
政
譜
』
所
収
の
系
図
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、『
寛
永
譜
』
に
お
い
て
、

他
家
の
系
図
と
接
点
が
な
か
っ
た
柳
沢
家
系
図
が
、『
寛
政
譜
』
で
は
旗
本
青
木
家
系
図
と

結
び
つ
き
、
武
田
家
の
一
族
で
あ
る
一
条
時
信
の
子
孫
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

○
一
方
、
十
八
世
紀
初
頭
、
柳
沢
吉
保
の
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐

国
主
系
図
」
は
、『
尊
卑
分
脈
』
お
よ
び
「
武
田
源
氏
一
統
系
図
」
を
も
と
に
し
て
作
成
さ

れ
た
。
内
容
は
清
和
天
皇
に
始
ま
り
、
武
田
家
系
図
か
ら
一
条
家
系
図
お
よ
び
青
木
家
系

図
を
経
て
柳
沢
家
系
図
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
柳
沢
家
が
武
田
家
の
後
継
者
で
あ
る
と
す

る
立
場
を
視
覚
的
に
象
徴
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

○
「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
は
、
吉
保
の
子
孫
で
あ
る
大
和
国
郡
山
藩
主
柳

沢
家
当
主
に
継
承
さ
れ
、
柳
沢
家
に
お
い
て
最
重
要
視
さ
れ
た
系
図
で
あ
っ
た
。
同
系
図

や
吉
保
の
曽
孫
保
光
の
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
御
系
図
控
」、『
寛
政
譜
』
所
収
の
柳
沢
家

系
図
の
編
纂
に
は
、
柳
沢
家
を
武
田
家
と
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
旗
本
青
木
家
の
系
図
が

利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
清
和
源
氏
武
田
流
甲
斐
国
主
系
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
柳
沢
家
系
図

の
作
成
は
、
十
七
世
紀
後
半
、
新
規
に
大
名
家
と
し
て
成
立
し
た
柳
沢
家
を
武
田
家
の
後

継
者
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
家
中
お
よ
び
幕
府
に
お
け
る
柳
沢
家
当
主
の
権
威
を
高
め

る
効
果
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

戦
国
時
代
に
滅
亡
し
た
武
田
家
の
系
図
は
、
近
世
以
降
、
そ
の
由
緒
を
利
用
し
た
柳
沢

家
を
は
じ
め
と
す
る
各
家
の
系
図
の
中
で
再
生
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
生
島
足
島
神
社
（
長
野
県
上
田
市
）
が
所
蔵
す
る
「
生
島
足
島
神
社
起
請
文
」（
重
要
文
化
財
）

の
う
ち
、
丁
卯
（
永
禄
十
年
［
一
五
六
七
］）
八
月
七
日
付
「
馬
場
信
盈
等
連
署
起
請
文
」（『
山

梨
県
史
』
資
料
編
５
中
世
２
上
［
山
梨
県
、
二
〇
〇
五
年
］
一
四
〇
五
号
文
書
）
に
は
、
馬
場

小
太
郎
信
盈
・
青
木
右
兵
衛
尉
信
秀
・
山
寺
源
三
昌
吉
・
宮
脇
清
三
種
友
・
横
手
監
物
満
俊
・

青
木
兵
部
少
輔
重
満
・
柳
沢
壱
岐
守
信
勝
が
「
六
郎
次
郎
殿
」（
武
田
信
玄
の
甥
信
豊
）
に
対
し
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て
、
信
玄
へ
の
忠
誠
な
ど
を
誓
約
し
て
い
る
。
本
文
書
の
懸
紙
に
は
、「
上　

青
木
・
山
寺
・
柳

沢　

六
河
衆
」
と
あ
り
、
柳
沢
家
が
青
木
家
・
山
寺
家
な
ど
と
と
も
に
六
河
（
武
川
）
衆
と
し

て
ま
と
ま
り
、
武
田
信
豊
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

（
（
）
大
嶌
聖
子
「
武
田
家
の
高
家
登
用
と
そ
の
背
景
」（『
武
田
氏
研
究
』
三
二
、二
〇
〇
五
年
）。

（
（
）
常
光
寺
（
韮
崎
市
）
所
蔵
の
狩
野
常
信
筆
「
絹
本
著
色　

柳
沢
吉
保
像
」（
元
禄
十
五
年

［
一
七
〇
二
］、
山
梨
県
指
定
文
化
財
、
巻
頭
図
版
３
｜
１
）
に
は
、「
軍
令　

法
性
院
殿
…
」
と

記
さ
れ
て
い
る
文
書
を
前
に
し
た
束
帯
姿
の
吉
保
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
中
の
文
書
は
、
武
田

信
玄
（
法
性
院
）
に
由
緒
を
求
め
る
柳
沢
家
の
「
軍
令
」（
戦
時
に
お
け
る
家
臣
の
配
置
や
指
揮

系
統
を
記
し
た
文
書
）
で
あ
る
。
ま
た
恵
林
寺
（
甲
州
市
）
所
蔵
の
「
絹
本
著
色　

武
田
信
玄
像
」

（
享
保
八
年
［
一
七
二
三
］、
甲
州
市
指
定
文
化
財
）
は
柳
沢
吉
里
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

（
4
）
柳
沢
文
庫
二
〇
〇
七
年
度
秋
季
特
別
展
観
覧
の
て
び
き
『
甲
斐
武
田
と
柳
澤
氏
』（（
財
）
郡
山

城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
5
）
武
田
家
系
図
の
成
立
状
況
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
①
「
武
田
氏
系
図
の
成
立
」（
峰
岸
純
夫
・

入
間
田
宣
夫
・
白
根
靖
大
編
『
中
世
武
家
系
図
の
史
料
論
』
下
巻
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年

所
収
）、
②
「
南
松
院
所
蔵
武
田
氏
系
図
に
つ
い
て
｜
武
田
氏
系
図
成
立
の
一
考
察
｜
」（『
山
梨

県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
集
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
斎
木
一
馬
・
林
亮
勝
・
橋
本
政
宣
校
訂
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
一
年
）
一
〇
九
頁
〜
一
一
一
頁
。

（
（
）
高
柳
光
寿
・
岡
山
泰
四
・
斎
木
一
馬
編
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
四
年
）
二
四
六
頁
〜
二
六
二
頁
。

（
8
）�

前
掲
註
（
６
）『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
四
に
は
、
一
〇
二
頁
か
ら
一
〇
九
頁
に
わ
た
り
、
南
北

朝
時
代
の
甲
斐
国
守
護
武
田
信
成
を
祖
と
す
る
青
木
家
、
武
田
信
虎
に
仕
え
た
と
い
う
信
正
を

祖
と
す
る
青
木
家
、
信
虎
・
信
玄
に
仕
え
た
と
い
う
信
種
を
祖
と
す
る
青
木
家
の
三
家
が
所
収

さ
れ
て
い
る
。

（
9
）�

前
掲
註
（
６
）『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
第
四
所
収
の
青
木
家
系
図
の
う
ち
、
信
種
を
祖
と
す
る
青

木
家
系
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
前
掲
註
（
７
）『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
三　

二
三
六
頁
〜
二
三
九
頁
の
青
木
家
系
図
。

（
11
）
前
掲
註
（
10
）
参
照
。

（
1（
）
前
掲
註
（
９
）
参
照
。

（
1（
）
柳
沢
文
庫　

所
蔵
番
号
一
三
｜
一
〇
。

（
14
）�

柳
沢
文
庫　

所
蔵
番
号
一
四
｜
一
二
。

（
15
）
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
六
〇
巻
上
「
尊
卑
分
脉
」
第
三
編
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
五
七
頁
〜
三
五
七
頁
。

（
16
）『
山
梨
県
史
』
資
料
編
６
中
世
３
下
県
外
記
録
（
山
梨
県
、
二
〇
〇
二
年
）
資
料
編
第
一
部
第
三

編
一
八
一
。

（
1（
）『
山
梨
県
史
』
資
料
編
６
中
世
３
上
県
内
記
録
（
山
梨
県
、
二
〇
〇
一
年
）
資
料
編
第
一
部
第
四

編
一
五
。

（
18
）
拙
稿
前
掲
註
（
５
）
①
論
文
参
照
。

（
19
）
柳
沢
文
庫　

所
蔵
番
号
一
四
｜
〇
九
。

（
（0
）
柳
沢
家
で
は
信
俊
が
兵
部
丞
の
官
途
名
を
名
乗
り
、
吉
里
や
保
光
の
弟
信
復
が
兵
部
を
称
し
て

い
る
。

（
（1
）
前
掲
註
（
10
）
参
照
。
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【
図
1
】　
『�

寛
永
諸
家
系
図
伝
』
所
収

柳
沢
家
系
図

【
図
2
】　
『�

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
所
収

柳
沢
家
系
図
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「清和源氏武田流甲斐国主系図」 『尊卑分脈』 「武田源氏一統系図」

清和天皇 清和天皇 清和天皇

清和天皇　子

陽成天皇 陽成天皇 陽成天皇ー貞明
貞固親王 貞固親王（子孫省略） 貞固親王
貞元親王 貞元親王（子孫省略） 貞保親王
貞平親王 貞平親王（子孫省略） 貞平親王
貞保親王 貞保親王（子孫省略） 貞純親王
貞純親王 貞純親王
貞辰親王 貞辰親王
貞数親王 貞数親王（子孫省略）
貞真親王 貞真親王（子孫省略）
貞頼親王 貞頼親王
源長淵 源長淵
源長猷 源長猷（子孫省略）
源長鋻 源長鋻
源長頼 源長頼（子孫省略）
孟子内親王 孟子内親王
敦子内親王 敦子内親王
識子内親王 識子内親王
源載子 源載子

貞純親王　子 経基王 経基王 経基親王
経生 経生（子孫省略）

経基王　子

満仲 満仲 多田満仲
満正 満政（子孫省略） 満正
満季 満季（子孫省略）
満実 満実
満快 満快（子孫省略）
満生 満生
満頼 満重
満重 満頼
女子

満仲　子

頼光 頼光（子孫省略） 頼光（子孫省略）
頼親 頼親（子孫省略） 頼朝
頼信 頼信 頼貞
頼平 頼平（子孫省略） 頼親
頼範 頼範（子孫省略） 頼平
頼明 頼明 源賢
頼貞 頼貞 頼尋
孝道 孝道 頼信
源賢 満賢

頼信　子

頼義 頼義 頼義
頼清 頼清（子孫省略） 頼季（子孫省略）
頼季 頼季（子孫省略） 頼清（子孫省略）
頼任 頼任（子孫省略）
義政 義政（子孫省略）

頼義　子

義家 義家（子孫省略） 義家（子孫省略）
頼俊 義綱（子孫省略） 義綱（子孫省略）
義綱 義光 義光
義光 快誉
親清
快誉

義光　子

義業ー義定・昌義 義業ー昌義・義定・義仲・源尋（子孫省略） 義業ー義盛ー昌義
義清 義清 義清
盛義 盛義（子孫省略）
実光 実光（子孫省略）
親義 親義（子孫省略）
祐義 祐義
誉義 覚義

義清　子 清光 清光 清光
師光 師光（子孫省略）

清光　子

信義 光長−基義・義長・義俊・保義（子孫省略）
光長−基義・義長・義俊・保義 信義 信義
遠光ー光朝・長清・光行・光清・光俊・光経 遠光ー光朝・長清・光行・光清・経光・光俊（子孫省略）遠光−光朝・長清・光行・光経・光俊（子孫省略）
義定ー義輔・義季 義定ー義輔・義季（子孫省略） 光長
清隆ー隆義・隆頼・隆時・有清 清隆ー隆義・隆頼・隆時・有清（子孫省略） 義定
長義 長義 清隆−隆義・隆頼・隆時
厳尊ー遠頼・長資・朝資 光義ー実光（子孫省略） 長義
義行ー義継・義俊・行信（子孫省略） 厳尊ー遠頼・長資・朝資（子孫省略） 義行−義継・義俊・行信（子孫省略）
義成ー知義 義行ー義継・行信（子孫省略） 義成
信清ー長光 義成ー知義 源尊
義氏 信清 信清−長光
長光 義氏ー遠信
道光 長義ー光義
光賢 道光

光賢

信義　子

忠頼−僧・行忠（子孫省略） 忠頼−飯室禅師・行忠（子孫省略） 忠頼
兼信−頼時・頼重（子孫省略） 兼信−頼時・頼重（子孫省略） 兼信
有義−有信・信盛（子孫省略） 有義−有信・信盛（子孫省略） 有義
信光 信光 信光

信光　子

朝信−信平−信有 朝信−信幸−信有 朝信
信忠 信忠 信忠
信政 信政 信政
信長 信長 信長
信隆−政隆・時隆・信賢・貞経（子孫省略） 信隆−政隆・時隆・信方・貞経（子孫省略） 信隆−政隆・時隆・信賢（子孫省略）
信平 信継 信平
信基 信基 信基
光信 光信 信快
信快 光性 光経−貞経（子孫省略）
光経

表1　「清和源氏武田流甲斐国主系図」、『尊卑分脈』、「武田源氏一統系図」の比較
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「清和源氏武田流甲斐国主系図」 『尊卑分脈』 「武田源氏一統系図」

信政　子

信時 信時 信時
信泰−宗泰−義泰 政綱−信家−貞信−政義・貞政 政綱
信綱 信村−宗綱・盛宗・盛行（子孫省略） 信成
政綱−信家−貞信−貞政・政義 信泰−宗泰−義泰 政長
信村−宗綱・盛宗・盛行（子孫省略） 信綱−長綱・信広 信泰
信盛 信綱
政長

信時　子

政頼 時頼 時綱
貞頼 政頼 信実
時綱 時綱 時平
光時 貞頼 政頼
信実 貞頼
時平 光時

時綱　子 信宗 信宗 信宗
信宗　子 信武 信武 信武

信武　子

信成 氏信−満信−信守・信繁（子孫省略） 信成
信明−春明・信丁・明仲（子孫省略） 直信−信綱−信賢 信明−春明・信丁・光善寺・明仲（子孫省略）
氏信−信在−信守（子孫省略） 氏信−信在−信守（子孫省略）
公信−武明−満信（子孫省略） 公信−武明−満信（子孫省略）
義武 義武

信成　子

信春 信春
基信 基信
武春 武春
武続−信通−信明（子孫省略） 武続−信通−信明（子孫省略）
満春−頼武・満頼・大廈和尚（子孫省略） 満春−頼武・満頼・大廈和尚（子孫省略）

信春　子

信満 信満
成春 成春
満春 満春
信継−信久−信元（子孫省略） 信継−信久−信元（子孫省略）
信久 信久
法阿弥陀仏 法阿弥陀仏
法久 法久

信満　子

信重 信重
信長 信長
宗印 信康
信康 宗印
信景−信経−信慶（子孫省略） 信景−信経−信慶（子孫省略）
信賢 信賢
信広 信広
信安 信安
女子 女子太多
女子 弥阿
女子若干人
弥阿弥

信重　子

信守 信守
信介−信縣−信永・信尭・信風（子孫省略） 信介−信縣−信釆・信尭・信風（子孫省略）
永信 永信
基信 基経
賢信−信興・信文・信白 賢信−信興−信文−信白
周桧 周桧
以珍 以珍
某 又三郎
女子太多 女子太多

信守　子 信昌 信昌

信昌　子

信縄 信綱
信恵−信貞・信友（子孫省略） 信恵−信貞・信友（子孫省略）
縄美−信勝・信行（子孫省略） 綱美−信勝・信行
信賢 信賢
宗存 宗存

信縄（信綱）子
信虎 信虎
信友−信原−信就（子孫省略） 信友−信原−信就（子孫省略）
女子 女子一人

信虎　子

晴信 晴信
女子 女子
女子 女子
信繁−女子・信頼・信豊・信元 信繁−女子・信頼・信豊
信友 信基
女子 女子
女子 女子
信綱−女子・女子 信連−女子・女子
女子 於亀
信是−女子 信是
女子 女子
宗智 宗智
信実−信俊−信雄−信貞・信安・女子（子孫省略） 信実−信俊−信雄−信貞・信安・御伊勢
信建−信龍 信龍
女子 女子
女子 女子
某−某−貞信（子孫省略）

晴信　子

義信 義信−女子一人
女子 勝頼−信勝・女子一人
勝頼−信勝・女子 龍芳
龍芳−道快−二位卿−信冬 盛信
盛信 義久
義久 女子
女子 女子
女子 女子
女子 女子
女子
女子
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「清和源氏武田流甲斐国主系図」 『尊卑分脈』 「武田源氏一統系図」

信長　子

光家 義長 光家
義長 頼長 義長
頼長 信経 頼長
信経 信久 信経
信行−行時・泰行・隆行（子孫省略） 信行−行時・泰行・隆行（子孫省略） 信行
信久

信経　子 時信 時信 時信
宗信−信家・信基・遠実（子孫省略） 宗信−信家・信基・遠実（子孫省略）

時信　子

義行−信方・頼行・行貞−隆信（頼行の子） 信重−貞頼 義行
白須 義行−信方・頼行・行貞−隆信（頼行の子） 白次
慶良吉 貞連 慶良吉
牧原 宗景 牧原
貞連 貞家 貞連
時光 時光 時光
信方−信武−春方・信時 信泰 信方−信武−春方・信時
鳥原 源光−信高−信行 鳥原
両境 信源 両境

時光　子 常光 経光
義連−義高

常光（経光）子

女子 時忠
景治
義景
信連
信衡
盛義

信連　子 是義
貞義

貞義　子 義宗−女子
義遠

義遠　子 安遠

安遠　子
義虎
信興−貞興−信景−元政−景祐（子孫省略）
　　　　　　　　　信房−信兼−信久

義虎　子 信定

信定　子

信立
某−某
信明−信昌−信光・信就（子孫省略）
某

信立　子

女子
女子
女子
信時−信安−信就（子孫省略）
信国
信俊
信真
信次
女子
女子
信生−某・女子・某・信之（子孫省略）
女子
某

信俊　子

女子
某−某−正利（子孫省略）
女子
女子
安吉−信安・安治・吉次・次郎・六郎（子孫省略）
安忠

安忠　子

女子
信花−保房−重員・某
女子
吉保
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第四章　吉保による武田家遺制の継承

第
四
章　

吉
保
に
よ
る
武
田
家
遺
制
の
継
承

は
じ
め
に

　

第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
柳
沢
吉
保
は
、
多
く
の
肖
像
を
遺
し
た
が
、
こ
の
う
ち

常
光
寺
本
（
巻
頭
図
版
３
｜
１
）
に
は
、「
法
性
院
殿
軍
令
二
十
九
箇
條
」
と
記
さ
れ
た
武

田
信
玄
（
法
性
院
殿
）
が
定
め
た
と
伝
わ
る
軍
勢
の
規
則
を
、
柳
沢
家
が
受
け
継
い
だ
と

い
う
「
軍
令
」
を
前
に
し
て
、
束
帯
姿
の
吉
保
が
坐
し
て
い
る
構
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

吉
保
が
信
玄
を
意
識
し
て
い
た
形
跡
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
そ
の
状

況
に
つ
い
て
、
吉
保
夫
妻
の
廟
所
が
あ
る
恵
林
寺
（
山
梨
県
甲
州
市
）
の
所
蔵
資
料
、
お

よ
び
永
慶
寺
・
柳
沢
文
庫
等
、
奈
良
県
大
和
郡
山
市
に
伝
来
す
る
資
料
を
も
と
に
考
察
す

る
。（

１
）
恵
林
寺
所
蔵
資
料

　

武
田
信
玄
の
菩
提
寺
で
あ
る
恵
林
寺
に
対
し
て
、
吉
保
が
最
初
に
関
係
を
持
っ
た
の
は
、

若
年
の
頃
に
遡
る
。
す
な
わ
ち
、恵
林
寺
が
所
蔵
す
る
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
「
恵

林
寺
奉
加
帳　

寛
文
十
二
年
記
」
に
よ
る
と
、
同
年
に
信
玄
の
百
回
忌
を
迎
え
た
恵
林
寺

で
は
盛
大
に
法
要
が
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
、
江
戸
幕
府
の
旗
本
と
な
っ
て
い
た
武
田
家

旧
臣
の
子
孫
で
あ
る
曲
淵
吉
貸
・
三
枝
守
俊
ほ
か
が
中
心
と
な
り
、
武
田
家
に
ゆ
か
り
の

あ
る
旗
本
や
各
藩
の
家
臣
、
ま
た
は
浪
人
な
ど
か
ら
浄
財
が
集
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
内
、「
館
林
宰
相
君
幕
下
」
と
し
て
、
上
野
国
館
林
藩
（
群
馬
県
館
林
市
）
の
藩
主

で
あ
っ
た
徳
川
綱
吉
の
家
臣
か
ら
は
、
三
十
三
名
が
奉
加
に
応
じ
て
い
る
。
こ
の
三
番
目

に
「
銀
壱
枚　

柳
沢
刑
部
左
衛
門
殿
」、四
番
目
に
「
金
壱
歩　

柳
沢
弥
太
郎
殿
」
と
あ
り
、

父
安
忠
（
刑
部
左
衛
門
）
と
並
ん
で
当
時
元
服
前
の
十
五
歳
で
あ
っ
た
吉
保
（
弥
太
郎
）

の
名
前
が
見
え
る
。

　

こ
の
時
の
奉
加
に
よ
っ
て
、
今
日
に
伝
わ
る
恵
林
寺
の
信
玄
供
養
塔
（
山
梨
県
指
定
文

化
財
）
が
造
ら
れ
た
が
、
少
年
期
か
ら
、
吉
保
が
武
田
家
旧
臣
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
将
軍
と
な
っ
た
綱
吉
の
側
近
と
し
て
、
幕
府
政
治
の
中
枢
を
担
っ
た
吉
保
は
、

武
蔵
国
川
越
藩
（
埼
玉
県
）
の
藩
主
で
あ
っ
た
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
秋
、
奥
絵
師�

狩
野
常
信
に
描
か
せ
た
三
幅
の
画
像
の
う
ち
常
光
寺
本
に
、「
軍
令
」
を
載
せ
た
文
台
を
前

に
坐
し
た
自
ら
の
姿
を
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
武
田
家
旧
臣
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

し
て
、
吉
保
が
信
玄
の
供
養
や
遺
制
を
重
視
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）、
吉
保
は
先
祖
の
地
で
あ
る
甲
斐
国
と
甲
府
城
を

将
軍
綱
吉
か
ら
拝
領
す
る
と
、
信
玄
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
自
ら
を
そ
の
後
継
者
と
位
置

付
け
る
対
応
を
相
次
い
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

恵
林
寺
で
は
、
甲
斐
国
拝
領
の
翌
年
に
あ
た
る
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
四
月
十
二
日
、

吉
保
に
よ
っ
て
信
玄
（
法
名�

法
性
院
殿
）
の
百
三
十
三
回
忌
の
法
要
が
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
に
、
吉
保
が
奉
納
し
た
「
法
性
院
殿
百
三
十
三
回
忌
詠
歌
」
に
は
、「
法
性
院

殿
百
三
十
三
年　

遠
忌
追
幅
書
志　

左
少
将
源
朝
臣
吉
保　
　

百
あ
ま
り
み
そ
し
み
と
せ

の
夢
の
山
、
か
ひ
あ
り
て
今
と
ふ
も
う
れ
し
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
武
田

信
虎
が
夢
を
見
て
信
玄
が
誕
生
し
た
と
い
う
伝
承
が
残
る
夢
山
（
山
梨
県
甲
府
市
）
に
、

百
三
十
三
年
の
歳
月
を
経
た
今
、
甲
斐
あ
っ
て
訪
問
が
か
な
っ
た
こ
と
を
感
激
す
る
内
容

が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
か
ひ
あ
り
て
」
は
、
吉
保
の
甲
斐
国
拝
領
と
か
け
合
わ
せ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
が
、
吉
保
が
信
玄
を
崇
拝
す
る
と
と
も
に
、
前
年
に
お
け
る
将
軍
徳
川
綱
吉
か

ら
の
甲
斐
国
拝
領
を
喜
ぶ
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
恵
林
寺
に
は
、
吉
保
が
奉
納
し
た
「
太
刀�

銘
来
国
長　

附
糸
巻
太
刀
拵
」（
重

要
文
化
財
）
が
伝
来
し
て
い
る
。
こ
の
太
刀
は
、
南
北
朝
時
代
の
刀
工
来
国
長
が
制
作
し
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た
も
の
で
あ
り
、
国
長
は
京
都
か
ら
摂
津
国
中
島
（
大
阪
府
大
阪
市
）
に
移
り
活
動
し
た

た
め
「
中
島
来
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
拵
に
は
、
梨
子
地
の
蒔
絵
に
柳
沢
家
が
用
い
た

四
花
菱
紋
が
散
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
太
刀
が
収
納
さ
れ
た
外
箱
に
は
、
金
箔
で
武
田
家
・

柳
沢
家
の
正
紋
で
あ
る
花
菱
紋
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
白
木
の
内
箱
の
蓋
に

は
、「
法
性
院
殿
影
前
、
来
国
長
太
刀　

壱
腰
、
宝
永
二
年
乙
酉
二
月
二
十
八
日
甲
斐
少
将

源
朝
臣
吉
保
奉
納
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
二
月
二
十
八
日
に
吉

保
よ
り
信
玄
の
霊
前
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第

（
1
（

』
に
よ
る
と
、こ
の
太
刀
に
は
代
三
百
貫
の
折
紙
が
付
さ
れ
、

「
法
性
院
殿
帯
剱
」
で
あ
る
旨
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
吉
保
は
「
鞘
巻
御
拵
」
を
丁
寧
に
造
る

よ
う
指
示
し
、
目
録
を
箱
内
に
納
め
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
り
、
こ
の
太
刀
が
江
戸
時
代
当
時
か
ら
信
玄
の
佩
用
と
伝
え
ら
れ
、

同
年
四
月
十
二
日
に
恵
林
寺
で
催
さ
れ
た
信
玄
の
百
三
十
三
回
忌
の
法
要
に
際
し
て
、
吉

保
か
ら
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
同
寺
に
は
、「
甲
斐
少
将
松
平
吉
保
」
の
署
名
と
と
も
に
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
四
）
三
月
の
年
記
が
あ
る
「
甲
斐
少
将
松
平
吉
保
家
世
次
第
」
と
題
さ
れ
た
系
図

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
本
系
図
に
は
、
甲
斐
源
氏
の
祖
で
あ
る
源
義
光
に
始
ま
り
、
武
田

信
義
・
信
光
父
子
、
一
条
信
経
・
時
信
父
子
ほ
か
を
経
て
、
時
光
か
ら
青
木
家
の
系
譜
が

続
き
、
柳
沢
信
俊
（
吉
保
祖
父
）・
安
忠
（
吉
保
父
）
父
子
に
至
る
十
九
代
の
系
譜
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
系
図
に
続
い
て
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
【
資
料
１
】

　
　

右
信
俊
天
正
十
年
東
照
大
神
君
御
出
馬
之
時
、
於
当
国
新
府
始
拝
謁
、
頂
戴
本
領
当

国
柳
沢
郷
安
堵
御
朱
印
、
爾
来
世
世
勤
労
以
、
至
吉
保
今
度
改
賜
封
彊
悉
領
山
梨
・

巨
麻
・
八
代
三
郡
之
地
、
是
歳
四
月
十
二
日
当
法
性
院
殿
百
三
十
三
年
遠
忌
故
、
追

修
法
福
録
右
世
系
而
納
之
恵
林
寺
云

　

資
料
１
に
よ
る
と
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
天
正
壬
午
の
乱
に
際
し
て
、
信
俊
が

徳
川
家
康
（
東
照
大
神
君
）
に
出
仕
し
て
本
領
で
あ
る
柳
沢
郷
（
山
梨
県
北
杜
市
）
を
安

堵
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
時
以
来
の
精
勤
に
よ
っ
て
、
こ
の
度
、
吉
保
が
甲
斐
国

三
郡
（
山
梨
・
巨
摩
・
八
代
）
を
拝
領
し
、
信
玄
の
百
三
十
三
回
忌
の
法
要
に
あ
た
っ
て
、

菩
提
寺
で
あ
る
恵
林
寺
に
こ
の
系
譜
を
奉
納
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
系
図
か
ら
は
、「
先
祖
の
地
」
甲
斐
国
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
吉
保
が
、
信
玄
の
法

要
に
際
し
、
甲
斐
源
氏
の
末
裔
と
し
て
、
自
ら
が
甲
斐
国
の
正
統
な
支
配
者
で
あ
る
こ
と

を
世
に
示
そ
う
と
し
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
吉
保
が
自
ら
の
彫
像
を
恵
林
寺
に
奉
納
し
た
こ
と
は
、
第
二
章
で
紹
介
し
た

と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
際
し
て
、
恵
林
寺
に
は
、
柳
沢
保
山
（
吉
保
）
書
状
が
伝
来
し

て
い
る
。

　
【
資
料
２
】

　
　

今
度
、
寿
像
安
置
本
望
之
至
候
、
信
玄
公
尊
像
被
遺
置
之
地
雖
可
恐
入
義
候
、
愚
存

有
之
故
不
顧
外
評
及
此
儀
候
、
猶
使
者
浅
利
藤
左
衛
門
可
申
述
候
也
、
謹
言

　
　
　
　

七
月
廿
日　

前
国
主
保
山
（
花
押
）

　
　
　
　

恵
林
寺
東
法
和
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

机
下

　

資
料
２
に
よ
る
と
、
家
督
を
息
子
吉
里
に
譲
り
「
保
山
」
と
称
し
た
吉
保
が
、
恵
林
寺

の
東
法
和
尚
に
寿
像
の
奉
納
を
伝
え
て
い
る
。
文
中
に
は
、
周
囲
の
評
判
に
か
か
わ
ら
ず
、

信
玄
の
「
尊
像
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
恵
林
寺
に
自
ら
の
寿
像
を
奉
納
す
る
こ
と
を
、「
本
望

之
至
」
と
す
る
吉
保
の
意
志
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
信
玄
の
「
尊
像
」
と
は
、
信
玄

の
生
前
の
姿
を
模
し
た
と
伝
わ
る
武
田
不
動
尊
像
に
該
当
す
る
。
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し
た
が
っ
て
、
資
料
２
か
ら
、
自
身
の
寿
像
を
恵
林
寺
に
奉
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
を
信
玄
と
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
吉
保
の
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
に
際
し
て
、
恵
林
寺
に
伝
わ
っ
た

吉
保
像
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
の
際
、
像
内
に
墨
書
銘
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
、「
寳

永
七
庚
寅
十
一
月
大
吉
日　

京
七
條
大
佛
師
流
レ　

甲
陽
城
下
住
ス
、
大
下
浄
慶
・
同
治

郎
右
衛
門
・
同
杢
右
衛
門
造
之
」
と
解
読
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
十
一
月
、
吉
保
は
、
甲
府
に
住
む
仏
師
大
下
浄

慶
ほ
か
に
自
ら
の
木
像
を
制
作
さ
せ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
浄
慶
は
京
七
条
大
仏

師
流
を
称
し
て
い
る
が
、
生
前
の
信
玄
の
姿
を
模
し
た
と
伝
わ
る
武
田
不
動
尊
像
（
恵
林

寺
蔵
）
の
作
者
康
清
の
孫
で
あ
り
、
甲
府
の
八
日
町
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う

（
（
（

。

　

な
お
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
「
豊
田
家
史
料
」
の
う
ち
、
家
臣
薮
田

重
守
に
宛
て
た
年
不
詳
の
吉
保
書
状

（
4
（

に
は
、「
先
年
恵
林
寺
江
我
等
寿
像
一
躰
安
置
可
致
と

拵
置
候
、
先
達
而
恵
林
寺
ニ
置
所
も
出
来
有
之
候
、（
省
略
）
上
壇
之
寸
法
等
者
永
慶
寺
之

通
致
候
得
者
能
候
」
と
あ
り
、
永
慶
寺
に
設
け
ら
れ
た
吉
保
夫
妻
像
を
安
置
す
る
建
物
を

模
し
て
、
恵
林
寺
に
吉
保
像
を
祀
る
同
様
の
建
物
が
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
保
に
よ
る
寿
像
の
制
作
お
よ
び
恵
林
寺
奉
納
に
つ
い
て
、
武
田
不
動

尊
像
が
伝
来
す
る
信
玄
の
菩
提
寺
に
自
ら
の
寿
像
を
奉
納
し
た
こ
と
、
ま
た
信
玄
の
姿
を

模
し
た
と
伝
わ
る
武
田
不
動
尊
像
を
制
作
し
た
仏
師
康
清
の
子
孫
と
さ
れ
る
大
下
浄
慶
に
、

自
ら
の
寿
像
の
制
作
を
依
頼
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
吉
保
は
、
二
重
に
自
ら
を
信
玄

と
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
吉
保
没
後
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
吉
保
の
跡
を
継
い
だ
子
息
の
吉
里
が

大
和
国
郡
山
に
転
封
と
な
っ
た
際
、
吉
里
は
、
岩
窪
（
山
梨
県
甲
府
市
）
に
造
営
さ
れ
た

吉
保
の
菩
提
寺
永
慶
寺
に
あ
っ
た
吉
保
夫
妻
の
霊
廟
を
、
生
前
の
愛
用
品
と
と
も
に
恵
林

寺
へ
と
改
葬
し
た

（
5
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
生
前
か
ら
没
後
に
至
る
ま
で
、
吉
保
が
恵
林
寺
を
と
お
し
て
、
甲
斐

国
を
統
治
す
る
信
玄
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
の
誇
示
、
さ
ら
に
は
信
玄
と
の
同
化
に
よ

る
権
威
の
向
上
を
図
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

　

ま
た
、
吉
保
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
末
か
ら
同
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
か

け
て
、
信
玄
の
次
男
龍
芳
の
子
孫
で
あ
る
武
田
信
興
を
将
軍
綱
吉
に
引
き
合
わ
せ
、
高
家

武
田
家
の
創
設
に
尽
力
し
た
が

（
6
（

、
そ
の
後
、
高
家
武
田
家
の
歴
代
当
主
は
柳
沢
家
か
ら
度
々

養
子
を
迎
え
て
お
り

（
（
（

、
武
田
・
柳
沢
両
家
の
一
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
状
況
も
、
信

玄
と
の
同
化
を
図
っ
た
吉
保
の
意
図
の
延
長
上
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
恵
林
寺
に
は
、
息
子
の
吉
里
が
描
い
た
武
田
信
玄
像
が
伝
来
し
て
い
る
が
、
同

図
の
軸
頭
に
は
、
住
職
大
伽
道
痴
に
よ
る
「
玄
公
一
百
五
十
諱
景
自
寫
以
為
」
と
記
さ
れ

た
墨
書
が
あ
り
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
信
玄
百
五
十
回
忌
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
吉
保
に
よ
る
信
玄
へ
の
意
識
は
、
画
像
の
作
成
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、

吉
里
に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
大
和
郡
山
市
伝
来
資
料

　

こ
こ
ま
で
、
恵
林
寺
所
蔵
資
料
を
と
お
し
て
、
吉
保
に
よ
る
武
田
家
遺
制
の
継
承
に
つ

い
て
考
察
し
た
が
、
続
い
て
大
和
郡
山
市
に
伝
来
す
る
複
数
の
資
料
を
と
お
し
て
、
そ
の

状
況
を
考
え
る
。

　

当
地
に
あ
る
吉
保
の
菩
提
寺�

永
慶
寺
に
は
、
次
の
文
言
の
記
載
と
と
も
に
、
吉
保
の
印

が
捺
さ
れ
た
古
文
書
が
、
衝
立
に
貼
ら
れ
た
状
態
で
伝
来
す
る
（
図
１
参
照
）。

　
【
資
料
３
】

　
　
　
（
関
防
印
）「
特
賜
武
田
累
世
遺
壌
中
興
甲
斐
一
流
源
氏
」

　
　

法
性
院
殿
武
備
之
正
統
／
伝
在
吾
家
故
、
旗
本
備
・
前
／
備
・
左
右
備
・
先
備
・
ト
備

小
／
荷
駄
備
、
陣
取
如
各
図
敬
／
定
之

、
依
此
法
而
可
成
／
臨
機
応
変
之
妙
用
者
也

　
　

宝
永
四
年
丁
亥
七
月
十
二
日
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武
田
太
郎
信
義
十
七
代
後
胤
甲
斐
国
主

　
　
　
　
　

左
近
衛
少
将
源
朝
臣
松
平
吉
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）「
甲
斐
少
将
」「
松
平
吉
保
」

　

資
料
３
の
記
載
内
容
を
要
約
す
る
と
、
吉
保
は
、「
法
性
院
殿
」（
信
玄
）
の
陣
立
の
正

統
が
柳
沢
家
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
、
旗
本
備
・
前
備
・
左
右
備
・
先
備
・

ト（
裏
カ
（備

・
小
荷
駄
備
の
陣
取
を
「
各
図
」
の
よ
う
に
定
め
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
資
料
３
に
は
本
来
陣
立
の
状
況
を
表
し
た
「
各
図
」

が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料
３
の
寸
法
は
、縦
五
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
七
五
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
縦
紙
の
料
紙
と
し
て
は
横
幅
が
長
い
。
こ
の
状

況
を
ふ
ま
え
る
と
、
資
料
３
は
、
本
来
掛
軸
装
で
あ
っ
た
が
切
断
さ
れ
、「
各
図
」
の
部
分

が
欠
損
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
『
楽
只
堂
年
録
』
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
七
月
十
二
日
条

（
8
（

に
よ
る
と
、
吉
保
は
、
法
性

院
殿
の
遺
法
に
よ
り
家
中
の
軍
制
を
十
一
の
備
に
分
け
、
そ
の
状
況
を
書
冊
や
絵
図
に
表

し
、
蔵
に
納
め
て
子
孫
に
永
く
伝
え
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

資
料
３
は
、
そ
の
文
言
か
ら
、
こ
の
う
ち
「
旗
本
の
図
」
と
題
さ
れ
た
陣
立
図
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
、
吉
保
が
信
玄
の
軍
制
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
。

　

続
い
て
、
柳
沢
家
家
臣
豊
田
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
で
あ
る
「
豊
田
家
史
料
」（
大
和

郡
山
市
教
育
委
員
会
蔵
）
に
含
ま
れ
る
、
柳
沢
家
の
旗
指
物
図
（
図
２
参
照
）
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

　

本
資
料
に
よ
る
と
、柳
沢
家
で
は
、家
の
正
紋
で
あ
る
花
菱
紋
が
あ
し
ら
わ
れ
た
「
御
旗
」

七
本
や
「
御
大
馬
印
」、「
御
小
馬
印
」
以
下
、
役
職
毎
に
三
十
件
に
の
ぼ
る
旗
や
槍
、
兜

の
前
立
、
母
衣
、
袖
印
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
士
大
将
以
下
諸
士
之
従

者
相
印
」
に
は
、
家
老
・
城
代
・
年
寄
ク
ラ
ス
の
家
臣
の
従
者
の
装
備
に
つ
い
て
、
そ
の

図１　陣立図（永慶寺蔵）

図２　旗指物図（大和郡山市教育委員会蔵 「豊田家史料」）
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主
人
の
意
向
に
従
う
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
百
足
を
あ
し
ら
っ
た
使
番
の
旗
の

よ
う
に
、『
甲
陽
軍
鑑
』
等
に
紹
介
さ
れ
た
武
田
家
所
用
と
伝
わ
る
旗
の
影
響
を
受
け
て
い

た
も
の
も
確
認
で
き
る
。

　

本
図
に
は
、
番
方
組
頭
や
番
組
の
旗
に
一
か
ら
十
ま
で
の
数
字
を
付
す
よ
う
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
先
述
し
た
と
お
り
、『
楽
只
堂
年
録
』
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
七
月
十
二
日

条
に
よ
る
と
、
吉
保
は
信
玄
の
遺
法
に
よ
り
家
中
の
軍
制
を
十
一
の
備
に
分
け
た
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
図
は
柳
沢
家
の
陣
立
が
旗
本
備
と
十
の
備
で
構
成
さ
れ
た
宝
永
四
年
以

降
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
柳
沢
文
庫
収
蔵
資
料
の
内
か
ら
、
吉
保
に
よ
る
武
田
家
遺
制
の
継
承
が
う
か

が
え
る
資
料
を
考
察
す
る
。
柳
沢
文
庫
に
は
、
第
三
章
で
考
察
し
た
「
清
和
源
氏
武
田
流

甲
斐
国
主
系
図
」
他
の
系
図
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
複
数
の
関
係
資

料
が
現
存
す
る
。

　

例
え
ば
、
同
文
庫
に
は
、
四
十
二
点
に
及
ぶ
武
田
信
玄
・
勝
頼
・
万
千
代
（
信
吉
）
の

書
状
や
武
田
家
・
穴
山
家
の
伝
馬
手
形
な
ど
が
、
懸
紙
と
と
も
に
四
巻
の
巻
子
本
に
装
丁

さ
れ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
野
山
成
慶
院
（
和
歌
山
県
）
に
宛
て
ら
れ
た

古
文
書
で
あ
り
、
武
田
家
当
主
に
よ
る
成
慶
院
へ
の
進
物
贈
呈
や
、
成
慶
院
の
使
僧
に
よ

る
甲
斐
国
へ
の
往
来
に
関
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
成
慶
院
は
、
真
言
宗
の
霊
場
で
あ

る
高
野
山
に
お
け
る
甲
斐
国
の
宿
坊
と
し
て
、
戦
国
時
代
に
武
田
家
と
の
交
流
を
維
持
し

て
き
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　

吉
保
が
、
甲
斐
源
氏
の
一
族
か
つ
信
玄
の
後
継
者
と
し
て
武
田
家
の
由
緒
の
継
承
を
重

視
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
で
既
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
吉
保
の

意
図
に
根
拠
を
付
与
す
る
た
め
に
は
、
戦
国
時
代
以
来
の
武
田
家
関
係
の
古
文
書
を
、
柳

沢
家
家
伝
の
も
の
と
し
て
所
持
す
る
必
要
が
生
じ
、
武
田
家
発
給
文
書
を
所
蔵
す
る
成
慶

院
に
所
望
し
て
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
を
譲
渡
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
柳
沢
文
庫
に
は
、
吉
里
が
幕
府
奥
絵
師
の
狩
野
洞
春
に
描
か
せ
、
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
六
月
に
「
武
田
太
郎
信
義
十
八
世
後
胤　

甲
斐
侍
従
源
朝
臣
吉
里
書
」
と
記

し
て
自
賛
し
た
武
田
信
玄
像
や
、
吉
里
が
自
ら
描
い
た
武
田
二
十
四
将
図
な
ど
が
伝
来
し

て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
吉
保
に
よ
る
信
玄
へ
の
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
結
果
を
以
下

に
ま
と
め
る
。

　

ま
ず
、
恵
林
寺
所
蔵
資
料
を
と
お
し
て
は
、
吉
保
に
よ
る
信
玄
へ
の
意
識
が
、
当
初
、

武
田
家
旧
臣
の
子
孫
と
い
う
立
場
に
よ
る
信
玄
の
供
養
や
武
田
家
遺
制
の
重
視
で
あ
っ
た

も
の
が
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
十
二
月
に
吉
保
が
甲
斐
国
の
統
治
者
と
な
っ
た
後
、

法
要
の
主
催
に
よ
る
信
玄
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
の
誇
示
や
、
さ
ら
に
は
彫
像
奉
納
を

と
お
し
た
信
玄
と
の
同
化
に
よ
る
権
威
の
向
上
へ
と
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
大
和
郡
山
市
に
伝
来
す
る
資
料
か
ら
は
、
武
田
家
の
遺
制
と
伝
え
ら
れ
た
軍
制

が
、
柳
沢
家
の
軍
制
に
実
際
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
柳
沢
家
に
よ
る
武
田
家
の
由

緒
の
継
承
を
根
拠
付
け
る
た
め
に
武
田
家
発
給
文
書
の
所
持
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

吉
保
に
よ
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、
江
戸
開
府
か
ら
百
年
を
経
て
武
家
の

家
格
秩
序
が
固
定
化
さ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
新
た
に
大
名
と
な
っ
た
吉
保
が
、
幕
閣
や

藩
主
と
し
て
権
威
を
高
め
る
た
め
に
、
甲
斐
源
氏
や
信
玄
の
威
光
を
利
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
今
も
な
お
山
梨
に
伝
わ
る
武
田
信
玄
を
慕
う
気
風
に
、
吉
保
が
残
し
た

影
響
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）
永
慶
寺
蔵
。

（
（
）
吉
保
は
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）、
子
息
吉
里
と
と
も
に
、
将
軍
徳
川
綱
吉
か
ら
松
平
の
姓
と

諱
の
一
字
を
下
賜
さ
れ
、
柳
沢
出
羽
守
保
明
を
改
め
、
松
平
美
濃
守
吉
保
を
称
し
た
。
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第二部　柳沢吉保の由緒について

（
（
）『
甲
斐
国
志
』
第
四
巻
（
大
日
本
地
誌
大
系
四
七
、雄
山
閣
、一
九
六
八
年
）
巻
之
百
一
人
物
部
付
録
。

（
4
）「
豊
田
家
史
料
」
四
〇
四
三
号
文
書
。

（
5
）
恵
林
寺
に
奉
納
さ
れ
た
吉
保
夫
妻
の
愛
用
品
の
内
容
は
、
山
梨
県
指
定
文
化
財
「
永
慶
寺
殿
・

真
光
院
殿
道
具
覚
帳
」（
恵
林
寺
蔵
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）『
徳
川
実
紀
』
第
六
篇
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
四
三
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
元
禄
十
三

年
十
二
月
二
十
七
日
条
、
同
十
四
年
正
月
十
五
日
条
。

（
（
）
吉
保
の
曽
孫
で
あ
る
信
明
お
よ
び
玄
孫
で
あ
る
信
之
が
、
そ
れ
ぞ
れ
高
家
武
田
家
の
当
主
と
な
っ

て
い
る
。

（
8
）
柳
沢
文
庫
蔵
。



第
三
部
　
永
慶
寺
に
つ
い
て
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第三部　永慶寺について

第
五
章　

永
慶
寺
什
物
の
調
査

は
じ
め
に

　

柳
沢
吉
保
の
菩
提
寺
と
し
て
甲
斐
国
山
梨
郡
岩
窪
村
（
山
梨
県
甲
府
市
）
に
建
立
さ
れ

た
永
慶
寺
は
、
近
世
以
来
、
甲
斐
国
の
古
跡
の
一
つ
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、『
甲
斐
国
志
』
の
「
廃
竜
華
山
永
慶
寺
」
項
に
は
、「
宝
永
中
松
平
美
濃
守

吉
保
創
立
シ
テ
寿
蔵
ノ
所
ト
ナ
ス
、
山
城
国
宇
治
黄
蘗
山
万
福
寺
ニ
準
拠
シ
七
堂
伽
藍
荘

厳
美
麗
ナ
リ
、（
省
略
）
享
保
九
辰
年
甲
斐
守
吉
里
和
州
郡
山
得
替
ノ
時
、
遽
ニ
当
寺
ヲ
毀

チ
保
山
夫
婦
ノ
石
塔
・
肖
像
ヲ
恵
林
寺
ヘ
遷
シ
テ
改
葬
シ
、
堂
塔
門
廡
ハ
府
内
其
外
ノ
諸

寺
ヘ
頒
与
ヘ
シ
由
、
今
ニ
存
在
ス
ル
モ
多
シ
、
新
寺
タ
ル
ヲ
以
テ
如
斯
ト
云
」
と
あ
り

（
1
（

、

永
慶
寺
の
伽
藍
が
、
吉
保
に
よ
っ
て
黄
檗
宗
の
大
本
山
で
あ
る
萬
福
寺
（
京
都
府
宇
治
市
）

を
模
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
吉
保
の
子
息
吉
里
が
大
和
国
郡
山

（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
に
転
封
と
な
っ
た
際
、
永
慶
寺
は
新
規
の
寺
院
と
し
て
取
り
壊
さ

れ
、
吉
保
と
正
室
定
子
の
霊
廟
ほ
か
は
恵
林
寺
（
甲
州
市
）
に
改
葬
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

永
慶
寺
の
什
物
に
つ
い
て
は
、
恵
林
寺
が
所
蔵
す
る
「
永
慶
寺
殿
・
真
光
院
殿
道
具
覚

帳
」
に
よ
っ
て
、
霊
廟
と
と
も
に
恵
林
寺
に
移
さ
れ
た
吉
保
夫
妻
の
生
前
の
愛
用
品
の
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
も
そ
の
実
物
が
同
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
以
外
の
什
物
の
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
の
開
催
、
お
よ
び
本
調

査
・
研
究
の
実
施
に
際
し
て
、
現
在
、
大
和
郡
山
市
に
所
在
す
る
永
慶
寺
の
什
物
の
一
部

を
調
査
し
、
そ
の
来
歴
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

特
に
、
柳
沢
文
庫
が
所
蔵
す
る
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書

留　

一
』
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
か
ら
同
七
年
に
至
る
永
慶
寺
建
立
の
記
録
で
あ

る
が
、
書
中
に
は
、
永
慶
寺
に
奉
納
さ
れ
た
諸
仏
や
道
具
が
、
一
部
挿
絵
入
り
で
京
都
・

江
戸
・
甲
斐
国
と
い
う
よ
う
に
、
制
作
地
ご
と
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

　

こ
う
し
た
資
料
を
も
と
に
し
て
、
永
慶
寺
に
現
存
す
る
什
物
と
の
照
合
を
行
い
、
当
時

甲
府
で
花
開
い
た
黄
檗
文
化
の
足
跡
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
１
）
永
慶
寺
の
主
な
什
物

　

山
梨
県
立
博
物
館
が
、
企
画
展
「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
の
開
催
準
備
に
あ
た
り
、
奈

良
県
大
和
郡
山
市
に
所
在
す
る
永
慶
寺
に
お
い
て
関
係
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

従
来
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
数
点
の
資
料
が
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
こ
の
う
ち
、
第
一
章
・
第
二
章
で
触
れ
た
吉
保
の
肖
像
を
除
く
主
な
資
料
に
つ
い

て
概
要
を
説
明
す
る
（
寸
法
の
単
位
は
、
い
ず
れ
も
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

（
（
（

）。

　

①
悦
峯
道
章
像
（
縦
一
二
三
・
五　

横
五
七
・
八
、
掛
軸
装
）【
図
１
】

　

黄
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺
（
京
都
府
宇
治
市
）
八
代
住
持
お
よ
び
永
慶
寺
開
山
で
あ
っ
た

悦
峯
道
章
の
頂
相
。
画
賛
に
あ
る
「
丙
申
」
の
年
記
よ
り
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の

制
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

悦
峯
は
、
中
国
浙
江
省
杭
州
府
銭
塘
県
の
出
身
で
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
八
）
に
興
福

寺
（
長
崎
市
）
に
招
か
れ
て
住
職
と
な
り
、
そ
の
後
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
五
月
に

黄
檗
山
八
代
と
し
て
萬
福
寺
に
入
山
し
た
。
悦
峯
と
吉
保
と
の
交
流
は
、
住
職
と
な
っ
た

報
告
の
た
め
悦
峯
が
江
戸
に
上
っ
て
将
軍
綱
吉
に
謁
見
し
た
同
年
八
月
と
思
わ
れ
る
が
、

翌
年
春
の
江
戸
参
府
の
際
、
吉
保
が
悦
峯
を
駒
込
の
柳
沢
家
下
屋
敷
（
六
義
園
）
に
招
き
、

穏
々
山
霊
台
寺
と
し
た
菩
提
寺
の
寺
号
を
竜
華
山
永
慶
寺
に
改
め
た
こ
と
が
、『
楽
只
堂
年

録
』
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
四
月
十
二
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

の
綱
吉
没
後
、
吉
保
は
六
義
園
に
お
い
て
悦
峯
を
導
師
と
し
て
受
戒
し
、
法
号
を
保
山
元

養
と
改
め
た
。
そ
し
て
悦
峯
は
永
慶
寺
の
勧
請
開
山
と
し
て
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）

八
月
、
吉
里
に
迎
え
ら
れ
て
甲
府
に
入
り
、
十
五
日
に
永
慶
寺
が
開
堂
し
た
。
正
徳
二
年
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（
一
七
一
二
）
冬
、
悦
峯
は
真
光
院
を
創
建
し
、
吉
保
の
正
室
定
子
夫
人
の
菩
提
所
と
し
た
。

同
四
年
に
吉
保
が
没
す
る
と
、
永
慶
寺
に
お
い
て
悦
峯
が
葬
儀
を
行
っ
た
。

　

②
浄
土
曼
荼
羅
図
（
縦
二
一
三
・
五　

横
一
八
一
・
五
、
掛
軸
装
）【
図
２
】

　

阿
弥
陀
如
来
の
仏
国
土
の
情
景
を
描
く
浄
土
曼
荼
羅
図
の
う
ち
、
当
麻
曼
荼
羅
と
呼
ば

れ
る
図
。
当
麻
寺
（
奈
良
県
）
に
伝
来
す
る
原
本
（
国
宝
）
は
、
八
世
紀
に
作
ら
れ
た

四
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
あ
る
綴
織
で
、
中
将
姫
が
蓮
の
糸
で
織
り
上
げ
た
と
伝
え

る
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
浄
土
信
仰
の
隆
盛
に
よ
り
、
四
分
の
一
、六
分
の
一
な
ど
の
縮
図
が

作
ら
れ
た
が
、
本
図
は
四
分
の
一
に
相
当
す
る
大
幅
で
あ
る
。
画
面
の
外
枠
は
宝
相
華
唐

草
の
描
き
表
具
で
、
さ
ら
に
下
部
に
紺
色
の
帯
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に
金
泥
で
元
禄
十
二

年
（
一
六
九
九
）
六
月
の
悦
峯
の
款
記
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
図
は
悦
峯
ゆ
か
り

の
曼
荼
羅
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

③
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』（
縦
二
七
・
六　

横
一
九
・
八
、
縦
帳
）

　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
柳
沢
家
家
老
を
隠
居
し
て
い
た
薮
田
重
守
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
永
慶
寺
の
由
緒
書
。
表
紙
の
題
箋
に
「
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第　

同
国
一
蓮
寺
・

常
光
寺
江
御
画
像
御
納　

御
廟
同
国
恵
林
寺
江
御
改
葬
」、
ま
た
巻
末
に
「
于
時
元
文
五
庚

申
年
仲
秋
丙
寅　

薮
田
白
鴎
居
士
重
守
謹
書
」
と
あ
る
。

　

重
守
は
、
同
年
月
日
に
吉
保
の
一
代
記
で
あ
る
『
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
』
春
夏
秋
冬

四
冊
を
編
纂
し
て
い
る
が
、
そ
の
冬
巻
の
巻
末
に
「
御
実
録　

春
夏
秋
冬
四
冊　

清
書
四

冊
并
甲
州
龍
花
山
御
建
立
次
第
一
冊
、
寛
保
元
辛
酉
年
三
月
十
三
日
御
用
人
大
井
勝
守

江
戸
表
江
出
立
之
節
、
市
正
方
江
遣
、
同
四
月
二
日
若
殿
様
江
市
正
ゟ
上
ル
、
市
正
江
戸

江
相
詰
候
節
也
」
と
あ
り

（
4
（

、
本
書
が
『
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
』
と
と
も
に
、
寛
保
元
年

（
一
七
四
一
）
三
月
、
重
守
の
子
里
守
（
市
正
）
を
と
お
し
て
、
柳
沢
信
鴻
（
若
殿
様
）
に

贈
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
『
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
』
と
一
括

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

内
容
は
、
永
慶
寺
が
甲
斐
国
岩
窪
村
に
建
立
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
、
永
慶
寺
・
恵
林

寺
に
伝
わ
る
吉
保
の
木
像
、
お
よ
び
一
蓮
寺
・
常
光
寺
に
伝
わ
る
画
像
の
説
明
、
さ
ら
に

永
慶
寺
が
郡
山
に
移
転
す
る
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
、関
連
す
る
吉
保
や
永
慶
寺
開
山
と
な
っ

た
悦
峯
道
章
が
記
し
た
文
書
の
写
を
挿
入
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

図１　悦峯道章像

図２　浄土曼荼羅図
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④
『
龍
華
山
永
慶
寺
諸
伽
藍
目
録
』（
縦
二
六
・
二
横
一
九
・
三
、
縦
帳
）

　

永
慶
寺
に
造
営
さ
れ
た
諸
堂
舎
の
図
面
と
そ
の
資
材
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
目
録
。
表
紙

の
題
箋
に
は
、「［
甲
斐
］
国
山
梨
子
郡
北
［
山
］
筋
岩
久
保
村　

龍
華
山
永
慶
寺
諸
伽
藍

目
録
」（［　

］
内
は
欠
損
部
分
を
筆
者
が
補
注
）、
ま
た
巻
末
に
は
、「
松
平
美
濃
守
内　

棟
梁
秋
篠
八
右
衛
門
藤
原
憲
之　

六
拾
弐
歳
ニ
而
作
之
、
生
国
ハ
山
城
国
宇
治
郡
黄
檗
山

棟
梁
藤
原
氏　

于
時
宝
永
六
己
丑
歳
三
月
十
九
日
御
普
請
初　

御
仏
殿
御
上
棟
同
七
月
二

日
」
と
あ
り
、
永
慶
寺
の
諸
堂
舎
の
造
営
に
あ
た
っ
た
山
城
国
宇
治
郡
（
京
都
府
宇
治
市
）

出
身
の
黄
檗
山
棟
梁
秋
篠
八
右
衛
門
憲
之
が
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
本
目
録
を
作

成
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑤
永
慶
寺
境
内
図
（
縦
一
三
六
・
八　

横
九
八
・
五
、
掛
軸
装
）【
図
３
】

　

甲
斐
国
山
梨
郡
岩
窪
村
（
山
梨
県
甲
府
市
）
に
建
立
さ
れ
た
永
慶
寺
の
境
内
図
。
南
に

惣
門
を
置
き
、
そ
の
奥
に
天
王
堂
を
設
け
、
中
央
に
は
二
重
屋
根
の
仏
殿
を
配
し
て
い
る
。

仏
殿
の
北
に
は
方
丈
、
西
に
は
禅
堂
と
祠
堂
、
東
に
は
鐘
楼
と
斎
堂
が
あ
る
。
彩
色
は
紅

色
と
黄
色
に
分
け
ら
れ
る
が
、こ
の
内
、淡
い
紅
色
で
塗
ら
れ
た
部
分
は
床
を
、
濃
い
紅
色

で
塗
ら
れ
た
部
分

に
は
壇
や
棚
を
設

け
、
黄
色
で
塗
ら

れ
た
部
分
は
、土

間
も
し
く
は
塼

（
中
国
で
用
い
ら

れ
た
煉
瓦
）
を
敷

い
た
箇
所
を
表
す

と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
伽
藍
の
配
置

は
、
三
門
や
法
堂

が
無
い
も
の
の
、
萬
福
寺
の
配
置
と
概
ね
類
似
し
て
い
る

（
5
（

。

　

⑥
『
勅
賜
護
法
常
応
録　

附
故
紙
録
』（
縦
二
六
・
〇　

横
一
六
・
五
、
縦
帳
）

　
『
勅
賜
護
法
常
応
録
』
は
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
吉
保
の
参
禅
の
記

録
で
あ
り
、
三
十
三
冊
か
ら
成
る
。「
巻
首
ノ
一
」
に
よ
る
と
、
吉
保
が
龍
興
寺
（
現
在
東

京
都
中
野
区
）
の
竺
道
禅
師
を
師
と
仰
い
で
か
ら
約
二
十
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
参
禅
の

記
録
を
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
編
集
し
て
五
巻
に
ま
と
め
た
が
、
そ
れ
が
霊
元

上
皇
の
叡
覧
を
受
け
て
、『
護
法
常
応
録
』
の
書
名
を
下
賜
さ
れ
た
。
内
容
は
、
上
皇
に
よ

る
吉
保
の
修
行
へ
の
賞
賛
に
始
ま
り
、
続
い
て
竺
道
、
洞
天
、
普
済
、
雲
巌
、
一
睡
、
高
泉
、

法
雲
、
千
呆
と
い
っ
た
、
吉
保
が
帰
依
し
た
臨
済
宗
・
黄
檗
宗
の
僧
侶
た
ち
と
の
問
答
の

内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
故
紙
録
』
は
吉
保
の
側
室
飯
塚
染
子
の
参
禅
録
で
あ
り
、

彼
女
の
自
筆
と
伝
え
ら
れ
二
冊
か
ら
成
る
。
内
容
は
、
染
子
が
吉
保
に
勧
め
ら
れ
参
禅
を

始
め
た
経
緯
や
雲
巌
和
尚
と
の
問
答
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
吉
保
・
染
子
夫
妻
の
禅

へ
の
帰
依
の
深
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
複
数
の
写
本
が
作
ら
れ
、
永
慶
寺
・
恵
林
寺
・

龍
興
寺
と
い
っ
た
柳
沢
家
ゆ
か
り
の
寺
院
に
奉
納
さ
れ
た
。
大
和
郡
山
市
指
定
文
化
財
。

　

⑦
柳
沢
吉
保
偈
（
縦
二
八
・
〇　

横
六
六
・
六
、
掛
軸
装
）

　

吉
保
が
永
慶
寺
の
開
山
に
迎
え
た
悦
峯
道
章
に
贈
っ
た
偈
。「
透
叟
」
は
吉
保
の
号
で
あ

る
全
透
を
表
し
て
い
る
。
袖
に
は
吉
保
が
用
い
た
関
防
印
が
捺
さ
れ
、
筆
跡
等
か
ら
彼
の

自
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
（
関
防
印
）「
所
案
楽
只
堂
」（
推
定
）

　
　
　

小
詩
上

　
　

悦
老
和
尚

　
　
　

呵
政

　
　

日
暖
清
池
静
／
風
和
好
鳥
吟
／
無
茲
琴
上
曲
／
古
仏
不
生
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

透
叟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）「
甲
斐
少
将
」「
松
平
吉
保
」

図３　永慶寺境内図
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⑧
香
国
道
蓮
偈
（
縦
三
三
・
二　

横
八
〇
・
五
、
掛
軸
装
）

　

大
龍
寺
（
東
京
都
）、
大
年
寺
（
宮
城
県
仙
台
市
）
住
持
香
国
道
蓮
の
偈
。
吉
保
の
自
筆

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
香
国
は
武
門
の
名
家
の
出
身
で
、
幼
く
し
て
黄
檗

宗
の
開
祖
隠
元
に
出
会
い
、
そ
の
弟
子
で
後
に
大
本
山
萬
福
寺
三
代
住
持
と
な
っ
た
慧
林

性
機
に
師
事
し
た
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）、
香
国
は
江
戸
に
入
り
、
仙
台
藩
主
伊
達
吉

村
を
始
め
と
す
る
大
名
や
旗
本
の
帰
依
を
受
け
た
が
、
柳
沢
家
家
臣
の
荻
生
徂
徠
と
も
交

際
を
持
ち
、
唐
話
（
中
国
語
）
を
教
授
し
て
い
る
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
は
吉
保

に
請
わ
れ
、
柳
沢
家
の
江
戸
下
屋
敷
（
六
義
園
）
に
て
正
室
定
子
（
真
光
院
殿
）
の
法
要

を
営
ん
だ
。

　
　
　
　
（
関
防
印
）「
所
案
楽
只
堂
」（
推
定
）

　
　
　
　
　
　

和

　
　

香
国
禅
師
玉
偈

　
　

一
従
布
鼓
過
雷
門
／
自
識
拊

与
控
盆
／
調
小
謾
誇
窮
社
楽
／
道
高
始
見
処
人
尊
／

　
　

久
聆
意
気
九
紘
凛
／
相
対
笑
談
四
座
温
／
総
為
因
縁
堪
契
合
／
垂
天
翼
下
有
游
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
透
叟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）「
羽
林
次
将
」「
松
平
吉
保
」

　

⑨
柳
沢
家
家
老
連
署
書
状
（
縦
三
四
・
八　

横
四
九
・
〇
、
掛
軸
装
）

　

柳
沢
邦
守
、
同
保
誠
ほ
か
柳
沢
家
の
家
老
た
ち
が
連
署
し
て
、
永
慶
寺
開
山
の
悦
峯
道

章
に
送
っ
た
書
状
。
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
藩
主
の
吉
里
が
、
甲
府
か
ら
大
和
国
郡
山

（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
へ
の
転
封
を
幕
府
に
命
じ
ら
れ
、
永
慶
寺
は
柳
沢
家
と
と
も
に
郡

山
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
吉
保
（
永
慶
寺
殿
）
と
正

室
定
子
（
真
光
院
殿
）
の
遺
骸
は
、
恵
林
寺
（
山
梨
県
甲
州
市
）
に
改
葬
さ
れ
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
書
中
に
「
残
念
で
は
あ
る
が
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
は
『
御
書
』
に
記
さ

れ
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
書
は
吉
里
が
悦
峯
に
送
っ
た
書
状
（
御
書
）
に
添

え
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

一
筆
啓
上
仕
候
、
貴
躰
愈
／
御
堅
寧
被
成
御
座
珍
重
御
儀
／
奉
存
候
、
然
者
今
般
甲

斐
守
殿
／
就
御
国
替
、
龍
華
山
之
儀
者
／
御
菩
提
所
御
座
候
付
御
引
払
／
和
州
郡
山

江
御
移
被
成
候
、
依
之
／
永
慶
寺
殿
・
真
光
院
殿
御
／
遺
骸
者
、
当
国
之
内
恵
林
寺

江
／
改
葬
被
成
候
、
御
残
念
ニ
者
思
召
候
／
得
共
、
不
被
得
止
事
御
書
御
座
候
、
／

右
之
趣
委
曲
龍
華
山
両
房
よ
り
／
役
僧
を
以
被
申
越
候
、
御
承
知
／
被
成
候
様
ニ
奉

存
候
、
恐
惶
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
沢
筑
前

　
　

三
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

邦
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
沢
権
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
誠
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
石
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
晴
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
主
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
信
（
花
押
）

　
　

悦
峯
大
和
尚
様

　
　
　
　
　
　

侍
者
御
中

（
２
）『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
記
載
の
什
物

　

先
述
し
た
よ
う
に
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
に
は
、
永
慶
寺
に
奉
納
さ

れ
た
諸
仏
や
道
具
が
、
一
部
挿
絵
入
り
で
京
都
・
江
戸
・
甲
斐
国
と
い
っ
た
制
作
地
ご
と
に

分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
什
物
が
現
存
し
て
い
る
の

か
を
確
認
す
る
た
め
、
永
慶
寺
に
伝
来
し
て
い
る
什
物
と
の
照
合
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
を

『
龍
華
山
御
建
立
次
第
諸
色
書
留　

一
』
に
記
載
さ
れ
た
什
物
（
表
１
）
と
、
同
書
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
什
物
の
う
ち
調
査
を
行
っ
た
も
の（
表
２
）に
分
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
報
告
す
る
。
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表
１　
『
龍
華
山
御
建
立
次
第
諸
色
書
留　

一
』
に
記
載
さ
れ
た
永
慶
寺
の
什
物
一
覧 

番
号

品　

名

有
無

寸　

法�

（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

備　

考

永
慶
寺
御
用
京
都
ニ
而
出
来
候
分
　

1
本
尊　

釈
迦　

迦
葉　

阿
難

○

総
高
二
四
五
・
〇�

（
台
座
・
光
背
と
も
）

永
慶
寺
の
記
録
よ
り
引
用

（
図
４
）

（
観
音

△

総
高
八
二
・
〇�

（
台
座
・
光
背
と
も
）、

像
高
四
二
・
〇

阿
弥
陀
如
来
像
に
仕
様
変

更
と
の
説
明
あ
り
。
総
高

は
永
慶
寺
の
記
録
よ
り
引

用
。
像
高
は
概
寸
。（
図
５
）

（
韋
駄
天

○

総
高
一
六
九
・
〇�

（
台
座
・
光
背
と
も
）、

像
高
一
一
〇
・
〇

総
高
は
永
慶
寺
の
記
録
よ

り
引
用
。
像
高
は
概
寸
。

（
図
６
）

4
華
光　

伽
藍
神
也

○
総
高
一
一
〇
・
〇（
台
座
と
も
）、�

座
高
七
二
・
五

総
高
は
永
慶
寺
の
記
録
よ
り

引
用
。像
高
は
概
寸
。（
図
７
）

5
達
摩　

祖
師
也

○
総
高
一
〇
六
・
〇（
台
座
と
も
）、�

像
高
八
八
・
〇
、座
高
六
六
・
〇

総
高
は
永
慶
寺
の
記
録
よ
り

引
用
。像
高
は
概
寸
。（
図
８
）

6
緊
那
羅
王

○

総
高
一
五
六
・
〇（
台
座

と
も
）、像
高
九
九
・
〇

総
高
は
永
慶
寺
の
記
録
よ
り

引
用
。像
高
は
概
寸
。（
図
９
）

（
四
天
王

△

総
高
一
六
九
・
〇�

（
台
座
と
も
）、�

像
高
一
一
〇
・
〇

毘
沙
門
天
像
の
み
現
存
、
総

高
は
永
慶
寺
の
記
録
よ
り
引

用
。像
高
は
概
寸
。（
図
10
）

8
布
袋

○

像
高
六
〇
・
五

像
高
は
概
寸
（
図
11
）

9
法
器

×

10
梁
皇
幟　

弐
十
部

×

11
水
幟　

弐
十
部

×

1（
煽
口
施
食
経　

七
部

×

一
切
経
等
の
経
典
は
、昭
和

十
九
年
十
二
月
の
遠
州
灘

地
震
の
際
に
土
蔵
が
大
破

し
て
大
半
を
失
い
、
残
り

は
萬
福
寺
に
譲
渡

1（
八
十
八
仏　

弐
十
部

×

14
金
剛
経　

弐
十
部

×

15
遺
散
経　

弐
十
部

×

16
盂
蘭
盆
経　

四
十
部

×

1（
普
門
品　

弐
十
部

×

18
三
千
仏
名
経　

弐
十
部

×

19
煽
口
法
事
之
諸
道
具　

一
通

×

（0
磬��

二
口��

内
一
口
ハ
禅
堂
用
×

（1
念
経
太
鼓　

一
通　

小
道
具

和
久
者
甲
州
ニ
而
出
来

×

（（
銅
鑼　

一　

和
久
者
甲
州
ニ

而
出
来

×

（（
太
鼓　

一　

和
久
ハ
甲
州
ニ

而
出
来

×

（4
五
具
足　

一
通

×

（5
三
具
足　

十
通

×

（6
焼
物
香
炉　

一

×

（（
香
炉　

二

×

（8
仏
前
之
三
牌　

三
本

×

（9
木
魚　

大
小　

三
ツ　

内
壱

禅
堂
用

△

高
二
八
・
四
×
三
七
・
〇

本
堂
に
一
点
の
み
現
存

（
図
1（
）

（0
瑠
璃
燈��

弐
ツ�

内
壱
ツ
禅
堂
用

×

（1
引
磬　

弐
ツ

×

（（
大
鐃
鈸　

弐
通

×

（（
雲
版　

壱　

大
キ
サ
弐
尺
弐

寸　

朝
夕
食
事
之
時
打
版

也
、
銘
表
ノ
方
開
山
悦
峯
道

章
置
、
裏
ノ
方
年
号
月
日

○

高
七
四
・
〇
×
八
四
・
五
（
図
1（
）

永
慶
寺
御
用
江
戸
ニ
而
出
来
候
分

（4
経
覆　

三
拾　

読
経
之
節
御

経
之
上
江
打
か
け
置
ふ
く
さ

也

×
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（5
浄
水
器　

弐
ツ　

仏
前
ニ
水

を
入
置
者
な
り

×

現
存
物
は
「
大
明
宣
徳
」

銘
あ
り

（6
茶
湯
椀　

五
拾　

台
共
ニ

×

（（
菓
子
盆　

大
十
・
小
四
十　

五
拾　

仏
殿
・
諸
寮
并
法
事

等
之
節
入
ナ
リ

×

（8
幢
幡　

壱
対　

仏
殿
ニ
置
候

幡
也
、
金
物
し
ん
ち
う

×

（9
仏
前
七
如
来
幡　

七
本　

仏

殿
用

×

40
上
供
台　

大
小　

四
拾　

大

弐
拾
・
小
弐
拾

×

41
法
被　

一
張　

法
事
之
節
堂

頂
張
ニ
懸
候

×

4（
打
敷　

上
中
下
大
小　

三
拾

仏
殿
諸
堂
用

×

4（
刹
竿
幡　

壱
対　

柱
ハ
甲
州

ニ
而
出
来

×

44
茶
　

大
小　

弐
ツ

×

45
火
鉢　

弐
ツ

×

46
茶
釜　

三
ツ

×

4（
茶
わ
ん　

五
拾

×

48
同　

三
口

×

49
茶
台　

十
五

×

50
茶
菓
子
盆　

五
拾

×

51
通
ひ
丸
盆　

五
十
枚

×

5（
葛
茶
椀　

弐
百

×

5（
飯
茶
椀　

五
百

×

54
皿　

大
小　

三
百

×

55
煮
茶
皿　

弐
百　

少
深
平
皿

之
如
く
成
皿
也

×

56
食
次　

十
五　

内
朱
五
・
黒

十

×

5（
湯
次　

十
五　

内
朱
五
・
黒

十

×

58
隠
元
茶
　
　

大
小　

三
拾

諸
寮
用

×

59
屏
風　

拾
隻　

内
上
二
双
・

中
三
双
・
唐
紙
張
五
双

×

60
行
燈　

大
小

×

61
燭
台　

大
中
小

×

6（
手
燭

×

6（
和
久
火
鉢　

大
小

×

64
炭
斗　

×

65
時
斗　

壱

×

66
家
具　

百
三
拾
八
前

×

6（
う
る
シ
朱　

長
上
下
以
上

×

68
黒
塗　

長
上
下
以
下
徒
目
付

也

×

69
青
染　

徒
目
付
ゟ
以
下
同
心

迄

×

（0
赤
椀　

惣
中
間

×

永
慶
寺
御
用
甲
州
ニ
而
出
来
候
分

（1
大
鐘　

御
差
渡
三
尺　

一
口

×

現
在
、
恵
林
寺
（
甲
州
市
）

に
伝
来

（（
報
鐘　

板
と
も
ニ　

壱　

半

鐘
之
事
也

×

（（
止
静
放
参
之
牌　

二
枚　

禅

堂
ニ
懸
候
板
也

○

高
六
一
・
〇
×
四
三
・
七

一
枚
の
両
面
に
「
止
静
・

放
参
」
を
記
載

（4
客
板　

壱
枚　

禅
堂
之
前
ニ

懸
板
也

×

現
存
物
は
天
保
年
間
の
も

の

（5
海
梛　

壱　

斎
堂
之
前
ニ
懸

候

×
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（6
刹
竿　

仏
殿
之
前
ニ
立
置
幡

柱
也

×

晋
山
式
な
ど
に
使
用

（（
三
扇
屏
風　

弐
双　

仏
殿
・

方
丈
・
斎
堂
用

×

（8
出
生
台　

弐
ツ　

仏
殿
前
并

斎
堂
之
前
ニ
置
之
出
生
之
飯

を
載
置
台
ナ
リ

×

（9
磬
之
台　

壱　

仏
殿
用

○

高
八
四
・
〇
×
五
九
・
五

80
髪
板　

拾
枚　

出
家
中
髪
を

剃
候
節
之
髪
請
也
、
諸
寮
ニ

入

×

81
斎
堂
両
席
之
牌　

二
枚　

役

人
之
役
名
を
記
看
板
也

×

8（
開
浴
之
牌　

壱
枚　

風
呂
を

焚
候
節
懸
候
看
板
也

○

高
五
五
・
二
×
三
六
・
五
裏
面
「
施
浴
」

8（
諸
寮
之
板　

五
枚

×

84
巡
香
之
板　

長
四
尺
弐
寸　

弐
本　

座
禅
之
時
紙
を
置
く

板
也

×

85
禅
堂
定
香
尺　

壱
本　
　

長

壱
尺　

座
禅
之
番
を
定
候
尺

也

○

高
三
八
・
五
×
一
四
・
五

座
禅
時
に
線
香
を
立
て
時

間
の
目
安
に
使
用

86
念
経
太
鼓
之
和
久　

壱　

朝

夕
念
経
之
時
打
太
鼓
也
、
但

太
鼓
之
上
方
ゟ
来
ル
差
渡
壱

尺
八
寸

○

高
八
四
・
〇
×
七
五
・
〇

×
七
五
・
〇
、

総
高
一
一
六
・
三

小
鐘
付
き

8（
銅
鑼
之
和
久　

壱　

朝
夕
念

経
之
時
打
也

×

88
葷
酒
之
牌
石　

壱　

山
門
之

前
ニ
建
つ　

高
七
尺
巾
壱
尺

弐
寸

×

89
本
尊
前
高
机　

一
脚

×

90
焼
香
小
机　

一

×

91
酒
水
桶　

一　

仏
江
供
フ
ル

水
汲
桶
也

×

9（
手
桶　

弐

×

9（
円
座　

上
下　

百
五
拾　

念

経
之
時
用
也

×

94
両
単
之
帳　

壱　

座
禅
堂
ノ

暖
簾
木
綿
斗
帳
の
こ
と
く
成

物
ナ
リ

×

95
前
門
後
門
之
帳　

二
掛　

禅

堂
之
入
口
ト
後
ノ
出
口
ニ
か

く
る
暖
簾
也

×

96
仏
前
高
杭　

一
脚　

禅
堂
ニ

用

×

9（
小
机　

引
出
共　

一　

右
同

断

×

98
飯
台　

弐
拾
脚　

但
燭
膳
之

客
用

×

99
行
堂
ノ
桶　

四
拾　

斎
堂
ニ

用　

食
汁
の
通
ひ
桶
也

×

100
普
茶
之
卓
子　

弐
拾
脚

×

現
存
物
は
江
戸
後
期
の
も

の

101
椅
子　

三

×

10（
同
机　

三

×

10（
許
幟
机　

八
脚

×

104
法
座　

一
筒

×

105
手
桶

×

106
手
水
盥

×

10（
太
鼓
和
久　

壱　

太
鼓
ハ
上

方
ニ
而
出
来
差
渡
弐
尺
八
寸

×

108
法
被　

壱
張　

法
事
之
節
堂

頂
之
後
ニ
懸
ル
法
被
ハ
江
戸

ニ
而
出
来

×



− 5（−

第五章　永慶寺什物の調査

表
２　
『
龍
華
山
御
建
立
次
第
諸
色
書
留 

一
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
永
慶
寺
の
什
物
一
覧

番
号

品　

名

寸　

法�

（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

備　

考

ａ
「
直
日
」
牌

高
一
七
・
〇
×
一
二
・
八

ｂ
「
巡
香
」
牌

高
一
六
・
八
×
一
三
・
〇

ｃ
「
乗
払
・
免
礼
」
牌

高
六
一
・
〇
×
四
四
・
〇
両
面
記
載

ｄ
「
上
堂
・
小
参
」
牌

高
六
〇
・
八
×
四
四
・
〇
両
面
記
載

ｅ

龍
華
山
永
慶
禅
寺
規
條

高
四
九
・一
×
一
五
七
・
〇

ｆ
「
龍
華
山
」
扁
額

採
寸
不
可

現
状
で
は
一
部
が
二
点
に
割
れ

た
状
態
で
保
存

ｇ

木
魚
台

高
六
一
・
〇

図４　釈迦三尊像（本尊）

図７　華光菩薩像（伽藍神）

図５　観音菩薩像（阿弥陀如来像）

図６　韋駄天像
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お
わ
り
に

　

以
上
、永
慶
寺
に
伝
来
す
る
什
物
を
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
調
査
に
よ
っ

て
、
甲
斐
国
で
の
開
創
当
時
以
来
、
永
慶
寺
に
伝
来
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
什
物
が
、

仏
事
に
よ
る
使
用
で
消
耗
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
除
き
、
現
在
に
お
い
て
も
比
較
的
多
く

同
寺
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
吉
保
夫
妻
に
関
係
す
る
品
々
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

に
恵
林
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
の
、
仏
事
に
関
す
る
什
物
の
多
く
は
、
郡
山
へ
と
運
ば
れ
て
、

引
き
続
き
永
慶
寺
の
仏
事
に
使
用
す
る
た
め
に
保
管
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
吉
保
と
悦
峯
に
よ
っ
て
甲
斐
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
黄
檗
文
化
の
足
跡
は
、

ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
郡
山
の
地
に
お
い
て
、
永
慶
寺
と
と
も
に
現
在

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
什
物
の
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

註（
1
）『
甲
斐
国
志
』
第
二
巻
（
大
日
本
地
誌
大
系
四
五
、
雄
山
閣
、
一
九
七
〇
年
）
巻
之
四
十
五
古
跡

部
第
八
。

（
（
）
永
慶
寺
に
も
、
同
書
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
本
調
査
・
研
究
に
お
い
て
確
認
し
た
。

（
（
）
各
資
料
の
概
要
は
、『
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
』
展
示
図
録
（
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）

の
資
料
解
説
に
拠
る
。

（
4
）「
豊
田
家
史
料
」
五
〇
四
三
号
文
書
。

（
5
）
渡
辺
洋
子
「
龍
華
山
永
慶
寺
の
建
築
に
つ
い
て
」（『
甲
府
市
史
研
究
』
八
、一
九
九
〇
年
）。『
甲

府
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
近
世
（
甲
府
市
役
所
、
一
九
九
二
年
）
第
一
章
第
四
節
三
「
甲
府
城

殿
舎
と
永
慶
寺
の
造
営
」。

図８　達磨像（祖師像）

図10　四天王像（毘沙門天）

図９　緊那羅像図13　雲版 図12　木魚

図11　布袋像（弥勒菩薩像）
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第
六
章　

永
慶
寺
の
創
建
と
郡
山
移
転

は
じ
め
に

　

前
章
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
柳
沢
吉
保
の
菩
提
寺
で
あ
る
永
慶
寺
に
つ
い
て
は
、

同
寺
の
伽
藍
が
、
吉
保
に
よ
っ
て
黄
檗
宗
の
大
本
山
で
あ
る
萬
福
寺
（
京
都
府
宇
治
市
）

を
模
し
て
建
立
さ
れ
た
が
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
吉
保
の
子
息
吉
里
が
大
和
国
郡
山

（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）
に
転
封
と
な
っ
た
際
、
永
慶
寺
は
新
規
の
寺
院
と
し
て
取
り
壊
さ

れ
、
吉
保
と
正
室
定
子
の
霊
廟
ほ
か
は
恵
林
寺
（
山
梨
県
甲
州
市
）
に
改
葬
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
、『
甲
斐
国
志
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

（
1
（

。

　

現
在
、
永
慶
寺
に
関
し
て
『
甲
斐
国
志
』
の
記
載
内
容
に
沿
い
つ
つ
も
、
新
た
な
見
解

を
示
し
た
先
行
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
洋
子
氏
は
、
永
慶
寺
が
所
蔵
す
る
同
寺

の
境
内
図
を
模
写
し
た
図
や
、
柳
沢
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸

色
書
留　

一
』、
さ
ら
に
萬
福
寺
の
伽
藍
建
築
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
永
慶
寺
の
開
堂
に

至
る
状
況
と
伽
藍
の
再
現
や
伝
世
遺
構
の
検
証
を
行
っ
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
、
沼
田
晃
佑
氏
は
、

永
慶
寺
が
吉
保
自
身
の
菩
提
所
と
し
て
建
立
さ
れ
た
た
め
、
柳
沢
家
の
転
封
後
に
甲
斐
国

内
で
新
領
主
か
ら
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
吉
里
ほ
か
が
判
断
し
、
同
寺
の

郡
山
移
転
と
伽
藍
破
却
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る

（
（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
萬
福
寺
に
倣
っ
た
大
規
模
な
伽
藍
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
一
方
、
開
山
や
郡
山
転
封
の
際
な
ど
に
、
柳
沢
家
家
中
が
、
永
慶
寺
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
方
針
を
示
し
、対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
本
章
で
は
、

「
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
」
展
の
事
前
調
査
で
確
認
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
こ

う
し
た
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
１
）
永
慶
寺
の
創
建

　

永
慶
寺
の
創
建
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
渡
辺
洋
子
氏
が
、
柳
沢
文

庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
に
依
拠
し
て
ま
と
め
て

い
る

（
4
（

。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
七
月
九
日
、
吉
保
は
、
龍
興
寺
（
現
在
は

東
京
都
中
野
区
に
所
在
）
住
持
の
雲
巌
和
尚
を
開
山
と
し
て
菩
提
寺
の
建
立
を
発
願
し
、

同
年
八
月
十
九
日
に
そ
の
旨
が
将
軍
徳
川
綱
吉
の
上
聞
に
達
し
て
、
同
二
十
一
日
に
は
甲

府
の
北
東
に
あ
る
岩
窪
村
に
境
内
が
定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同
二
十
四
日
に
穏
々
山
霊

台
寺
と
命
名
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
に
は
境
内
の
造
成
が
着
手
さ
れ
、
十
一
月

晦
日
に
は
岩
窪
村
・
下
積
翠
寺
村
の
内
に
て
寺
領
三
七
〇
石
を
寄
進
す
る
旨
の
書
面
が
、

寺
社
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
。

　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
四
月
に
な
る
と
、
吉
保
は
、
黄
檗
山
萬
福
寺
八
世
の
悦
峯
道

章
に
開
山
を
依
頼
し
、
菩
提
寺
の
山
号
・
寺
号
を
龍
華
山
永
慶
寺
と
改
め
、
寺
領
と
し
て

三
七
〇
石
を
寄
進
し
た
。
ま
た
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
三
月
、伽
藍
の
造
営
が
着
手
さ
れ
、

七
月
に
は
棟
上
が
実
施
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
十
日
、
悦
峯
道
章
を
甲
府
に
迎
え
、
同
月

十
五
日
に
永
慶
寺
の
開
堂
の
儀
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
保
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
十
二
月
に
甲
斐
国
を
拝
領
し
て
か

ら
半
年
後
に
、
甲
斐
国
内
に
自
ら
の
菩
提
寺
の
建
立
を
発
願
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
当
初

は
菩
提
寺
を
臨
済
宗
寺
院
と
し
て
建
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
吉
保
の
黄
檗
宗
へ
の
帰

依
に
よ
り
、
黄
檗
宗
寺
院
と
し
て
建
立
し
た
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
永
慶
寺
が
所
蔵
す
る
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』
を
見
る
と
、「
永
慶
寺
様

其
砌　

御
意
ニ
ハ
龍
花
山
之
儀
者
深
ク
思
ひ
よ
り
ニ
而　

公
儀
江
申
立
候
、
唯
今
甲
斐
守

左
程
ニ
ハ
存
間
敷
候
、
第
一
子
孫
繁
栄
之
願
ニ
候
」
と
あ
り
、
吉
保
（
永
慶
寺
様
）
が
、

永
慶
寺
（
龍
花
山
）
の
建
立
を
深
く
志
し
幕
府
へ
そ
の
許
可
を
申
請
し
た
が
、
吉
保
の
跡

を
継
い
だ
子
息
の
吉
里
（
甲
斐
守
）
に
は
吉
保
と
比
較
し
て
そ
の
意
識
が
薄
か
っ
た
こ
と
、
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ま
た
吉
保
が
菩
提
寺
の
建
立
を
発
願
し
た
理
由
は
、
子
孫
繁
栄
の
祈
願
で
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
御
老
中
様
方
江
被
差
出
候
御
書
付
控
」
と
題
さ
れ

た
、
八
月
二
十
一
日
付
で
幕
府
老
中
宛
に
出
さ
れ
た
吉
保
（
松
平
美
濃
守
）
の
文
書
の
写

に
は
、「
甲
州
山
梨
郡
之
内
ニ
私
菩
提
所
一
寺
建
立
仕
度
候
、
古
跡
並
ニ
被　

仰
付
、
寺
領

等
永
々
迄
断
絶
無
之
様
ニ
仕
度
之
旨
達　

上
聞
候
」
と
あ
り
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
四
）

八
月
二
十
一
日
、
吉
保
が
、
将
軍
徳
川
綱
吉
に
よ
っ
て
菩
提
寺
を
古
跡
に
准
ず
る
旨
を
承

認
さ
れ
、
幕
府
老
中
に
こ
の
旨
を
届
け
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
く
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
永
慶
寺
様
ゟ
寺
社
御
奉
行
衆
江
被
遣
候

御
書
付
控
」
と
題
さ
れ
た
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
四
）
十
一
月
晦
日
付
で
寺
社
奉
行
の
鳥

居
忠
救
（
播
磨
守
）、三
宅
康
雄
（
備
前
守
）、堀
直
利
（
左
京
亮
）、本
多
忠
晴
（
弾
正
少
弼
）

宛
に
出
さ
れ
た
吉
保
（
松
平
美
濃
守
）
の
文
書
の
写
に
は
、「
於
甲
斐
国
山
梨
郡
岩
窪
村
菩

提
所
一
寺
新
規
ニ
建
立
、
寺
領
寄
付
之
儀
至
永
代
迄
断
絶
無
之
様
ニ
奉
願
候
、（
中
略
）
号

穏
々
山
霊
台
寺
、於
岩
窪
村
・
下
積
翠
寺
村
之
内
寺
領
三
百
七
拾
石
令
寄
付
之
候
」
と
あ
り
、

宝
永
二
年
（
一
七
〇
四
）
十
一
月
晦
日
、吉
保
は
、幕
府
寺
社
奉
行
に
宛
て
て
岩
窪
村
に
穏
々

山
霊
台
寺
を
建
立
し
、
岩
窪
村
・
下
積
翠
寺
村
（
山
梨
県
甲
府
市
）
に
て
三
七
〇
石
の
寺

領
を
寄
進
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』
の
記
載
内
容
を
と
お
し
て
、
永
慶
寺

は
、
吉
保
の
主
導
で
建
立
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
四
）
八
月
、
吉
保
は
徳
川
綱
吉
か
ら
永
慶
寺
を
古
跡
に
准
ず
る
寺
格
と
す
る
了
承

を
得
て
い
た
こ
と
や
、
吉
保
が
、
同
時
期
に
寺
領
の
寄
進
に
つ
い
て
幕
府
の
寺
社
奉
行
に

報
告
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た

（
5
（

。

　

こ
の
う
ち
、
永
慶
寺
を
古
跡
に
准
ず
る
件
は
、
幕
府
に
よ
る
新
寺
建
立
停
止
の
方
針
に

対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
四
月
、
幕
府
は
、

寛
永
辛
未
年
（
同
八
年
、
一
六
三
一
）
ま
で
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
を
古
跡
と
し
、
そ
れ
以

降
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
を
新
地
と
定
め
た

（
6
（

。
そ
し
て
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
五
月
九

日
、
寺
社
奉
行
が
、
天
台
宗
二
寺
・
真
言
宗
四
寺
・
禅
宗
四
十
九
寺
・
浄
土
宗
三
十
三
寺
・

日
蓮
宗
三
十
八
寺
・
一
向
宗
二
十
寺
の
、
合
計
百
四
十
六
か
寺
に
の
ぼ
る
新
地
の
寺
院
を
、

古
跡
と
し
て
遇
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
こ
の
他
の
新
地
の
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
を
停

止
す
る
旨
を
命
じ
た

（
（
（

。
ま
た
、同
年
七
月
に
は
、こ
れ
ま
で
に
建
立
さ
れ
た
新
地
の
寺
院
を
、

今
後
は
古
跡
に
准
ず
る
扱
い
と
す
る
一
方
、
新
規
に
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
や
、
新
地
の

う
ち
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
寺
院
を
再
興
し
た
り
、
庵
室
等
を
寺
院
と
す
る
こ
と
は
禁
止
す

る
旨
が
定
め
ら
れ
た

（
8
（

。

　

永
慶
寺
の
場
合
は
、元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
以
降
に
建
立
さ
れ
た
新
地
の
寺
院
と
な
り
、

本
来
で
あ
れ
ば
そ
の
建
立
が
禁
止
さ
れ
る
事
例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
吉
保
は
徳
川
綱
吉

に
願
い
出
て
、
永
慶
寺
を
古
跡
に
准
ず
る
待
遇
と
す
る
こ
と
で
、
建
立
の
許
可
を
得
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
永
慶
寺
の
建
立
を
幕
府
に
出
願
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
大
和
郡
山
市

教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
「
豊
田
家
史
料
」
中
の
各
文
書
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。

　
【
資
料
１

（
9
（

】

　
　
　
（
包
紙
付
箋
）「
此
壱
通
ハ
永
慶
寺
様
御
添
筆
」

　
　
　
（
端
裏
書
）「
永
慶
寺
様
御
添
筆
」

　
　
　

甲
州
山
梨
郡
之
内
ニ
私
菩
提
所
一
寺
建
立
仕
度
候
、
古
跡
並
ニ
被　

仰
付
寺
領
等

　
　
　

�［
も
御
朱
印
を
頂
戴
不
仕
候
得
共
］
永
々
迄
無
断
絶
無
之
様
［
寄
附
］
仕
度
［
候
段
］

旨
［
右
之
段
］
達　

上
聞
候
処
ニ
可
任
其
意
旨
被
仰
出
［
候
間
］
難
有
仕
合
奉
存
候
、

寺
社
奉
行
衆
江
右
之
趣
書
留
置
被
申
候
様
御
通
達
頼
入
候
、
寺
号
并
寺
領
之
儀
者

追
而
寺
社
奉
行
衆
江
可
申
達
候
、
以
上

　
　
　
　

八
月
廿
一
日　
　

松
平
美
濃
守
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資
料
１
は
、
幕
府
老
中
に
宛
て
た
と
考
え
ら
れ
る
吉
保
の
文
書
の
写
で
あ
る
。［　

］

内
は
、
見
せ
消
ち
に
よ
っ
て
抹
消
が
施
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。
内
容
は
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
八
月
二
十
一
日
、吉
保
が
甲
斐
国
山
梨
郡
内
に
て
菩
提
寺
の
建
立
を
希
望
し
、

菩
提
寺
が
、
古
跡
の
寺
院
と
同
様
に
遇
さ
れ
る
と
と
も
に
、
寺
領
を
寄
進
し
た
い
と
の
吉

保
の
意
向
が
徳
川
綱
吉
に
報
告
さ
れ
、
綱
吉
か
ら
了
承
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
旨
を
寺
社
奉
行
へ
通
達
す
る
よ
う
、
吉
保
が
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
寺
号

と
寺
領
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
寺
社
奉
行
に
報
告
す
る
と
あ
る
。

　

資
料
１
は
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
お
よ
び
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次

第
』
の
い
ず
れ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
両
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
複
数
の
抹
消
部

分
が
あ
る
よ
う
に
、
資
料
１
は
幕
府
に
提
出
し
た
文
書
の
草
稿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

抹
消
さ
れ
た
箇
所
に
は
、「
御
朱
印
を
頂
戴
不
仕
候
得
共
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
慶
寺
の

建
立
と
寺
領
の
寄
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
め
る
将
軍
の
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
徳
川
綱
吉
の
口
答
に
よ
っ
て
承
諾
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
慶
寺
の
建
立
と
寺
領
の
寄
進
は
、
綱
吉
と
吉
保
と
の
親
密
な

関
係
を
背
景
に
実
現
し
、
綱
吉
一
代
の
間
に
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
十
五
日
に
開
堂
し
た
永
慶

寺
の
伽
藍
配
置
と
諸
堂
舎
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
永
慶
寺
が
所
蔵
す
る
「
永
慶

寺
境
内
図
」
の
写
本
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
き
た
。

　

本
図
に
は
、
境
内
の
南
に
惣
門
を
置
き
、
そ
の
奥
に
天
王
堂
を
設
け
、
中
央
に
は
二
重

屋
根
の
仏
殿
を
配
置
す
る
と
も
に
、
仏
殿
の
北
に
は
方
丈
、
西
に
は
禅
堂
と
祠
堂
、
東
に

は
鐘
楼
と
斎
堂
を
配
置
し
た
、
永
慶
寺
の
伽
藍
配
置
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
渡
辺

氏
は
、
永
慶
寺
に
は
三
門
や
法
堂
が
無
い
も
の
の
、
本
山
で
あ
る
萬
福
寺
と
概
ね
類
似
し

た
伽
藍
配
置
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
（1
（

。

　

さ
ら
に
、
仏
殿
を
は
じ
め
と
す
る
永
慶
寺
の
諸
堂
舎
の
状
況
は
、
永
慶
寺
が
所
蔵
す
る

『
龍
華
山
永
慶
寺
諸
伽
藍
目
録
』（
図
１
）
に
図
面
お
よ
び
仕
様
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
渡
辺
氏
は
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
に
よ
っ
て
、
永
慶
寺
の
仏

具
や
調
度
が
、
吉
保
の
寄
贈
に
よ
る
ほ
か
、
京
都
・
江
戸
・
甲
斐
国
の
三
か
所
に
分
け
て

調
達
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
（（
（

。
こ
の
う
ち
、
京
都
で
制
作
さ
れ
た
と
い
う
本
尊
の

釈
迦
如
来
像
お
よ
び
迦
葉
菩
薩
・
阿
難
菩
薩
の
両
脇
持
像
、
ま
た
韋
駄
天
像
や
伽
藍
神
と

さ
れ
る
華
光
菩
薩
像
、
祖
師
像
と
さ
れ
る
達
磨
像
、
さ
ら
に
木
魚
や
雲
版
と
い
っ
た
仏
具

は
、
現
在
も
永
慶
寺
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

第
五
章
で
報
告
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
甲
斐
国
に
て
鋳
造
さ
れ
た
と
い
う
「
大
鐘
」

は
、
現
在
、
恵
林
寺
に
伝
来
し
て
い
る
。

図１　『龍華山永慶寺諸伽藍目録』
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こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
、
永
慶
寺
の
諸
堂
舎
の
遺
構
は
、
ほ
ぼ
遺
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の

（
（1
（

、
仏
像
や
仏
具
を
と
お
し
て
、
甲
府
時
代
に
お
け
る
同
寺
の
状
況
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
２
）
柳
沢
家
の
郡
山
転
封
と
永
慶
寺

　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
三
月
十
一
日
、
吉
保
の
跡
を
継
ぎ
甲
府
藩
主
と
な
っ
て
い
た

吉
里
は
、
徳
川
吉
宗
が
八
代
将
軍
と
な
っ
て
い
た
幕
府
に
よ
っ
て
、
大
和
国
郡
山
へ
の
転

封
を
命
じ
ら
れ
、
同
年
六
月
十
一
日
に
、
柳
沢
家
家
中
は
二
十
年
間
に
わ
た
り
支
配
し
て

き
た
甲
斐
国
を
明
け
渡
し
、
郡
山
へ
と
出
立
し
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
永
慶
寺
は
柳
沢

家
と
と
も
に
郡
山
へ
と
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
の
状
況
の
推
移
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

　

○
永
慶
寺
の
寺
領
安
堵
へ
の
対
応

　

ま
ず
、
甲
斐
国
に
お
け
る
柳
沢
家
の
知
行
高
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。『
楽
只
堂

年
録
』
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
十
二
月
二
十
一
日
条
に
よ
る
と
、
同
日
に
、
吉
保
は

将
軍
綱
吉
か
ら
甲
府
城
お
よ
び
甲
斐
・
駿
河
（
静
岡
県
東
部
）
両
国
の
内
に
お
い
て

一
五
万
一
二
八
八
石
余
の
所
領
を
拝
領
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）

三
月
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
同
日
に
吉
保
は
駿
河
国
内
の
所
領
を
返
上
し
、
改
め
て
甲
斐

国
三
郡
（
山
梨
・
八
代
・
巨
摩
）
を
拝
領
し
て
、甲
府
盆
地
を
中
心
と
し
た
国
中
地
域
の
う
ち
、

笛
吹
川
以
東
の
地
域
を
加
増
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
柳
沢
家
の
表
高
は
一
五
万
一
二
八
八

石
余
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
が
、
内
高
が
七
万
七
四
七
七
石
余
増
加
し
、
実
際
の
石
高
は

二
二
万
八
七
六
五
石
余
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（
（1
（

。

　

こ
の
柳
沢
家
の
知
行
高
の
内
か
ら
、
永
慶
寺
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
寺
領
三
七
〇
石
が

寄
進
さ
れ
た
。
次
の
資
料
は
、「
豊
田
家
史
料
」
中
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
永
慶
寺
の
寺
領
に

関
す
る
文
書
の
写
で
あ
る
。

【
資
料
２

（
（1
（

】

　
　
（
端
裏
付
箋
）「
永
慶
寺
様
ゟ
寺
社
御
奉
行
衆
江
被
差
出
候
御
書
付
控
」

　
　

甲
斐
国
山
梨
郡
岩
窪
村
禅
宗
黄
檗
山
萬
福
寺
末
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
慶
寺

　
　

右
寺
領
三
百
七
拾
石

　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

百
拾
弐
石
六
斗
六
升　
　
　
　
　

岩
窪
村

　
　
　
　
　

弐
百
三
拾
五
石
五
斗
九
升
九
合　

下
積
翠
寺
村

　
　
　
　
　

弐
拾
壱
石
七
斗
四
升
壱
合　
　
　

日
影
村
之
内

　
　
　

右
山
林
境
内
諸
役
免
除
仕
候

【
資
料
３

（
（1
（

】

　
　
（
端
裏
付
箋
）「
屋
形
様
ゟ
龍
華
山
江
之
御
朱
印
控
」

　
　

保
山
公
於
甲
斐
国
山
梨
郡
岩
窪
村
創
立
禅
寺
号
龍
華
山
永
慶
寺
令
掲
大
光
普
照
国
師

之
法
燈
、
定
当
家
之
菩
提
所
點
岩
窪
村
・
下
積
翠
寺
村
・
日
影
村
之
内
都
合
三
百
七

拾
石
之
地
、

目
録
在

別
帋
、

寄
附
之
訖
、
全
可
被
領
納
之
往
年
達
事
之
由
于

　
　

常
憲
大
君
之
台
聴
、
準
古
跡
永
不
可
断
絶
之
旨
蒙

　
　

台
許
宝
永
乙
酉
八
月
廿
一
日
於
江
戸

　
　

営
中
老
臣
列
坐
之
節
伝
達
其
旨
令
記
載
于
寺
社
奉
行
職
掌
帳
簿
畢
、
更
以
験
記
如
件

　
　

宝
永
七
年
庚
寅
八
月　

日　
（
付
箋
）「

御
名
乗
ハ
不
被
遊
、

御
朱
印
計

」
御
名
乗　

之
御
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　

永
慶
寺
方
丈

　

資
料
２
は
、
柳
沢
家
が
永
慶
寺
に
対
し
て
、
岩
窪
村
・
下
積
翠
寺
村
・
日
影
村
（
下
積

翠
寺
村
日
影
組
）
の
内
に
て
三
七
〇
石
の
寺
領
を
寄
進
し
、
同
寺
の
山
林
や
境
内
に
賦
課

さ
れ
た
諸
役
の
負
担
を
免
除
す
る
こ
と
を
記
し
た
寺
領
目
録
で
あ
る
。
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ま
た
、
資
料
３
に
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
、
吉
里
（
屋
形
様
）
が
永
慶
寺

に
対
し
て
、
資
料
２
の
目
録
に
て
寺
領
を
寄
進
す
る
と
と
も
に
、
同
寺
が
徳
川
綱
吉
（
常

憲
大
君
）
か
ら
古
跡
に
準
ず
る
待
遇
を
許
可
さ
れ
、
宝
永
二
年
（
乙
酉
）
八
月
二
十
一
日

に
老
中
列
座
の
も
と
で
そ
の
旨
が
披
露
さ
れ
、
寺
社
奉
行
が
所
管
す
る
帳
簿
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
資
料
２
、
資
料
３
に
よ
り
、
永
慶
寺
に
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
同
寺
の
経
営

が
図
ら
れ
た
が
、
こ
の
寺
領
の
扱
い
に
つ
い
て
、
柳
沢
家
が
幕
府
と
交
渉
し
た
内
容
が
、

次
の
資
料
４
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
４

（
（1
（

】

　
　
（
端
裏
付
箋
）「
永
慶
寺
様
御
隠
居
以
後
御
老
中
様
方
江
差
遣
候
御
書
付
控
」

　
　
　
　

覚

　
　

同
姓
甲
斐
守
領
地
甲
州
山
梨
郡
岩
窪
村
ニ
而
、
私
菩
提
所
建
立
仕
度
段
奉
願
候
所
、

願
之
通
被　

仰
出
、
宝
永
二
年
酉
八
月
廿
一
日
別
帋
之
書
附
御
老
中
江
指
出
シ
申
候
、

其
以
後
寺
号
永
慶
寺
、
寺
領
三
百
七
拾
石
寄
附
仕
候
段
寺
社
奉
行
衆
江
申
達
候
、
御

朱
印
可
奉
願
と
存
候
処
、
彼
是

　
　

公
儀
御
用
多
被
成
御
座
候
ニ
付
、
見
合
罷
在
候
内
、
私
義
願
之
通
隠
居
被　

仰
付
候
、

其
以
後
先
御
代
御
朱
印
被
下
候
御
席
御
座
候
得
共
、
其
砌
甲
斐
守
領
地
国
高
之
通
被

　
　
　

仰
附
被
下
候
様
ニ
奉
願
候
ニ
付
、
彼
是
願
多
ク
申
上
候
段
、
如
何
と
指
控
延
引
仕

候
、
寺
領
別
帋
書
付
之
通
御
朱
印
頂
戴
仕
度
奉
願
候
、
右
寺
領
甲
斐
守
高
拾
五
万
千

弐
百
八
拾
八
石
余
之
外
、
七
万
七
千
四
百
七
拾
七
石
余
之
内
高
之
内
ニ
而
寄
附
仕
候
、

御
席
之
節
願
之
通
被　

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
同
姓
甲
斐
守
方
ゟ

奉
願
可
然
候
ハ
ヽ
御
内
意
被
仰
聞
可
被
下
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
保
山

　
　
（
付
箋
）「
此
末
御
老
中
様
差
出
し　

月
日
」

　

資
料
４
は
、
吉
保
（
松
平
保
山
）
が
幕
府
老
中
に
宛
て
て
送
っ
た
覚
書
の
写
で
あ
る
。

本
文
書
に
よ
る
と
、
吉
保
は
、
永
慶
寺
に
寄
進
し
た
寺
領
を
安
堵
す
る
将
軍
の
朱
印
状
発

給
を
要
望
し
て
き
た
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
進
展
が
見
ら
れ
な
い
間
に
、
吉
保
は
隠
居

の
身
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
吉
里
（
甲
斐
守
）
の
代
に
な
っ
て
か
ら
、
柳
沢
家
の

表
高
に
内
高
を
編
入
す
る
要
望
を
優
先
し
た
た
め
、
朱
印
状
発
給
の
要
望
は
先
送
り
さ
れ

て
い
た
が
、
改
め
て
朱
印
状
の
発
給
を
出
願
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
永
慶
寺
の
寺
領
に
つ
い
て
、
本
文
書
に
は
「
寺
領
甲
斐
守
高
拾
五
万
千
弐

百
八
拾
八
石
余
之
外
、
七
万
七
千
四
百
七
拾
七
石
余
之
内
高
之
内
ニ
而
寄
附
仕
候
」
と
あ

り
、
寺
領
は
、
柳
沢
家
の
内
高
七
万
七
四
七
七
石
余
の
内
か
ら
寄
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
吉
保
は
、
柳
沢
家
の
表
高
が
分
知
さ
れ
ず
減
少
し
な
い
ま
ま
、
永
慶
寺
の

寺
領
の
安
堵
を
得
る
こ
と
を
図
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
幕
府
は
柳
沢
家
の
表
高
の
修
正
を
承
認
せ
ず
、
ま
た
、
永
慶
寺
の
寺

領
安
堵
に
関
す
る
朱
印
状
も
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
吉
保
は

ど
の
よ
う
な
方
針
を
考
え
て
い
た
の
か
。
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
の
が
、
次
の
資
料
５
で

あ
る
。

【
資
料
５

（
（1
（

】

　
　

其
方
、薮

田　
阿
波
事

、
随
分
と
龍
花
山
之
儀
世
話
仕
、
末
々
迄
麁
抹
ニ
無
之
様
ニ
郡
代
山
口

八
兵
衛
を
も
申
付
、
寺
領
納
リ
方
等
万
事
世
話
可
為
仕
候
、
龍
花
山　

公
儀
江
折
を

御
見
合
、
御
朱
印
御
願
可
被
成
候
、
国
替
と
申
事
ハ
中
々
有
間
敷
事
ニ
被　

思
召
候

得
共
、
万
々
一
い
か
様
成
儀
ニ
而
又
有
間
敷
も
の
ニ
而
も
無
之
候
、
其
節
者　

公
儀

江
甲
斐
守
願
上
ケ
、
龍
華
山
其
儘
差
置
、
扨
又
何
国
江
替
リ
候
而
も
只
今
之
寺
領
程

金
子
ニ
而
遣
し
、　

真
光
院
年
忌
又
ハ
自
分
百
年
後
法
事
等
之
節
ハ
名
代
等
差
遣
し
、

相
応
ニ
其
度
々
法
事
料
も
遣
候
得
者
、
書
済
何
之
差
支
有
間
敷
候
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資
料
５
に
よ
る
と
、
吉
保
は
、
家
老
薮
田
重
守
と
郡
代
山
口
八
兵
衛
に
対
し
て
、
永
慶

寺
が
末
代
ま
で
存
続
で
き
る
よ
う
寺
領
寄
進
の
対
応
を
指
示
し
、
幕
府
に
寺
領
を
安
堵
す

る
将
軍
の
朱
印
状
発
給
を
要
望
し
た
。
そ
し
て
、
柳
沢
家
が
転
封
（
国
替
）
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
吉
里
（
甲
斐
守
）
が
幕
府
に
永
慶
寺
を
そ
の
ま
ま
甲
斐
国
に
残
し
た
い
旨
を
出

願
し
、
柳
沢
家
が
寺
領
三
七
〇
石
に
相
当
す
る
金
子
を
永
慶
寺
に
仕
送
り
し
て
、
自
ら
と

正
室
の
定
子
（
真
光
院
）
の
遠
忌
に
名
代
を
派
遣
し
て
供
養
す
る
よ
う
意
図
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寺
領
安
堵
の
朱
印
状
を
取
得
で
き
な
い
ま
ま
、
柳
沢
家
が
甲
斐
国
か
ら

転
封
と
な
っ
た
場
合
、
永
慶
寺
の
寺
領
が
維
持
さ
れ
ず
、
甲
斐
国
内
に
お
け
る
同
寺
の
存

続
は
困
難
と
な
る
こ
と
が
、
柳
沢
家
家
中
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
吉
保
は
、
た
と
え
柳
沢
家
が
転
封
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
永
慶
寺
を
甲
斐
国
に

永
続
さ
せ
る
意
志
を
示
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
自
ら
が
甲
斐
源
氏
の
末
裔
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
強
く
持
っ
て
い
た
吉
保
は
、
生
前
に
一
度
も
甲
斐
国
を
来
訪
す
る
こ

と
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
い
わ
ば
「
先
祖
の
地
」
で
あ
る
甲
斐
国
に

自
ら
の
菩
提
寺
と
霊
廟
を
末
代
ま
で
遺
し
て
お
き
た
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

（
（1
（

。

　

○
吉
保
夫
妻
の
逝
去
と
永
慶
寺
の
郡
山
移
転

　

吉
里
の
公
用
日
記
で
あ
る
柳
沢
文
庫
蔵
『
福
寿
堂
年
録
』
に
よ
る
と
、
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）
九
月
五
日
、
定
子
が
江
戸
下
屋
敷
（
六
義
園
）
に
て
五
十
三
歳
で
没
し
、
九

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
永
慶
寺
で
葬
儀
が
実
施
さ
れ
た
。
翌
正
徳
四
年

（
一
七
一
四
）
四
月
五
日
に
は
、
永
慶
寺
に
設
け
ら
れ
た
塔
頭
の
真
光
庵
に
、
定
子
の
位
牌

が
安
置
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
同
年
九
月
二
十
七
日
、
吉
保
は
持
病
が
再
発
し
て
病
床
に
伏
す
よ
う
に
な

り
、
十
一
月
二
日
、
六
義
園
に
て
五
十
七
歳
で
没
し
た
。
吉
保
の
遺
骸
は
江
戸
を
出
発
し
、

十
一
月
十
二
日
、
甲
府
城
追
手
門
外
で
吉
里
の
見
送
り
を
受
け
た
後
、
永
慶
寺
に
到
着
し

た
。
そ
し
て
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
、
悦
峯
道
章
に
よ
り
葬
儀
が
催

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
永
慶
寺
は
、
名
実
と
も
に
吉
保
の
菩
提
寺
と
し
て
、
吉
保
夫
妻
の
廟
所
が

設
け
ら
れ
、
位
牌
が
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
十
年
後
に
あ
た
る
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）、
先
述
し
た
よ
う
に
、
柳
沢
家
は
幕
府

よ
り
郡
山
へ
の
転
封
を
命
じ
ら
れ
、資
料
５
で
吉
保
が
案
じ
た
事
態
が
現
実
の
こ
と
と
な
っ

た
。
永
慶
寺
は
、
同
年
四
月
三
日
か
ら
約
四
十
日
間
を
か
け
て
諸
堂
舎
が
破
却
さ
れ
、
こ

の
内
、
仏
殿
は
大
泉
寺
（
甲
府
市
）
に
移
築
さ
れ
た
と
い
う

（
（1
（

。
永
慶
寺
に
設
け
ら
れ
た
吉

保
夫
妻
の
霊
廟
に
つ
い
て
、
次
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
６

（
11
（

】

　
　

一
筆
啓
上
仕
候
、
貴
躰
愈
御
堅
寧
被
成
御
座
珍
重
御
儀
奉
存
候
、
然
者
今
般
甲
斐
守

殿
就
御
国
替
、
龍
華
山
之
儀
者
御
菩
提
所
御
座
候
付
御
引
払
、
和
州
郡
山
江
御
移
被

成
候
、
依
之
永
慶
寺
殿
・
真
光
院
殿
御
遺
骸
者
、
当
国
之
内
恵
林
寺
江
改
葬
被
成
候
、

御
残
念
ニ
者
思
召
候
得
共
、
不
被
得
止
事
御
書
御
座
候
、
右
之
趣
委
曲
龍
華
山
両
房

ゟ
役
僧
を
以
被
申
越
候
、
御
承
知
被
成
候
様
ニ
奉
存
候
、
恐
惶
頓
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
沢
筑
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

邦
守
（
花
押
）

　
　

三
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

柳
沢
権
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
誠
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
石
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
晴
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
主
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
信
（
花
押
）

　
　

悦
峯
大
和
尚
様
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侍
者
御
中

　

資
料
６
は
、
薮
田
重
守
の
子
で
あ
る
柳
沢
邦
守
ほ
か
、
柳
沢
家
の
家
老
が
連
署
し
て
永

慶
寺
開
山
の
悦
峯
道
章
に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
吉
里
（
甲
斐
守
）
の

転
封
に
よ
り
、
永
慶
寺
（
龍
華
山
）
は
菩
提
寺
と
し
て
郡
山
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、吉
保
（
永
慶
寺
殿
）・
定
子
（
真
光
院
殿
）
の
遺
骸
は
恵
林
寺
に
改
葬
す
る
こ
と
と
な
っ

た
旨
を
悦
峯
に
伝
え
て
い
る
。
資
料
中
、「
御
残
念
ニ
者
思
召
候
得
共
、
不
被
得
止
事
御
書

御
座
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、吉
里
自
身
も
悦
峯
に
書
状
（
御
書
）
を
送
っ
て
お
り
、

こ
の
措
置
を
残
念
で
あ
る
が
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
様
子
が
わ
か

る
。

　

こ
う
し
て
、
同
年
四
月
十
二
日
、
永
慶
寺
の
境
内
に
設
け
ら
れ
た
吉
保
・
定
子
夫
妻
の

廟
所
は
恵
林
寺
に
改
葬
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
永
慶
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
、
夫
妻
が
生

前
に
愛
用
し
て
い
た
短
刀�

銘
備
州
長
船
倫
光
（
重
要
文
化
財
）
や
花
菱
紋
蒔
絵
鞍
・
菊
蒔

絵
香
道
具
・
菊
唐
草
蒔
絵
化
粧
道
具
（
以
上
、
山
梨
県
指
定
文
化
財
）
な
ど
の
調
度
品
お

よ
び
同
寺
の
梵
鐘
（
同
）
は
、
恵
林
寺
に
移
管
さ
れ
た

（
1（
（

。

　

一
方
、『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』
に
は
、「
御
木
尊
像
御
二
方
様
共
に
、
江
戸
表
龍

花
庵
御
安
置
、
両
御
位
牌
并　

霊
樹
院
様
御
位
牌
者
郡
山
龍
花
庵
御
安
置
」
と
あ
り
、
永

慶
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
木
造�

柳
沢
吉
保
・
同
夫
人
像
は
江
戸
に
設
け
ら
れ
た
と
い
う
龍
華

庵
に
運
ば
れ
、
夫
妻
の
位
牌
は
吉
里
の
生
母
で
あ
る
吉
保
側
室
の
染
子
（
霊
樹
院
）
の
位

牌
と
と
も
に
郡
山
の
龍
華
庵
に
安
置
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
内
、
吉
保
夫
妻
の
木
像
は
、

現
在
、
永
慶
寺
に
伝
来
す
る
木
像
（
巻
頭
図
版
４
、５
）
に
該
当
し
て
お
り
、
後
世
に
改
め

て
江
戸
か
ら
郡
山
へ
と
移
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、『
龍
華
山
御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
仏
像

や
仏
具
の
内
、
い
く
つ
か
は
現
在
も
永
慶
寺
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
主
に
黄
檗
宗
の
仏
事

や
信
仰
に
関
わ
る
品
々
は
郡
山
に
運
ば
れ
、
吉
保
夫
妻
の
供
養
に
関
す
る
品
々
は
恵
林
寺

に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』
に
は
、「
御
所
替
之
節
、
龍
花
山
郡
山
江
御
引
被
成

度
段
御
書
付
を
以
御
伺
被
成
候
処
、
可
為
勝
手
次
第
と
御
伺
書
ニ
御
附
紙
ニ
而
御
用
番
様

よ
り
御
留
守
居
江
御
渡
被
成
候
」
と
あ
り
、
吉
里
は
、
永
慶
寺
を
郡
山
に
移
転
し
た
い
旨

を
幕
府
に
願
い
出
て
、
幕
府
か
ら
許
可
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
、
永
慶
寺
は
郡
山
に
て
直
ち
に
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
伝
え
る
の
が
、

次
の
資
料
７
で
あ
る
。

【
資
料
７

（
11
（

】

　
　
　
　
　

享
保
十
八
丑
年
八
月
悦
峯
和
尚
願
書
写

　
　
　

御
役
人
中
江
差
出
申
度
存
候
得
共
、
面
立
候
付
先
御
自
分
迄
差
出
し
候

　
　
　
　
　
　
　
　

相
願
候
覚

　
　

一�

、
龍
花
山
者　

永
慶
寺
殿
為
御
菩
提
所
御
建
立
被
成
、
永
々
断
絶
無
之
様
ニ
と
深
キ

思
召
御
座
候
而
、

　
　
　

�

公
儀
迄
被
仰
達
、
古
跡
並
ニ
相
極
候
、
依
然
御
国
替
以
後
、
於
郡
山
茂
致
相
続
候

様
ニ
御
願
申
上
度
存
罷
在
候
得
共
、
時
節
柄
御
不
勝
手
ニ
被
成
御
座
候
儀
を
も
存

罷
在
候
故
、
時
節
を
見
合
罷
在
候
得
共
、
拙
僧
儀
段
々
致
老
衰
、
已
ニ
左
之
趣
も

口
上
書
認
入
、

　
　
　

�

本
山
役
者
証
宗
真
光
院
江
参
候
而
、
私
迄
物
語
仕
候
者
、
近
年
五
百
羅
漢
繁
栄
い

た
し
候
、
此
外
新
地
願
申
候
得
ハ
、
願
之
通
数
多
相
叶
申
候
、
龍
華
山
之
儀
者
古

跡
之
通

　
　
　

�

公
儀
相
済
、
末
寺
帳
ニ
も
相
載
、
格
別
之
儀
ニ
御
座
候
、
本
山
住
職
杲
堂
和
尚
何

と
そ
龍
花
庵
前
々
之
通
被

　
　
　

�
仰
付
被
下
候
様
ニ
と　

甲
斐
守
様
江
御
願
申
上
覚
悟
ニ
而
、
心
底
之
程
ハ
悦
峯
和

尚
江
具
ニ
申
談
候
、
然
所
杲
堂
先
頃
不
幸
ニ
御
座
候
、
右
之
御
願
を
も
不
被
申
上
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候
而
、
別
而
拙
僧
共
迄
も
残
念
至
極
御
座
候
、
龍
華
山
只
今
庵
号
ニ
罷
成
候
段
、

一
流
一
同
ニ
歎
敷
存
候
段
御
察
可
被
下
候
、
新
地
さ
へ
段
々
出
来
仕
候
処
、
龍
花

山
庵
号
ニ
成
候
儀
、
気
之
毒
千
万
、
其
段
者
可
申
様
無
御
座
候
由
申
聞
候
、
誠
杲

堂
和
尚
遺
言
程
之
様
ニ
相
聞
申
候
事
ニ
御
座
候
、
以
上

　

資
料
７
は
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
八
月
、
悦
峯
道
章
が
永
慶
寺
（
龍
華
庵
）
の

再
建
を
薮
田
重
守
に
要
請
し
た
願
書
の
写
で
あ
る
。
悦
峯
は
永
慶
寺
の
再
建
を
待
ち
続
け

て
い
た
が
、
自
ら
が
老
衰
の
域
に
達
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
新
地
の
寺
院
の
建
立

が
承
認
さ
れ
る
中
、
同
寺
は
幕
府
よ
り
古
跡
に
准
ず
る
待
遇
を
受
け
て
お
り
、
萬
福
寺
の

末
寺
帳
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
寺
の
再
建
を
萬
福
寺
九
代
住
持
の
杲
堂
元
昶
が

吉
里
（
甲
斐
守
）
に
出
願
す
る
意
向
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
杲
堂
が
亡
く
な
り
実
現
し

な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
永
慶
寺
を
龍
華
庵
と
い
う
庵
号
に
改
称
し
た
こ
と
は
残
念
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
資
料
中
に
「
御
国
替
以
後
、
於
郡
山
茂
致
相
続
候
様
ニ
御
願
申
上
度
存
罷
在

候
得
共
、
時
節
柄
御
不
勝
手
ニ
被
成
御
座
候
儀
を
も
存
罷
在
候
故
、
時
節
を
見
合
罷
在
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
悦
峯
は
、
郡
山
転
封
に
と
も
な
い
柳
沢
家
が
「
時
節
柄
御
不
勝
手
」
で

あ
る
こ
と
に
配
慮
し
、永
慶
寺
再
建
の
「
時
節
を
見
合
」
せ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
資
料
７
よ
り
、
悦
峯
は
、
永
慶
寺
が
郡
山
に
て
早
期
に
再
建
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
、『
甲
斐
国
志
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
吉
里
が
幕
府
に
よ
る
新
寺
建
立
停

止
の
方
針
に
従
っ
た
た
め
で
は
な
く
、
柳
沢
家
の
「
不
勝
手
」
す
な
わ
ち
財
政
的
な
問
題

に
起
因
す
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
名
の
転
封
に
は
、
新
し
い
知

行
地
へ
藩
主
や
家
中
一
同
が
向
か
う
際
の
行
列
や
諸
道
具
の
運
送
、
さ
ら
に
は
幕
閣
や
周

辺
の
諸
大
名
へ
の
挨
拶
や
、
旧
知
行
地
に
お
け
る
借
用
金
の
返
済
な
ど
、
獏
大
な
出
費
を

と
も
な
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
柳
沢
家
も
、
転
封
に
際
し
て
、
甲
斐
国
の
人
々
か
ら
の

借
用
金
を
全
て
完
済
し
た
と
い
う

（
11
（

。
し
た
が
っ
て
、
転
封
時
の
柳
沢
家
に
、
新
知
行
地
に

お
け
る
菩
提
寺
の
再
建
に
要
す
る
財
政
的
な
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ

う
。

　

な
お
、
悦
峯
は
、
自
ら
の
住
房
を
真
光
院
と
称
し
て
お
り
、
永
慶
寺
の
郡
山
移
転
に
際

し
て
、
同
寺
の
塔
頭
で
あ
っ
た
定
子
の
菩
提
寺
真
光
院
を
本
山
の
萬
福
寺
に
引
き
取
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、『
龍
華
山
永
慶
寺
諸
伽
藍
目
録
』
や
絹
本
著
色�

柳

沢
吉
保
像
が
真
光
院
に
伝
来
し
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
資
料
７
の
悦
峯
の
願
書
に
添
え
ら
れ
た
「
口
上
覚
」
に
は
、「
龍
花
山
ニ
安
置
之

仏
像
、
土
蔵
ニ
入
込
被
差
置
候
由
、
先
年
承
候
付
、
以
之
外
之
儀
と
其
段
柳
沢
権
大
夫
方

迄
拙
僧
存
念
申
遣
候
処
、
程
々
挨
拶
も
無
之
候
」
と
あ
り
、
永
慶
寺
の
仏
像
は
、
郡
山
移

転
後
に
土
蔵
に
収
蔵
さ
れ
、
悦
峯
が
柳
沢
家
家
老
の
柳
沢
保
誠
（
権
大
夫
）
に
抗
議
し
て

も
対
応
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う

（
11
（

。

　

そ
の
後
、柳
沢
家
の
郡
山
転
封
か
ら
十
五
年
が
経
過
し
た
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
三
月
、

永
慶
寺
は
郡
山
に
て
再
建
さ
れ
た
。『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』
に
は
、「
元
文
四
未
年

三
月
、
郡
山
竜
華
庵
御
本
堂
御
懸
額
、
同
四
月
諸
仏
像
御
安
置
、
同
九
月
二
日
、
香
厳
殿

新
タ
ニ
御
出
来　

御
遷
座
」
と
あ
り
、
同
年
三
月
に
本
堂
に
扁
額
（
大
和
郡
山
市
指
定
文

化
財
）
が
懸
け
ら
れ
、
ま
た
四
月
に
は
仏
像
が
堂
舎
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
九
月
二

日
に
香
厳
殿
が
新
た
に
造
営
さ
れ
、
吉
保
夫
妻
の
木
像
や
位
牌
が
「
遷
座
」
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
転
封
か
ら
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
永
慶
寺
は
、
再
び
吉
保
の
菩
提
寺

と
し
て
郡
山
の
地
で
そ
の
法
燈
を
守
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
永
慶
寺
の
創
建
と
郡
山
移
転
に
つ
い
て
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
と

お
し
て
考
察
し
た
。
こ
の
結
果
、
永
慶
寺
は
、
吉
保
の
主
導
で
建
立
が
進
め
ら
れ
、
吉
保

と
将
軍
徳
川
綱
吉
と
の
親
密
な
関
係
を
背
景
に
、
綱
吉
か
ら
永
慶
寺
を
古
跡
に
准
ず
る
許

可
を
得
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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第六章　永慶寺の創建と郡山移転

　

ま
た
、
吉
保
・
吉
里
父
子
は
、
永
慶
寺
が
末
代
ま
で
甲
斐
国
で
存
続
で
き
る
よ
う
、
寺

領
の
安
堵
を
認
め
る
将
軍
の
朱
印
状
取
得
を
要
望
し
た
が
、
柳
沢
家
の
表
高
の
変
更
問
題

が
影
響
し
、
幕
府
へ
の
申
請
が
滞
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
永
慶
寺
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
お
け
る
柳
沢
家
の
郡
山
転
封
に
と

も
な
い
、
同
じ
く
郡
山
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
岩
窪
村
に
造
営
さ
れ
た
伽
藍
が
破
却

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
甲
斐
国
志
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
幕
府
に
よ
る
新
寺
建

立
停
止
の
方
針
を
受
け
た
措
置
で
は
な
く
、
朱
印
状
取
得
が
実
現
し
な
か
っ
た
た
め
寺
領

の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
郡
山
移
転
後
も
、

転
封
に
と
も
な
う
柳
沢
家
の
財
政
事
情
に
よ
り
、
同
寺
の
再
建
に
は
長
期
間
を
要
し
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
永
慶
寺
の
郡
山
移
転
に
関
す
る
柳
沢
家
や
萬
福
寺
の
対
応
は
、
大
名

の
転
封
に
際
し
て
と
ら
れ
る
措
置
や
、
近
世
の
寺
院
制
度
を
考
え
る
際
に
、
参
考
と
な
る

事
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
、
永
慶
寺
を
と
お
し
て
甲
斐
国
に
伝
わ
っ
た
黄
檗

宗
の
信
仰
や
文
化
は
、
郡
山
の
永
慶
寺
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ

た
。
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
柳
沢
家
統
治
期
の
甲
斐
国
の
状
況
を
考
察
す
る
た
め
に
も
、

今
後
、
大
和
郡
山
市
内
に
お
け
る
資
料
調
査
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

註（
1
）『
甲
斐
国
志
』
第
二
巻
（
大
日
本
地
誌
大
系
四
五
、
雄
山
閣
、
一
九
七
〇
年
）
巻
之
四
十
五
古
跡

部
第
八
。

（
（
）
渡
辺
洋
子
「
龍
華
山
永
慶
寺
の
建
築
に
つ
い
て
」（『
甲
府
市
史
研
究
』
八
、一
九
九
〇
年
）。『
甲

府
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
近
世
（
甲
府
市
役
所
、
一
九
九
二
年
）
第
一
章
第
四
節
三
「
甲
府
城

殿
舎
と
永
慶
寺
の
造
営
」。

（
（
）
沼
田
晃
佑
「
柳
沢
吉
保
と
永
慶
寺
」（『
甲
斐
』
一
二
〇
、二
〇
〇
九
年
）。

（
4
）
渡
辺
前
掲
註
（
２
）
論
文
。

（
5
）
な
お
、
永
慶
寺
が
古
跡
に
准
ず
る
旨
を
将
軍
徳
川
綱
吉
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
件
は
、『
龍
華
山

御
建
立
以
来
諸
色
書
留　

一
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
渡
辺
前
掲
註
（
２
）
論
文
で
は
、

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
6
）『
徳
川
実
紀
』
第
六
篇
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
四
十
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
元

禄
元
年
四
月
条
。

（
（
）
同　

元
禄
五
年
五
月
九
日
条
。

（
8
）
同　

元
禄
五
年
七
月
条
。

（
9
）「
豊
田
家
史
料
」
四
〇
四
六
号
文
書
。

（
10
）
渡
辺
前
掲
註
（
２
）
論
文
。

（
11
）
渡
辺
前
掲
註
（
２
）
論
文
。

（
1（
）
渡
辺
氏
は
、
前
掲
註
（
２
）
論
文
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
永
慶
寺
山
門
の
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
大
泉
寺
（
甲
府
市
）
総
門
に
つ
い
て
、
永
慶
寺
の
山
門
を
直
接
移
築
し
た
も
の
で
は

な
い
が
、
建
築
部
材
を
同
寺
の
何
ら
か
の
建
物
に
得
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
1（
）
宝
永
二
年
四
月
二
十
九
日
付�

松
平
美
濃
守（
柳
沢
吉
保
）宛
老
中
連
署
知
行
目
録（
柳
沢
文
庫
蔵
）。

（
14
）「
豊
田
家
史
料
」
四
〇
四
二
号
文
書
。

（
15
）「
豊
田
家
史
料
」
四
〇
四
四
号
文
書
。

（
16
）「
豊
田
家
史
料
」
四
〇
四
五
号
文
書
。

（
1（
）『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』（
永
慶
寺
蔵
）。

（
18
）
吉
保
が
甲
斐
源
氏
の
末
裔
を
強
く
意
識
す
る
と
と
も
に
、
武
田
信
玄
を
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
柳
澤
家
の
系
図
編
纂
と
武
田
家
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
三
、

二
〇
〇
九
年
）、
お
よ
び
『
柳
沢
吉
保
と
甲
府
城
』
展
示
図
録
（
山
梨
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
一

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）
渡
辺
前
掲
註
（
２
）
論
文
。
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第三部　永慶寺について

（
（0
）
三
月
二
十
五
日
付�

悦
峯
道
章
宛
「
柳
沢
家
家
老
連
署
書
状
」（
永
慶
寺
蔵
）。

（
（1
）
享
保
九
年
四
月
付
『
永
慶
寺
殿
・
真
光
院
殿
道
具
覚
帳
』（
恵
林
寺
蔵
）。

（
（（
）『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』（
永
慶
寺
蔵
）。

（
（（
）「
豊
田
家
史
料
」
五
〇
四
三
号
文
書
『
永
慶
寺
殿
源
公
御
実
録
』。

（
（4
）『
甲
州
龍
華
山
御
建
立
次
第
』（
永
慶
寺
蔵
）。



付
　
録
　
資
料
編
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番
号

整
理
番
号

標
題
（
内
容
）

年
代

西
暦

点
数

形
態

採
寸
（
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

備
考

1

八
五

旗
指
物
図

一
帖

折
本

一
七
・
五
×
七
・
五

（

一
二
八

定
控
、
惣
奉
行
副
奉
行
下
知
状
控
、
誓
詞
控

享
保
二

一
七
一
七
一
帖

折
本

一
四
・
八
×
九
・
四

（

一
四
九

覚
（
生
類
御
あ
わ
れ
み
申
合
帳
、甲
斐
国
絵
図
等
）

一
帖

切
継
紙

一
五
・
二
×
六
九
・
五

4

一
五
〇

大
納
言
様
御
目
見
献
上
太
刀
目
録

宝
永
三

一
七
〇
六
一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
〇
・
二
×
四
一
・
六
（
本
紙
）

四
七
・
五
×
六
四
・
四
（
包
紙
）

5

三
三
〇

富
士
山
宝
永
噴
火
火
山
灰

宝
永
四

一
七
〇
七
包
紙
三

包
紙

包
紙
内
に
灰
収
納

6

三
四
六
一

保
山
公
書
簡

正
徳
元

一
七
一
一
一
巻
・
包
紙
一

切
継
紙

一
五
・
八
×
三
八
三
・
四
（
本
紙
）

二
五
・
八
×
六
・
六
（
包
紙
）

（

三
四
六
二

親
類
書

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
五
・
九
×
一
六
五
・
一
（
本
紙
）

二
三
・
〇
×
一
〇
・
七
（
包
紙
、
三
四
六
三
を
同
封
し
て
い
た
）

柳
沢
市
正
家

8

三
四
六
三

龍
華
山
永
慶
禅
寺
規
条

一
枚

切
継
紙

二
二
・
七
×
七
八
・
〇

包
紙
は
三
四
六
二
を
同
封
し
て
い
た
も
の
と
同
一

9

三
四
六
五

龍
華
清
規
一
通
懇
求

一
枚
・
包
紙
一

切
紙

一
八
・
二
×
八
・
二
（
本
紙
）

二
八
・
一
×
四
〇
・
四
（
包
紙
）

10

−

包
紙
（
四
〇
〇
一
〜
四
〇
〇
七�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
一
・
五
×
七
・
五

11

四
〇
〇
一

柳
沢
吉
保
書
状

正
徳
元

一
七
一
一
一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
四
九
三
・
九

1（

四
〇
〇
二

川
口
十
太
夫
他
書
状
（
薮
田
阿
波
宛
）

正
徳
四

一
七
一
四
一
枚

切
継
紙

一
七
・
六
×
八
五
・
九

1（

四
〇
〇
三

山
田
新
蔵
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

正
徳
四

一
七
一
四
一
枚

折
紙

二
九
・
七
×
四
一
・
二

14

−

包
紙
（
四
〇
〇
四
〜
四
〇
〇
五�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
五
・
〇
×
二
七
・
九

15

四
〇
〇
四

山
田
新
蔵
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

正
徳
四

一
七
一
四
一
枚

折
紙

三
一
・
四
×
四
一
・
一

16

四
〇
〇
五

平
手
七
郎
右
衛
門
書
状

正
徳
四

一
七
一
四
一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
五
七
・
七

1（

四
〇
〇
六

山
田
新
蔵
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

一
枚

折
紙

三
一
・
八
×
四
二
・
三

18

四
〇
〇
七

荻
沢
源
太
右
衛
門
書
状
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

元
禄
四

一
六
九
一
一
枚

切
紙

一
五
・
五
×
五
八
・
〇

19

−

包
紙
（
四
〇
〇
八
〜
四
〇
〇
九�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
七
・
五
×
三
七
・
〇

（0

四
〇
〇
九

吉
保
・
市
正
ほ
か
宛
書
状

二
枚
・
包
紙
一

切
紙

切
継
紙

一
五
・
五
×
五
二
・
八
（
本
紙
）

一
六
・
七
×
六
一
・
〇
（
本
紙
）

二
三
・
〇
×
六
・
六
（
封
紙
）

（1

四
〇
一
〇

柳
沢
吉
保
書
状

宝
永
七

一
七
一
〇
一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
一
二
一
・
五

（（

四
〇
一
二

柳
沢
吉
保
書
状

宝
永
七

一
七
一
〇
一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
四
一
八
・
五

（（

四
〇
一
三

柳
沢
保
山
書
状

一
枚
・
包
紙
一

切
紙

一
六
・
〇
×
四
五
・
五
（
本
紙
）

二
三
・
〇
×
三
四
・
〇
（
包
紙
）

包
紙
は
四
〇
一
四
も
同
封

「
豊
田
家
史
料
」
の
内　

調
査
対
象
文
書
目
録
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（4

四
〇
一
四

柳
沢
保
山
書
状

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
五
・
五
×
五
二
・
五
（
本
紙
）

包
紙
は
四
〇
一
三
と
同
一

（5

−

包
紙
（
四
〇
一
五
〜
四
〇
一
八�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
一
・
〇
×
七
・
八

（6

四
〇
一
五

柳
沢
保
山
書
状

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
五
・
五
×
七
〇
・
〇
（
本
紙
）

一
九
・
〇
×
二
五
・
七
（
包
紙
）

（（

四
〇
一
六

柳
沢
保
山
書
状

宝
永
七

一
七
一
〇
二
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
六
・
〇
×
一
三
一
・
五
（
本
紙
）

一
五
・
五
×
四
〇
・
五
（
本
紙
）

一
九
・
五
×
二
七
・
五
（
包
紙
）

（8

四
〇
一
七

柳
沢
保
山
書
状

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
五
・
七
×
八
〇
・
〇
（
本
紙
）

一
九
・
七
×
二
七
・
五
（
包
紙
）

（9

四
〇
一
八

柳
沢
保
山
書
状

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
六
・
〇
×
一
三
四
・
五
（
本
紙
）

一
九
・
五
×
二
六
・
〇
（
包
紙
）

（0

−

包
紙
（
四
〇
一
九
〜
四
〇
二
四�
一
括
）

一
枚

包
紙

二
五
・
〇
×
八
・
二

（1

四
〇
一
九

柳
沢
吉
保
書
状

一
枚

切
紙

一
六
・
〇
×
四
七
・
二

（（

四
〇
二
〇

柳
沢
吉
保
書
状

宝
永
二

一
七
〇
五
一
枚

切
継
紙

一
六
・
一
×
九
四
・
五

（（

四
〇
二
一

柳
沢
吉
保
書
状

一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
二
四
九
・
五

（4

四
〇
二
二

柳
沢
保
山
書
状

一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
一
四
六
・
五

（5

四
〇
二
三

柳
沢
保
山
書
状

一
枚

切
紙

一
六
・
三
×
三
四
・
〇

（6

四
〇
二
四

柳
沢
保
山
書
状

一
枚

切
継
紙

一
六
・
三
×
九
一
・
一

（（

−

包
紙
（
四
〇
二
五
〜
四
〇
二
六�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
一
・
〇
×
一
〇
・
三

（8

四
〇
二
五

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
元

一
七
一
一
一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
一
六
七
・
五

（9

四
〇
二
六

柳
沢
吉
保
書
状

正
徳
元

一
七
一
一
一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
一
二
五
三
・
〇

40

−

包
紙
（
四
〇
二
七
〜
四
〇
三
四�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
一
・
〇
×
一
〇
・
三

41

四
〇
二
七

柳
沢
吉
保
書
状

一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
一
五
七
・
〇

4（

−

包
紙
（
四
〇
二
八
〜
四
〇
二
九
を
同
封
）

一
枚

切
紙

二
四
・
五
×
一
七
・
〇

4（

四
〇
二
八

柳
沢
保
山
書
状

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
六
・
〇
×
九
八
・
二
（
本
紙
）

二
〇
・
五
×
二
八
・
〇
（
包
紙
）

44

四
〇
二
九

柳
沢
保
山
書
状

一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
四
九
・
五

45

四
〇
三
〇

柳
沢
保
山
書
状

一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
三
四
・
五

46

四
〇
三
一

柳
沢
吉
保
書
状

一
枚

切
継
紙

一
七
・
五
×
二
八
八
・
〇

4（

四
〇
三
二

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
二

一
七
一
二
一
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
八
六
・
〇
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48

四
〇
三
三

柳
沢
吉
保
書
状

正
徳
二

一
七
一
二
二
枚

切
継
紙

一
五
・
八
×
一
〇
三
・
〇

一
五
・
八
×
一
九
五
・
〇

49

四
〇
三
四

加
増
・
役
替
案
文

二
枚

切
紙

一
六
・
七
×
一
四
・
〇

一
六
・
五
×
二
八
・
〇

50

四
〇
三
五

御
仰
書

一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
五
・
五
×
七
一
九
・
二
／
一
九
・
七
×
七
・
六

51

−

包
紙
（
四
〇
三
六
〜
四
〇
三
七�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
二
・
〇
×
八
・
〇

5（

四
〇
三
六

山
田
新
蔵
書
状
（
薮
田
阿
波
宛
）

正
徳
二

一
七
一
二
一
枚
・
封
紙
一

切
継
紙

一
五
・
九
×
一
四
九
・
一
／
二
七
・
六
×
一
三
・
〇

5（

四
〇
三
七

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
二

一
七
一
二
一
枚

切
継
紙

一
六
・
三
×
六
一
四
・
〇

54

四
〇
三
八

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
二

一
七
一
二
一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
七
・
五
×
二
一
一
二
・
九
／
二
一
・
〇
×
一
四
・
〇

55

四
〇
三
九

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
四

一
七
一
四
一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
七
・
〇
×
七
四
三
・
〇
／
二
五
・
三
×
八
・
八

56

−

包
紙
（
四
〇
四
〇
〜
四
〇
四
一
一
括
）

一
枚

包
紙

二
〇
・
八
×
一
一
・
〇

5（

四
〇
四
〇

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
三

一
七
一
三
一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
五
六
六
・
六

58

四
〇
四
一

柳
沢
保
山
書
状

正
徳
三

一
七
一
三
一
枚

切
継
紙

一
七
・
三
×
一
〇
五
五
・
一

59

−

包
紙
（
四
〇
四
二
〜
四
〇
五
一
一
括
）

一
枚

包
紙

二
一
・
三
×
七
・
八

60

四
〇
四
二

永
慶
寺
寺
領
寄
附
達
状
（
控
、
柳
沢
保
山
か
ら
寺

社
奉
行
宛
）

宝
永
七

一
七
一
〇
一
枚

縦
紙

三
五
・
七
×
四
八
・
五

61

四
〇
四
三

柳
沢
保
山
書
状
（
写
、
薮
田
市
正
宛
）

宝
永
七

一
七
一
〇
一
枚

切
継
紙

一
七
・
〇
×
一
一
八
・
五

6（

四
〇
四
四

柳
沢
吉
里
朱
印

（
控
、
柳
沢
吉
里
か
ら
永
慶
寺
方
丈
宛
）

宝
永
七

一
七
一
〇
一
枚

縦
紙

三
六
・
〇
×
四
九
・
八

6（

四
〇
四
五

松
平
保
山
書
状
（
控
、
老
中
宛
）

宝
永
七

一
七
一
〇
一
枚

切
継
紙

一
七
・
〇
×
八
七
・
七

64

四
〇
四
六

松
平
美
濃
守
書
状
（
控
）

一
枚
・
封
紙
一

切
紙

一
六
・
三
×
三
四
・
六
／
二
四
・
二
×
一
七
・
九

65

四
〇
四
七

松
平
美
濃
守
願
書
（
控
、公
儀
寺
社
奉
行
衆
中
宛
）
宝
永
二

一
七
〇
五
一
枚

切
継
紙

二
四
・
三
×
九
一
・
〇

66

四
〇
四
八

甲
州
竜
華
山
祠
堂
位
牌
列
位
図

一
枚

縦
紙

三
一
・
〇
×
四
三
・
三

6（

四
〇
四
九

松
平
美
濃
守
願
書
（
控
、
老
中
宛
）

一
枚

切
紙

一
七
・
〇
×
四
三
・
九

68

四
〇
五
〇

柳
沢
保
山
書
状
（
写
、
恵
林
寺
東
法
和
尚
宛
）

一
枚

縦
紙

二
五
・
〇
×
三
四
・
一

69

四
〇
五
一

柳
沢
吉
保
書
状
目
録

（
老
中
・
寺
社
奉
行
・
竜
華
山
・
恵
林
寺
宛
）

一
枚

切
紙

一
五
・
三
×
三
七
・
九

（0

−

包
紙
（
四
〇
五
二
〜
四
〇
七
五�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
九
・
〇
×
二
一
・
五

（1

四
〇
五
二

徳
川
綱
教
書
状
（
柳
沢
吉
保
宛
）

元
禄
一
六
一
七
〇
三
一
枚

切
継
紙

一
九
・
五
×
一
二
八
・
〇

紀
伊
中
納
言
、
紀
伊
藩
主

（（

四
〇
五
三

前
田
綱
紀
書
状
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
六
・
四
×
五
〇
・
二
（
本
紙
）

二
五
・
五
×
三
五
・
〇
（
包
紙
）

加
賀
宰
相
、
加
賀
藩
主
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（（

四
〇
五
四

酒
井
忠
挙
書
状
（
薮
田
阿
波
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

折
紙

三
二
・
五
×
四
六
・
〇
／
二
九
・
五
×
四
一
・
九

酒
井
勘
解
由
、
前
橋
藩
主

（4

四
〇
五
五

酒
井
忠
挙
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

折
紙

三
二
・
七
×
四
五
・
八
／
二
七
・
〇
×
三
九
・
七

酒
井
勘
解
由
、
前
橋
藩
主

（5

四
〇
五
六

酒
井
忠
挙
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

折
紙

三
一
・
二
×
四
一
・
七
／
二
九
・
三
×
三
二
・
八

酒
井
勘
解
由
、
前
橋
藩
主

（6

四
〇
五
七

酒
井
忠
挙
書
状
（
薮
田
阿
波
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

折
紙

三
二
・
八
×
四
六
・
三
／
二
七
・
二
×
四
〇
・
〇

酒
井
勘
解
由
、
前
橋
藩
主

（（

四
〇
五
八

酒
井
忠
挙
書
状
（
甲
斐
守
・
奥
さ
ま
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

折
紙

一
五
・
四
×
一
一
三
・
五
／
二
七
・
八
×
三
九
・
〇

酒
井
勘
解
由
、
前
橋
藩
主

（8

四
〇
五
九

酒
井
忠
挙
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

折
紙

三
一
・
六
×
四
一
・
九
／
三
二
・
六
×
二
九
・
六

酒
井
勘
解
由
、
前
橋
藩
主

（9

四
〇
六
〇

松
平
信
庸
書
状

一
枚

切
紙

一
六
・
五
×
三
二
・
八

松
平
紀
伊
守
、
篠
山
藩
主

80

−

紙
捻
札
（
四
〇
六
一
〜
四
〇
六
二�

一
括
）

一
枚

札

一
二
・
五
×
三
・
九

81

四
〇
六
一

松
平
信
庸
書
状
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

一
枚

折
紙

三
三
・
七
×
四
五
・
三

松
平
紀
伊
守
、
篠
山
藩
主

8（

四
〇
六
二

松
平
信
庸
書
状
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
二
・
九
×
四
六
・
〇
／
二
五
・
〇
×
一
七
・
〇

松
平
紀
伊
守
、
篠
山
藩
主

8（

四
〇
六
三

松
平
信
庸
口
上
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

四
枚

切
紙

一
六
・
四
×
三
二
・
五
（
口
上
）

一
八
・
〇
×
二
五
・
八
（
ひ
も
し
さ
ま
）

一
五
・
九
×
一
〇
・
〇
（
新
勅
撰
）

一
八
・
〇
×
二
五
・
〇
（
此
目
録
）

松
平
紀
伊
守
、
篠
山
藩
主

84

四
〇
六
四

松
平
信
庸
覚
書

一
枚

折
紙

三
三
・
〇
×
四
六
・
〇

松
平
紀
伊
守
、
篠
山
藩
主

85

四
〇
六
五

松
平
信
庸
書
状
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

二
枚

切
紙

一
六
・
〇
×
四
五
・
〇
（
四
〇
六
五
｜
一
）

一
六
・
四
×
四
六
・
〇
（
四
〇
六
五
｜
二
）

松
平
紀
伊
守
、
篠
山
藩
主

86

四
〇
六
六

高
野
前
中
納
言
・
柳
原
前
大
納
言
書
状

（
写
、
松
平
紀
伊
守
宛
）

一
枚

折
紙

三
二
・
五
×
四
五
・
二

8（

四
〇
六
七

高
野
前
中
納
言
・
柳
原
前
大
納
言
書
状

（
写
、
松
平
紀
伊
守
宛
）

一
枚

切
紙

一
六
・
五
×
三
三
・
〇

88

−

包
紙
（
四
〇
六
八
〜
四
〇
六
九�

一
括
）

一
枚

包
紙

三
〇
・
〇
×
四
〇
・
二

89

四
〇
六
八

鍋
島
綱
茂
書
状
（
柳
沢
吉
保
宛
、
花
押
あ
り
）

一
枚

折
紙

三
六
・
五
×
五
〇
・
〇

松
平
信
濃
守
、
佐
賀
藩
主

90

四
〇
六
九

鍋
島
綱
茂
書
状
（
柳
沢
吉
保
宛
）

一
枚

切
紙

一
八
・
三
×
四
九
・
五

松
平
信
濃
守
、
佐
賀
藩
主

91

四
〇
七
〇

鍋
島
綱
茂
書
状
（
柳
沢
吉
保
宛
）

一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
三
・
〇
×
四
六
・
五
（
本
紙
）

二
八
・
〇
×
三
九
・
五
（
包
紙
）

松
平
信
濃
守
、
佐
賀
藩
主

9（

四
〇
七
一

鍋
島
綱
茂
書
状
（
柳
沢
吉
保
宛
）

一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
二
・
七
×
四
六
・
二
（
本
紙
）

二
七
・
七
×
四
一
・
〇
（
包
紙
）

松
平
信
濃
守
、
佐
賀
藩
主

9（

四
〇
七
二

酒
井
忠
挙
書
状
（
薮
田
五
郎
右
衛
門
宛
）

一
枚

折
紙

三
二
・
五
×
四
五
・
八

酒
井
雅
楽
頭
、
前
橋
藩
主

94

四
〇
七
三

酒
井
忠
挙
書
状

一
枚

切
紙

一
七
・
三
×
三
六
・
五

酒
井
雅
楽
頭
、
前
橋
藩
主

95

四
〇
七
四

黒
田
直
重
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

一
枚
・
封
紙
一

切
紙

一
六
・
四
×
四
五
・
二
／
二
〇
・
七
×
二
八
・
〇

黒
田
豊
前
守
、
沼
田
藩
主

96

四
〇
七
五

黒
田
直
重
書
状
（
柳
沢
市
正
宛
）

一
枚

切
紙

一
六
・
四
×
四
八
・
五

黒
田
豊
前
守
、
沼
田
藩
主
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9（

−

包
紙
（
四
〇
七
六
〜
四
〇
七
七�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
五
・
七
×
一
三
・
九

98

四
〇
七
六

曽
雌
定
子
消
息

一
枚

切
紙

二
〇
・
〇
×
二
八
・
二

99

四
〇
七
七

柳
沢
吉
保
書
状
（
曽
雌
定
子
宛
）

一
枚

切
紙

一
五
・
四
×
九
・
九

100

四
〇
七
八

曽
雌
定
子
和
歌
消
息

一
枚

切
紙

二
〇
・
三
×
二
八
・
九

101

四
〇
七
九

輿
入
祝
儀
覚
書
（
曽
雌
定
子
か
ら
祝
園
増
子
宛
）

享
保
八

一
七
二
三
一
枚
・
包
紙
一

切
継
紙

一
六
・
四
×
八
五
・
四
／
二
三
・
〇
×
一
六
・
九

10（

四
〇
八
〇

浅
利
藤
左
衛
門
書
状
（
川
石
見
宛
）

一
枚

切
継
紙

一
六
・
〇
×
一
一
三
・
九

10（

−

包
紙
（
四
〇
八
一
〜
四
〇
八
六�

一
括
）

一
枚

包
紙

二
六
・
七
×
四
〇
・
二

104

四
〇
八
一

土
左
書
状

一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
一
・
三
×
四
三
・
〇
／
二
七
・
五
×
四
〇
・
〇

105

四
〇
八
二

土
左
書
状

一
枚

切
紙
（
綴
）

一
六
・
三
×
四
五
・
五

106

四
〇
八
三

土
左
書
状

一
枚

切
紙
（
綴
）

一
六
・
三
×
四
六
・
〇

10（

四
〇
八
四

土
左
書
状

二
枚

折
紙

三
一
・
二
×
四
三
・
一
／
三
一
・
三
×
四
三
・
二

108

四
〇
八
五

土
左
書
状

一
枚
・
包
紙
一

折
紙

三
一
・
三
×
四
三
・
〇
／
一
三
・
二
×
七
・
三

包
紙
は
断
簡

109

四
〇
八
六

土
左
書
状

二
枚

切
紙

二
一
・
四
×
二
九
・
七
／
二
一
・
四
×
三
〇
・
一

礼
紙
あ
り

110

−

包
紙
（
四
〇
八
七
〜
四
〇
九
〇�
一
括
）

一
枚

包
紙

二
四
・
〇
×
一
二
・
三

111

四
〇
八
七

柳
沢
吉
保
庭
訓（
控
、柳
沢
吉
保
か
ら
柳
沢
吉
里
宛
）
元
禄
一
五
一
七
〇
二
一
冊

縦
帳

一
九
・
〇
×
一
三
・
七

11（

五
〇
〇
〇
（
永
慶
寺
に
関
す
る
覚
書
）

享
保
三

一
七
一
八
二
冊
・
包
紙
一

縦
帳

二
八
・
八
×
二
一
・
〇
（
五
〇
〇
〇
｜
一
）

二
八
・
三
×
二
一
・
〇
（
五
〇
〇
〇
｜
二
）

四
一
・
五
×
二
一
・
四
（
包
紙
）

11（

五
〇
〇
四

薮
田
五
郎
右
衛
門
重
守
履
歴

一
冊
・
包
紙
一

縦
帳

二
七
・
〇
×
一
八
・
八
／
三
六
・
六
×
二
四
・
〇

114

五
〇
〇
五

永
慶
寺
様
御
意
并
覚
書
次
第
不
同

一
冊

縦
帳

二
七
・
五
×
二
〇
・
八

115

五
〇
〇
六

保
山
様
御
意
之
次
第
并
大
久
保
加
賀
守
様
・
黒
田

豊
前
守
様
・
柳
沢
備
前
守
様
被
仰
聞
候
次
第

一
冊

縦
帳

二
八
・
五
×
二
〇
・
八

116

八
〇
一
〇

甲
府
城
並
家
中
屋
敷
割
図

一
幅

絵
図（
掛
軸
装
）
一
四
六
・
〇
×
一
四
六
・
五
（
本
紙
）

薮
田
五
郎
左
衛
門
の
屋
敷

表
記
あ
り

11（

八
〇
一
四

甲
州
道
中
絵
図

一
巻

巻
子
本

四
六
・
〇
×
四
七
七
・
四

柳
沢
吉
里
国
入
の
際
、
作

成
か

118

八
〇
一
六

甲
府　

薮
田
重
守
屋
敷
分
間
絵
図

一
舗

絵
図

六
八
・
三
×
九
三
・
一

119

−

扁
額
「
甘
露
味
」

宝
永
五

一
七
〇
八
一
点

木
製

四
八
・
四
×
七
六
・
二
×
八
・
〇

柳
沢
吉
保
筆

（
註
1
）
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
蔵
「
豊
田
家
史
料
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
目
録
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、

山
梨
県
立
博
物
館
が
調
査
し
た
古
文
書
の
う
ち
、
採
寸
ま
で
終
了
し
た
分
を
一
覧
に
ま
と
め
た
。

（
註
（
）
本
目
録
の
う
ち
、
主
な
古
文
書
の
翻
刻
を
別
途
掲
載
し
た
。
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主
な
古
文
書
の
翻
刻

５　

富
士
山
宝
永
噴
火
火
山
灰　

包
紙

　　
　

宝（
全
体
の
包
紙
表
（ 

永
四
年
／
ひ
と
の
亥
ノ
と
し
／
む
ま
ノ
中
刻

　

�　

�

宝（
全
体
の
包
紙
裏
（ 

永
四
年
／
ひ
の
と
の
亥
ノ
と
し
霜
月
廿
三
日
／
む
ま
ノ
中
刻
ぼ
ん
と
も
し
／
神
な

り
も
外
な
り
ま
く
り
／
か
く
の
こ
と
く
は
い
ふ
り
申
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ふ
た
く
ま
ノ
助
八
才
ノ
と
し

　
　

宝（
灰
の
包
一
（

永
四
亥
ノ
と
し
／
霜
月
廿
三
日
ふ
り
申
候
／
は
い

　
　

亥（
灰
の
包
二
（

霜
月
廿
三
日
／
ふ
り
申
候
／
は
い

22　

柳
沢
吉
保
書
状
（
一
部
抜
粋
）

　
　

一
、
山
崎
郷
左
衛
門
不
宜
候
由
、
／
沙
汰
い
た
し
候
、
是
ハ
見
合
／
月
番
ゆ
る
し
、
／

善
右
衛
門
・
藤
太
夫
・
新
右
衛
門
／
な
ミ
ニ
申
付
候
而
可
然
由
、
／
次
ノ
者
ハ
権
太
夫
・

阿
ハ
守
／
ニ
而
申
付
候
、
と
存
候
、
名
倉
孫
右
衛
門
／
事
殊
外
悪
敷
者
／
之
由
、
申

し
候
、
使
番
ニ
成
共
／
元
ノ
目
付
へ
成
共
、
取
次
ニ
／
成
共
い
た
し
可
然
哉
、
／
町
奉

行
ハ
大
切
成
役
／
と
存
候
、
孫
右
衛
門
を
／
町
奉
行
ニ
申
付
、
惣
／
家
中
之
者
事
外

／
沙
汰
い
た
し
候
由
、
／
及
聞
申
候
、
と
か
く
／
悪
敷
者
ハ
取
か
へ
〳
〵
／
申
付
候
が

仕
置
ニ
而
候
、
／
甲
斐
在
国
中
、
／
左
様
事
共
宜
様
ニ
／
申
付
、
百
姓
町
人
／
迄
も

諸
事
急
度
／
を
そ
れ
候
様
ニ
有
之
／
可
然
存
候
、
権
太
夫
・
帯
刀
／
申
付
、
殊
之
外

仕
置
ニ
／
成
候
由
、
沙
汰
有
之
候
、
／
か
つ
よ
す
ぎ
き
び
し
／
過
候
共
、
物
入
中
ニ
候

／
へ
ハ
、
諸
士
并
百
姓
／
町
人
も
目
ヲ
さ
ま
し
／
候
様
ニ
い
た
し
度
／
事
ニ
存
候

41　

柳
沢
吉
保
書
状
（
一
部
抜
粋
）

　
　

昨
日
、
又
右
衛
門
参
候
節
、
遣
候
書
付
／
之
通
、
尤
ニ
存
候
由
、
委
曲
返
／
答
候

趣
、
大
慶
本
望
不
斜
候
、
／
我
等
申
義
故
と
申
様
ニ
有
之
候
而
／
ハ
内
心
よ
り
打
と

け
不
申
候
、
／
尤
ニ
さ
へ
存
候
ハ
ヽ
、
真
実
よ
り
／
此
返
事
ニ
申
越
候
通
ニ
有
之
／

度
存
候
、
甲
州
一
国
之
国
主
ニ
／
候
へ
ハ
、
家
老
四
人
計
ニ
而
／
肩
を
な
ら
へ
候
者

も
無
／
之
程
ニ
有
之
候
而
ハ
、
其
方
・
／
玄
蕃
迄
打
揃
勤
候
内
ハ
／
何
之
別
条
も
有

之
間
／
敷
候
、
以
来
、
家
老
申
付
候
而
も
／
こ
と
〳゙
〵
く
揃
候
人
柄
之
／
者
ハ
無
之
、

筋
目
ヲ
以
、
／
先
ハ
家
老
ニ
ハ
申
付
候
ニ
而
／
可
有
之
候
、
左
様
成
節
ニ
至
、
／
年

寄
共
ニ
不
残
能
者
／
揃
候
と
申
事
は
難
儀
、
／
面
々
之
く
せ
も
可
有
之
候
／
へ
共
、

五
六
人
も
有
之
候
／
へ
ハ
、
惣
押
ニ
而
家
老
／
共
連
々
替
り
候
而
も
／
指
つ
か
へ
候

事
有
之
間
／
敷
候
、
と
か
く
能
そ
ろ
ひ
候
／
人
と
申
事
ハ
ま
れ
成
／
事
ニ
候
、
大
体

さ
へ
能
／
候
へ
ハ
、
年
数
勤
候
者
ハ
／
其
切
ニ
而
諸
事
仕
置
／
等
も
引
付
を
い
た
し

候
故
、
／
家
老
三
四
人
、
年
寄
／
五
六
人
水
魚
の
こ
と
く
／
萬
事
む
つ
ま
し
く
／
申

合
、
用
向
勤
候
へ
ハ
、
家
丈
／
夫
ニ
而
、
千
神
万
歳
共
成
度
／
事
ニ
存
候
、
此
外
能

／
折
柄
ニ
候
間
、
と
く
と
／
改
申
付
、
二
月
三
月
／
過
候
へ
ハ
留
守
ニ
成
候
間
、
／

只
今
よ
り
諸
事
格
／
定
置
候
ハ
ヽ
、
安
堵
と
／
存
候

71　
　

徳
川
綱
教
書
状

　
　
（
端
裏
付
箋
）「
紀
伊
中
納
言
様
ヨ
リ
永
慶
寺
様
江
之
御
手
紙
」

　
　

公
方
様
益
御
機
嫌
／
能
被
成
御
座
目
出
度
／
御
事
奉
存
候
、
然
者
／
今
日
／
一
位
様

被
為　

入
表
座
出
／
被
遊
、
御
出
緩
々
被
成
／
御
座
、
殊
度
々
／
御
目
見
仕
、
御
手

自
／
御
熨
斗
鮑
御
印
籠
／
頂
戴
、　

御
名
工
被
下
置
、
／
其
上
品
々
拝
領
物
被
／
仰

付
、
対
山
并
母
江
も
／
色
々
被
下
置
、
松
平
／
左
京
大
夫
、
同
内
蔵
頭
、
／
同
主
税

頭
、
同
山
城
守
へ
も
／
拝
領
物
被　

仰
付
、
内
蔵
頭
、
／
主
税
頭
へ
者
、
御
内
々
ニ

而
／
御
印
籠
被
下
置
、
寔
／
御
懇
之
御
事
共
不
存
／
寄
候
儀
、
忝
好
合
奉
／
存
候
、

御
礼
之
儀
可
然
様
ニ
／
何
分
に
も
頼
入
存
候
、
／
且
又
対
山
并
母
屋
敷
之
／
庭
へ
も

被
為　

成
、
忝
儀
ニ
／
奉
存
候
、
御
礼
之
儀
宜
／
様
ニ
頼
入
存
候
、
御
懇
之
／
御
儀
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共
、
母
へ
も
早
速
／
申
聞
遣
候
、
於
紀
州
／
対
山
承
ニ
候
ハ
ヽ
、
嘸
忝
／
可
奉
存
候
、

及
晩
景
候
故
／
任
御
差
図
明
朝
御
礼
／
相
勤
可
申
候
得
共
／
帰
御
已
後
之
御
機
嫌
／

猶
以
相
伺
申
度
、
旁
如
／
此
候
、
以
上

　
　
　

三
月
廿
六
日　

紀
伊
中
納
言

　
　
　

松
平
美
濃
守
殿

　
　

尚
以
先
頃
よ
り
段
々
／
御
差
図
共
に
て
今
日
ハ
／
万
端
首
尾
好
相
済
、
／
諸
事
御
取

持
之
段
／
誠
忝
存
候
、
嘸
御
草
臥
与
／
察
入
候
、
兎
角
明
日
御
礼
／
可
申
達
候
、
已

上

72　

前
田
綱
紀
書
状

　
　
（
包
紙
ウ
ハ
書
）「
御
筆
壱
通
／
松
平
加
賀
守
様
ヨ
リ
之
御
書
一
通
」

　
　

猶
以
書
付
被
返
下
被
入
／
御
念
御
事
候
、
以
上

　
　

家
来
方
迄
預
示
令
致
閲
候
、
／
先
刻
以
来
御
手
前
迄
申
入
候
趣
／
美
濃
守
殿
江
被
相

達
候
処
、
／
委
細
思
召
之
段
蒙
仰
渡
承
知
候
、
／
左
候
ハ
ヽ
、
任
御
指
図
但
馬
守
殿

江
／
承
合
可
申
候
、
此
由
可
然
様
／
頼
入
存
候
、
以
上

　
　
　

四
月
十
四
日　

加
賀
宰
相

　
　
　
　

薮
田
五
郎
右
衛
門
殿

81　

松
平
信
庸
書
状

　
　

今
度
妻
相
果
候
儀
被
為
聴
御
／
懇
意
被
仰
下
、
拙
者
朦
気
御
尋
／
子
と
も
事
迄
蒙
仰
、

殊
更
氷
砂
糖
／
一
器
被
懸
尊
慮
、
遠
境
被
思
／
召
附
候
段
、
忝
次
第
御
礼
可
申
様
／

無
之
候
、
何
分
ニ
も
可
然
御
申
上
／
頼
入
存
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　

松
平
紀
伊
守

　
　
　

五
月
十
九
日　
　

信
庸
（
花
押
）

　
　
　
　

薮
田
五
郎
右
衛
門
様

91　

鍋
島
綱
茂
書
状

　
　
（
包
紙
ウ
ハ
書
）「
松
平
美
濃
守
様　

松
平
信
濃
守
」

　
　

御
口
上
書
之
趣
拝
／
見
仕
候
、
弥
御
堅
固
／
御
勤
仕
珍
重
奉
存
候
、
／
如
被
仰
聞
候
、

私
儀
今
般
／
首
尾
好
在
所
へ
之
／
御
暇
被
下
置
、
其
上
／
種
々
拝
領
之
、
長
崎
／
御

番
も
不
相
易
被
／
仰
付
有
難
次
第
奉
存
候
、
／
今
日
御
当
地
罷
立
申
／
儀
御
座
候
、

然
者
目
録
／
之
通
表
寸
志
進
／
覧
仕
候
処
、
頃
日
駒
込
御
／
下
屋
敷
御
庭
之
御
／
物

数
寄
ニ
被
仰
付
候
由
／
幸
至
極
奉
存
候
、
誠
／
御
精
勤
之
御
休
息
／
半
、
以
御
自
筆

被
／
示
下
御
厚
恵
候
／
義
、
別
而
忝
次
第
奉
／
存
候
、
猶
重
而
可
申
／
上
候
、
以
上

　
　
　

三
月
五
日　

松
平
信
濃
守

　
　
　

松
平
美
濃
守
様

93　

酒
井
忠
挙
書
状

　
　
　

�

猶
々
各
ニ
も
毎
日
／
被
相
越
御
大
義
候
、
御
手
前
ニ
ハ
／
別
而
心
入
候
由
忝
満
足

／
申
候
、
無
滞
相
仕
廻
、
我
等
／
大
慶
察
可
被
申
候

　
　

一
筆
令
啓
入
候
、
然
者
／
今
度
槌
疱
瘡
相
煩
／
候
之
処
、
出
羽
守
殿
度
々
／
御
見
廻
被

成
、
何
か
と
療
用
／
之
義
、
御
懇
被
得
候
、
其
上
／
各
被
附
置
、
且
又
品
々
／
被
懸
御

意
、
誠
厚
キ
御
心
入
／
之
段
、
忝
仕
合
一
々
御
礼
／
難
申
聞
候
、
右
之
御
礼
ニ
北
爪
弾

蔵
ヲ
以
申
上
候
、
／
忝
か
り
候
段
、
宜
被
申
上
候
、
猶
口
上
相
含
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　

酒
雅
楽
頭

　
　
　

五
月
廿
七
日
（
花
押
）

　
　
　
　

薮
田
五
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
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執
筆
分
担

　
　

調
査
・
研
究
の
経
緯
と
方
針�

西
川
広
平

　
　

第
一
部　

柳
沢
吉
保
の
肖
像
に
つ
い
て

　
　
　

第
一
章　

画
像
の
調
査
と
考
察�

西
川
広
平

　
　
　

第
二
章　

彫
像
の
調
査
と
考
察�

近
藤
暁
子

　
　

第
二
部　

吉
保
の
由
緒
に
つ
い
て

　
　
　

第
三
章　

柳
沢
家
系
図
の
調
査
と
考
察�

西
川
広
平

　
　
　

第
四
章　

吉
保
に
よ
る
武
田
家
遺
制
の
継
承�

西
川
広
平

　
　

第
三
部　

永
慶
寺
に
つ
い
て

　
　
　

第
五
章　

永
慶
寺
什
物
の
調
査�

西
川
広
平

�

近
藤
暁
子

　
　
　

第
六
章　

永
慶
寺
の
創
建
と
郡
山
移
転�

西
川
広
平

　
　

付　

録　

資
料
編�

西
川
広
平

謝　

辞

　

本
調
査
・
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
に
多
大
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

井
澤
英
理
子

　

田
代
孝

　

平
出
真
宣

　

福
留
真
紀

　

柳
澤
保
徳

　

山
川
均

　

一
蓮
寺

　

永
慶
寺

　

恵
林
寺

　

公
益
財
団
法
人�

郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会

　

公
益
財
団
法
人�

武
田
信
玄
公
宝
物
保
存
会

　

甲
州
市
教
育
委
員
会

　

甲
府
市
教
育
委
員
会

　

常
光
寺

　

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）








